


，

.

h

F

、J

i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
l
e
i
t
-
-

向、

ド
ド
毎
日
rtMJY一
郎
嘩
!
?
守
重
三
混
ぜ
弘
同

r
r
 

，、メ

潔も

一 .. -... -;c .........._一'一

。、.'"!，.，>;，，.

護



鵬、

轍;

柵ヘ
。一去、

、
事

.;.r:.込



序

本書は， トヨタ 1G-GTEU， 1 G-GZEUエンジンの整備要領を説明したものです。このエンジンの

正確，迅速な整備を実施するための資料としてご活用ください。

本書は，昭和60年10月現在の生産車両にとう載のエンジンを対象に説明してあります。したがって，その後

の生産車両にとう載のエンジンについては，仕様などの変更により本書の内容が合わないことがありますので

あらかじめご承知おきください。

昭和60年10月 (1985-10)

トヨ司自動車株式会祉
ザ-I::!ヌ部
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伊
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.・・・・・・再使用不可部品

総 説一本書の見方

本書の見方

修理作業の説明範囲

修理作業は大別すると「診断J，i脱着，交換，分解・組み付けおよび点

検・調整作業」および「完成検査コの 3工程に区分することができます。

本書は第 2工程の「脱着，交換，分解・組み付けおよび点検・調整作業」

について説明したものであり，第 l工程の「診断」および第3工程の「

完成検査」については説明が省略しであります。

説明内容の見方

注意事項

(1) 該当するセクシヨン独自の注意事項について記載しました。

2 準備晶

(1) 作業前に準備すべき SS T，工具，計器および油脂等について r'" 

掲載し，あわせて各々の使用目的について説明しであります。

ただし，準備品のうち，トヨタ メカニツク スタンド，ジャ

ッキ，スタンドなど一般整備工場に常備されていると思われる

準備品については掲載を省略しであります。

3 作業手順

(1) 各セクシヨンのはじめに構成凶，断面図を掲載し，構成部品の

取り付け状態が把握できるようにしました。

(2) 構成図の中に再使用不可部品，プレコート ボルト，締め付け

トルクを日月言己しました。

記載例

ポンプ ボデー，ウオー世 ポンプ

• 7アン

‘・・・…プレコート ボルト に二コ……締め付けトルク (kg・cm)

C 1631 B2114 

丹、
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イラスト:

掃除 作業部位および作業内容

~、

総 説一本書の見方 0-3 

(3) イラストにて作業部位および作業内容を掲載しました。

(4) 説明文では，細部にわたる作業方法，情報，規格および注意な

どを掲載しました。

ホースとチューブの脱着
IJ、タイト JI;

一一一一作業項目

ホースとチューブ接続宇一一一一

(1) ホースとチューブを子で仮り付けする。

(2) ホース側をスパナで，チューブ側を S$Tでそれぞれ固定

してホースとチューブを締め付ける。¥

SST 09751-36011 ¥ 

" 説明文:ーヤ ¥情報 細部同たる作業方法

規格

4 本書に省略されている内容

(1) 本書には次の要素作業の記載が省略しでありますが実作業にお

いては実施してください。

①ジャッキ作業およびリフト作業

②必要に応、じて行う取りはずし部品の清掃，洗浄

③目視による点検

用語の定義

基準値...・H ・..…点検，調整時の許容範囲を表す値をいいます。

限 度…………点検，調整時に超えではならない最高値または最低値を

表す値をいいます。

参考値…………基準値を知るための測定方法がいちじるしく困難なため

実際上不具合発生の恐れのない場合の簡略測定法におけ

る基準値を表します。

.醤聾…...・ H ・..禁止作業等，行つてはいけないことについて掲載してあ

ります。また作業要領で特に注意すべき事項を掲載しで

あります。

〈参考)....・H ・-…作業を容易にするための補足説明を説明文から分離させ

て掲載しであります。

回



0-4 総 説一作業にあたっての心得および注意

身だ し な み

常に清潔なトヨタ メカニ

ツク ウエアを着用する。

帽子，安全靴を必ず着用す

る。

工具，計器等の準備

作業前にトヨタ メカニツ

ク，スタンド， 88T，工具，

計器，油脂，ウエス，再使

用不可部品等を準備する。

作業にあたっての心得および注意

取り替え部品の盤理

取り替え部品は必ず取

り替え部品箱に整理す

る。

安全作業

ジャッキ アップしたとき

は必ずスタンドでささえる。

またリフト アップしたと

きは必ず安全装置を掛ける。

車両の保護

作業前にフエンダ カバー

シート カバーを必ず装着

する。

*工場内は常に整理・整頓し働きやすい作業環境にする。

P0542 

(極パネ式)

Z5875 

95035 

一般的な注意点

バッテリ ターミナルの脱着

(1) 電気系統作業を行う場合は，ショートによる焼損を防ぐため事

前にパツテリのθターミナルを取りはずす。

(2) バッテリ ターミナルを取りはずす場合は，パツテリ端子を損

傷する恐れがあるので，ナットを完全にゆるめて取りはずし，

絶対にこじらない。

2 各ホース クランプ(板パネ式)の脱着

(l) 各ホースを再使用する場合，クランプは必ずホースのクランプ

跡に取り付ける。

(2) 取り付け後，矢印の方向に力を加えてクランプ跡になじませる。

~ 

(酬h
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周民

総 説一略語説明，車種構成一覧表

略語説明

略語 説

ABV Iエアパイ .dスパルプ

A / C Iエア コンデイシヨナ

ASSYIアツセンブリ

明

A / T Iオートマチック トランスミッシヨン

BTDCI上死点前

C CRO Iキヤタリティック コンJ~ータ フォア リダク

シヨン & オキシデーシヨン(三元触媒)

略語 説

M/T Iマニュアル トランスミッシヨン

ND 日本電装(株)

NGK I日本特殊陶業(株)

P 端子

P / S Iパワー ステアリング

RH  I右側

S セクシヨン

D L  1 Iディストリビュータ レス イグニツシヨン シ I S S T I特殊工具

ステム

DRD Iダイオード ロータ ディストリビューシヨン

ECU Iエレクトロニツク コントロールユニット

S /w Iスイッチ

T= I締め付けトルク

TDC I上死点

E F 1 Iエレクトロニツク フユーエル インジエクシヨン IT-VIS I吸気制御システム

0-5 

明

1 G Iイグニツシヨン

LH I左側

VCV Iパキューム コントロールバルブ(負圧制御弁)

VS V Iバキューム スイッチングバルブ(負圧切換弁)

o I直径

車種構成一覧表

トランスミッシヨン

車 名 車 両 型 式 エンジン型式

W58 A340E 

SESQR 

トヨタ STSQR 
E-GS121 lG-GZEU 

クラウン SEPQR 

STPQR 

トヨタ
E-GX71 lG-GTE XTMZZ XTPZZ 

マーク E

トヨタ DTMZZ(S) 
E-GX77 lG-GTEU DTPZZ 

チエイサー DTMZZ 

トヨタ
E-GX71 lG-GTEU YEMZZ YEPZZ 

クレスタ

固



0-6 総 説一一般規格ボルト・ナット締め付けトルク

一般規格ボルト・ナット締め付けトルク

締め付けトルクの把握方法

ボルトの締め付けトルク把握方法

(1) ボルトの締め付けトルクは，下表よりそのボルトの強度区分を

把握し，後述の締め付けトルク表からその値を知る。

2 ナットの締め付けトルク把握方法

(1) ナットの締め付けトルクは，相手となるボルトから前述の方法

で把握する。

ボルト強度区分の識別方法

現品による識別方法

形状と強度区分の見方 強度区分 形状と強度区分の見方 強度区分

4=4T 。頭 部 一 浮 き 出 し 5=5T 

六角ボルト または刻印があるボルト 6=6T 

[ヘキサゴンl 7=7T 

ボ ル ト 。 無 i=n 4T 

{標準座面)
無 i=n 4T 

植込ボルト

[スタッド]

六角ボルト 。 ボ ル 卜

(話イ寸き)
無 i=n 4T 

一方もしくは両方の端面
6T 

に約 2mmのくぼみがある
六角ボルト 。頭部に浮き出し線が 2本

5T 
(標準座蘭) あるボルト

六角ボルト 。頭部に浮き出し線が 2本

(ぷ付き)
6T 

あるボルト
溶接ボルト

事会[ウエルド) 4T 

:頭部に浮き出し線が 3本
ボルト ... _e.!デ J

六角ボルト 。 7T 
(標!準座面) あるボルト

2 品番による識別方法

六角ボルト l 
i 品番例 9 1 4 二:シ干山aι;

海海吋Tてて:ヱ号伊阿阿) 

」直亙亙

品番例 92132 -4 0 620 

Tてて射(mm)
| 呼ぴ径(mm)

」直亙司
吋1
‘
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総

強度区分 呼び径(mm)

6 

8 

10 
4 T 

12 

14 

16 

6 

8 

5 T 
10 

12 

，輔、、 14 

16 

6 

8 

6 T 10 

12 

14 

6 

8 

7 T 
10 

12 

14 

16 

川h、

説一一般規格ボルト・ナット締め付けトルク 0-7 

ピッチ (mm)

1.0 

1. 25 

1.25 

1.25 

1.5 

1.5 

1.0 

1. 25 

1. 25 

1. 25 

1.5 

1.5 

1.0 

1.25 

1.25 

1.25 

1.5 

1.0 

1.25 

1.25 

1. 25 

1.5 

1.5 

R4460 

締め付けトルク表

標準締め付けトルク (kg・cm)

標準座面 刷剛剛 つぱ付き座面 申酬
55 

130 

260 

480 

760 

1，150 

65 

160 

330 

600 

930 

1，400 

80 

195 

400 

730 

1，100 

110 

260 

530 

970 

1，500 

2，300 、?ヲ

プレコート ボルト(ネジ部にシール

塗られているボルト)について

60 

145 

290 

540 

850 

90 

210 

440 

810 

1，250 

120 

290 

590 

1，050 

1，700 

，証、町f、j 

司王〈 も、
、ー

、~'、

A3426 A3427 

ロック剤が

品

五:.:.次の場合， プレコート ボルトはそのまま使用しない
ふて3J

2 

(1) プレコート ボルトを取りはずした場合。

(2) 締め付け点検等でプレコート ボルトが動いた場合。(ゆるみ，

または締まった時)

〈参考〉 トJレク チェックは締め付けトルク許容範囲の下限の値で

確認し，動いた場合は下記要領で再度締め付ける。

プレコート ボルトの再使用方法

(1) 

(2) 

(3) 

ボルトおよびネジ穴を洗浄する。(交換する場合もネジ穴を洗浄

する。)

エア吹き付け等により十分に乾燥させる。

ボルトのネジ部に指定されたシール ロック剤を塗布する。

ザ:トF、や
I~' 、

、\~~ふA 、

r 
宮、
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1-2 エンジン調整ー準備品

準備品

SST 戸~
ツール，バルブ クリアラン

09248-70011 ン~-v^1、ス アヤス
パルプすき問調整用

饗も禽辱毒きミ事
テスタ，トヨタ エレクトリ

09082-00012 カル 各部点検用

市~
サブハーネス， 0 2  セン O2 センサ チェッカ接続用

09842-20010 サチェッカ
(1 G-GZEU) 

ハーネス，アイドルアジヤ トヨタ エレクトリカル テスタ接続用

婿ヲr 払、、09842-30031 ステイング (lG-GTEU) 

r-" 

~屠ラ
ワイヤ，タコパルス ピツ

09843-18010 クアップ 回転計接続用

計器 占国「=軍
09990-00111 チェッカ， O. センサ アイドル点検，調整用

~岳 82992-20010 ツワイカヤ. 0 2  

センサチエ O2 センサ チェッカ接続用

(lG-GTEU) 

8も
(栂パンザイ

扱い マイテイパック 各部点検周

TB-501 

皇?白
(栂パンザイ

ゲージ，ターボチャージヤ ターボ チャージヤ点検用
扱い

CD) 
プレッシヤ スーパーチャージヤ点検用

TCP-2TB 
~ 

員手
(栂日本電装

扱い
ゲージ，ベルト テンシヨン V ベルト張力測定用

N D品番

95506-00013 

サウンドスコープ ウオータ ポンプ作動音確認用

直定規，プッシユ プルゲージ V ベルトたわみ量測定用

CO・HC メータ CO・HC濃度測定用

コンプレツシヨン ゲージ 圧縮圧力測定用

封印テープ 点火時期調整用
油脂
その他

キヤツスル スーパーチャージャー オイル スーパーチャージヤ補充用 (1G-GZEU) 



点恥1

剤耐岡

S本ライン

エンジン調整ーエンジン調整 1-3 

B2320 

GS0114 

エンジン調聾

冷却水点検

(S 5参照)

基 準 冷却水量がリザーパタンクのFULL特 LOW聞にあ

ること

LLC濃度が30% (寒冷地は50%)以上であること

オイルなどの混入がないこと

エンジン オイル点検

基 準 レベルゲージのF......L間にあること

著しい汚れがなく，適度な粘度があること

冷却水，ガソリンなどの混入がないこと

バッテリ液量，比重点検

圃

基 準 液量 UPPER LEVEL......LOWER LEVEL 

間にあること

比重 1.25-1.27 (液温20.C)

工ア クリーナ点検，清掃

スパーク プラグ点検

..・白金プラグを使用しているため，ギャップ鵬は新制

(走行1000畑以下)以外は行わない。

・清掃は白金チップを損傷する恐れがあるので行わない。

ただし，くすぶり等により清掃が必要な場合は電極の保護

のため.短時間 (20秒以下)で行う。

• DRD. DL  Iを採用しているため，型式の遭うプラグは

絶対に使用しない。

・左に示す穂別用の育ライン (3本)を確認してから取り付

ける。

〈参考〉 プラグ型式とギャップ

1G-GTEU 

PQ20R-P 8 

BCPR6EP-N8 

1G-GZEU 

型 式

PQ20R-Pl1 

BCPR6EP-Nl1 

0.7-0.8 I 1.0 

基準値 (mm) 限度(mm)

1.0-1.1 1.3 



1-4 エンジン調整ーエンジン調整

V ベルトたわみ量点検，調整

(S 1-5参照)

1G-GTEU 

ょ一一一一竺値
オルタネータ用(押力10kg)

P/S ポンプ用(押カ10kg)

A/C コンプレツサ用(押力10kg)

1G-GZEU 

種z一一一-ff直

オルタネータ用(押カ10kg)

スーパーチャージヤ用(押カ10kg)

P/S ポンプ用(押カ10kg)

A/C コンプレツサ用(押力10kg)

エンジン暖機

基 準 冷却水温 80-90'C 

タペット異常音点検

新品取り付け時
(mm) 

11-13 

6-7 

7 -8.5 

新品取り付け時
(mm) 

11-12 

7-8 

6-7 

6.5-8.5 

基準 タベット異常音がないこと

点検時(mm)

14-18 

7 -10 

8.5-9.5 

点検時(mm)

13-16 

8-11 

7-9 

9.5-12 

基準外の場合はパルプすき聞を点検する。 (S1-7参照)

点火時期点検，調整

(S 1 -13参照)

基準値 T端子短絡時 8 _120 /650rpm 

T端子開放時 12・以上/650rpm

アイドル回転数点検

(S 1-13参照)

基準値 600-700rpm 

インテーク マニホルド負圧点検

基準値 400mmHgJぷ上 1G-GTEU 

380mmHg以上 1G-GZEU 

アイドル点検，調整

(S 1-15参照)

基準値 CO濃度 1.0%以下

HC濃度 800ppm以下

ダッシユポット点検，調整

(S 1-24参照)

基準値 1400-1800rpm 1 G-GTEU 

1500-1900rpm 1 G -G  Z E U 

P/S アイドルアップ点検

(1) アイドル回転でハンドルを直進状態から左右いっぱいに切った

ときアイドル回転が不安定にならないことを確認する。

fS' 

用h



lG-GTEU 

画風、

ヲランヲ プーリ

1 G-G ZEU 

同臥

エンジン調整-v ベルトたわみ量点検，調監 1-5 

直定規 v 

81668 

オI~~旨ネ-~

オI~~ネ-~

87741 F3720 

81669 

ベルトたわみ量点検，調整

ベルトたわみ量点検

(1) ベルトが正しく取り付けられていることを確認する。

(2) 図に示す箇所に直定規を当てる。

(31 プーリ問中央のベルト背面に10kgの押力を加え，たわみ量を測

定する。

lG-GTEU 

iI一一一三一 新高取(mりm付)桐寺 点検時(mm)

オルタネータ用(押力10kg) 11-13 14-18 

P/S ポンプ用(押カ10kg} 6-7 7-10 

A/C コンプレツサ用(押カ10kg} 7 -8.5 8.5-9.5 

lG-GZEU 

よー¥一三プ 新品取り付け時
点検時(mm)(mm) 

オルタネータ用(押カ10kg} 10-11 13-16 

スーパーチャージヤ周(押カ10kg} 7-8 8-11 

P/S ポンプ用(押カ10kg} 6-7 7-9 

A/C コンブレツサ周(押カ10kg} 6.5-8.5 9.5-12 

..・ベルトのたわみ副g制定められたプーリ聞で測定する。

・新品ベルトに交換時は「新品取り付け時」の基準値の中央

値に調盤する。

• 5分以上使用したベルトの点検時は「点検時」の基準値内

であることを点検する。

• 5分以上使用したベルトの再組み付け時は「点検時」の基

準値の中央値に調整する。

〈参考〉・ ND ベルト テンシヨン ゲージ使用時の張力基準値

lG-GTEU 

種7一一一三竺 新品取(kりg付)け時 点検時 (kg)

オルタネータ用 55-65 25-40 

P/S ポンプ用 45-55 20-35 

A/C コンプレツサ用 53-77 30-40 

lG-GZEU 

種-:----一三TT新品取(kりg)付け時 点検時 (kg)

オルタネータ用 55-65 25-40 

スーパーチャージヤ用 70-80 30-45 

P/S ポンプ用 45-55 20-35 

.1G-GZEUのA/C コンプレツサ用ベルトは， ND 

ベルト テンシヨン ゲージでの点検はできない。

圃
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lG-GTEU 

A 

エンジン調整-v ベルトたわみ量点検，調盤

F3別2

87743 F3913 

86595 F3914 

2 スーパーチャージヤ用ベルトたわみ量調整(1G-GZEU) 

..  オルタネータ周ベルト取り付け前または，張りをゆるめた

後に行う。

(1) ナット Aをゆるめる。

(2) アジャスト ボルト Bを回してたわみ量を調整する。

(3) ナット A を締め付ける。

(4) ベルトのたわみ量を確認する。

3 オルタネータ用ベルトたわみ量調整

..  スーパーチャージヤ用ベルト調整航行う。 (IG-GZE

U) 

(1) 固定用ボルト A， Bをゆるめる。

(2) アジャスト ナット Cを回してたわみ量を調整する。

(3) 固定用ボルト A， Bを締め付ける。

(4) ベルトのたわみ量を確認する。

4 A/C コンプレツサ用ベルトたわみ量調整

F、

..  p/s ポンプ周ベルト取り付け前または，張りをゆるめ 州

た後に行う。 (1G-GZEU) 

(1) ナット Aをゆるめる。

(2) アジャスト ボルト Bを回してたわみ量を調整する。

(3) ナット A を締め付ける。

(4) ベルトのたわみ量を確認する。
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周町民

エンジン調整ーバルブすき間点検，調整 1-7 

97745 F3915 

F4339 

F4466 

会主主;

F4468 

5 p/S ポンプ用ベルトたわみ量調整

..  A/C コンブレツサドルト調藍後に行う。 (1G-GZ 

EU) 

(1) 固定用ボルト A， Bをゆるめる。

(2) 300-400mm程度の長さのてこ棒を P/S ポンプにあてて張り，

ボルト Bを締め付ける。

(3) ボルト Aを締め付ける。

(4) ベルトのたわみ量を確認する。.， てこ棒でのたわみ量調整は個人差が大きく，張力に過不足

が起こりやすいため，必ずたわみ量またはベルト テンシ

ヨン ケージでの張力点検を行う。

バルブすき間点検，調整

.， バルブすき間点検，調整は冷間駅前。

シリ，ンダヘッドカバー取りはずし

1G-GTEU! 

(1) アクセルレータ ケーブル ブラケットを取りはずす。

(2) 冷却水レベル センサのコネクタを取りはずす。

(3) ボルト 3本をはずし，インテーク エア コネクタ No.2をス

ロットル ボデー側で切り離す。

(4) リザーパ タンク ホースをインタークーラ側で切り離す。

(5) ボルト各 2本をはずし，エア チューブ No.3，No.4をインタ

ークーラから切り離す。



1-8 エンジン調整ーバルブすき間点検，調盤

F4470 

F4340 

F4341 

F3916 

F3917 

(6) ボルト 4本をはずし，インタークーラをインテーク マニホル

ド側へ寄せておく。

f!D インタークーラに傷を付けない。

(7) ベンチレーシヨン ホース No.1をシリンダヘッド カノTー

No.1側で取りはずす。

(8) ベンチレーシヨン ホース No.2をインテーク エア コネク

タ No.2側で取りはずす。

(9) リザ-)~ タンク ホースをウオータ 1'( イ I~ ス パイプ No.

3側で取りはずす。

(10) レジステイプ コードをスパーク プラグから取りはずす。

(11) スクリユ 6本をはずしシリンダヘッド カパ- No.3を取り

はずす。

(12)スクリユ16本をはずしシリンダヘッド カバー No.lおよび

No.2を取りはずす。

|1G-GZEUI 

(1) クランプをゆるめ，エア タリーナ ホース Nι1を取りはず

す。

(2) 1 S C Vのエア ホースをエア コネクタから取りはずす。

(3) ボルト 4本をはずし，エア コネクタを車両右方に取りはずす。

(4) ボルト 2本をはずし，アクセルレータ ケープル クランプを

取りはずす。

(S) ペンチレーシヨン ホースを取りはずす。

(6) イグニツシヨン コイル カバーを取りはずす。

(7) シリンダヘッド カバー No.3を取りはずす。

f摺民

戸風
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エンジン調整ーバルブすき同点検，調整 1-9 

F4314 

F3引S

F3919 

F3920 

A2304 

(8) イグニツシヨン コイルプラケットのサプワイヤコネク

タ (4極)を切り離す。

(9) ボルト 5本をはずし，エンジン ハンガおよびイグニツシヨン

コイル プラケットとレジステイプ コードを一体で取りはず

す。

(10) ウオータ バイパス クランプを取りはずす。

(11) シリンダヘッド カバー蜘.1およびNo.2を取りはずす。

2 No.l シリンダ圧縮上死点セット

3 パルプすき間点検

(1) 1 N側 1，4番およびEX側 1，5番のカム ベース面とパル

プ リフタ上にあるアジヤステイングパッド面のすき聞をシ

ックネス ゲージを使用して測定する。

基準値 I N 0.20土0.05mm(冷間)

E X 0.25土O.05mm(冷聞)

基準値外の場合はパルプすき聞を調整する。

(2) クランクシャフトを240・正回転方向に回す。
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シーJレ Itツキン ブラツヲ

エンジン調整ーバルブすき間点検，調整

(3) 1 N側 3. 5番およびEX側 3. 6番のパルプすき聞を(1)の要

領で測定する。

(4) クランクシャフトをさらに240・正回転方向に回す。

(5) 1 N側 2. 6番およびEX側 2. 4番のパルプすき聞を(1)の要

領で測定する。

4 バルブすき間調整

(1) クランクシャフトを回し，基準優外シリンダのカムをほぼ真上

に向ける。

B0792 (2) S S Tを使用し，パルプ リフタを押し下げる。

FS921 

F4S41 

5 5 T 09248-70011 

e喜善 押し下げる前にリフタの切り欠きをθ薄刃ドライバが使用

可能な位置にしておく。

(3) アジヤステイングパッドをパルプ リフタの切り欠きからθ

薄刃ドライパで持ち上げ，マグネットを使用して取りはずす。

(4) 取りはずしたアジヤステイングパッドの厚さを測定し，下記

の計算方法によりアジヤステイング パッドを選択する。

選択パッド厚さ=取りはずしたパッド厚さ+

(測定バルブすき間一基準バルブすき間)

〈参考〉・インテークのパルプすき聞が0.30mmで，取りはずしたパッ

ド厚さが2.00mmの場合

選択パッド厚さ =2.00+(0.30ー0.20)=2.10mm 

すなわちパルプすき間基準値との差の分だけ今までより厚

いパッドを選択する。

・パッドは2.00-3.30の範囲で0.05ごと27種類の補給がある。

(5) 選択したパッドを取り付け，パルプすき聞を確認する。

5 シリンダヘッドカバー取り付け

|lG-GTEUI 

(1) シリンダヘッドのヘッド カバー ガスケット接触面，へツ

ド カバー ガスケットおよびヘッド カバーのガスケット溝

を清掃する。

(2) カムシャフト ベアリング キャップ N仏 1のコーナ部にシー

ルパツキン プラックを塗布する。

(3) シリンダヘッド カ パ - No.l およひ~o.2 を取り付ける。

(4) シリンダ ヘッド カバー No.3を取り付ける。

F闘h

戸民
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エンジン調整ーパルブすき間点検，調整 1-11 

F4340 

F4470 

会云よと

F 4468 

F4466 

F4339 

(5) スパーク プラグにレジステイブ コードを取り付ける。

(6) リザーパ タンク ホースをウオータ バイパス パイプ No.

3に取り付ける。

(7) ベンチレーシヨン ホース No.2をインテーク エア コネク

タ No.2へ取り付ける。

(8) ベンチレーシヨン ホース No.1をシリンダヘッド カノfー

No.lに取り付ける。

(9) インタークーラをボルト 4本で取り付ける。

T=130kg.cm 

(10) エア チュープ No.3，No.4をインタークーラに取り付ける。

T=195kg・cm

(11) リザーパ タンク ホースをインタークーラに取り付ける。

(12) インテーク エア コネクタ No.2をスロットル ボデーに取

り付ける。

T=130kg.cm 

(13) 水温レベル センサのコネクタを接続する。

(1心 アクセルレータ ケープル プラケットを取り付ける。
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シールパツキン ブラツヲ

エンジン調整ーバルブすき間点検，調箪

F3921 

F3920 

F3919 

F3引S

F4314 

|lG-GZEUI 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

シリンダ ヘッドのヘッド カバー

ド カノ守一 ガスケットおよびヘッド

ガスケット接触商:，:~録ツ

カパーのガスみト溝

を清掃する。

カムシャフト ベアリング キャップ

Jレ ノTツキン ブラックを塗布する。

恥 1のコーナ部l噂ー

t( 

シリンダ ヘッド カノ苛ー

必，，""正

肋・ 1 およびNo・ 2 を取り付け~\;J':
九 、ペ己主義:;::';. 三 2 

:~~'~等学1 も 「

い 子ー
ご霊'j:;..~ シ
守:主'ミ正;

埠よ t

ウオータ ノtイ.1'iス ホース用クランプを取り付ける。

レジステイプ コードをスノ号ーク プラグに取り付け，イグニ

ツシヨン コイ Jレ ブラケットおよびエンジン ハンガを取り

付ける。

T=18!ikg・cm(x シリンダ ヘッド)

T=  7!ikg・cm (x シリンダ ヘッド カバー)

イグニツシヨン コイ Jレ プラケットのサプ ワイヤ コネク

タ (4極) を接続する。

f"'" 
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エンジン調整一点火時期点検，調整 1-13 

F3917 

F3916 

F4918 

5H-18-1 

G 50120 

(7) シリンダ ヘッド カバー No.3を取り付ける。

(8) イグニツシヨン コイル カバーを取り付ける。

(9) ベンチレーシヨン ホースを取り付ける。

(10) アクセルレータ ケープル クランプを取り付ける。

(11) エア コネクタを車両右方から取り付ける。

(12) 1 S C Vのエア ホースをエア コネクタに取り付ける。

(13) エア クリーナ ホース No.lを取り付ける。

点火時期点検，調整

|lG-GTEUj 

エンジン暖機

基 準 冷却水温 80-900C

2 回転計およびタイミング ライト取り付け

〈参考〉 一次信号検出タイプの回転計は，チェック コネクタの I

Gθ端子にタコパルス ピック アップワイヤを取り

付けて接続する。

3 アイドル回転数点検

(1) アイドル回転数を点検する。

基準値 600-700rpm 

高負荷走行後のアイドル アップ機能を採用しているため，ア J 、!

イドル回転数が基準値を超える場合は，チェック コネクタの

T-El端子を短絡，開放しアイドル アップ機能をカットし

た後点検する。

G暑 い E，端子を短絡させる場合，短絡位置を間違えると故障

の原因になるため絶対に間違えない。

4 点火時期点検，調整

(1) チェック コネクタのT特 E1端子を短絡する。

..  短絡位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違え

ない。



1-14 エンジン調整一点火時期点検，調整

F0182 

F0183 

F3923 

F3924 

F3925 

(2) 点火時期を点検する。

基準値 BTDC 8-12・

基準値外の場合はディストリビュータを動かして基準値の中央

値に調整する。

(3) T-El端子を開放する。

(4) 点火時期を点検する。

基準値 B T D C 120以上

(5) 点火時期を調整した場合はディストリビュータ セット ボル

トを封印テープで封印する。

lG-GZEU 

エンジン暖機

基準 冷却水温 80-90.C

2 回転計取り付け

〈参考〉 二次信号検出タイプの回転計は誤作動する恐れがあるので，

一次信号検出タイプの回転計を使用する。

3 タイミング ライト取り付け

F、

(1) シリンダヘッド カバー No.3を取りはずし レジステイブ 1""'" 

コードにタイミング ライトのピック アップを取り付ける。

4 アイドル回転数点検

基準値 600-700rpm 

5 点火時期点検，調整

(1) T端子を短絡する。



周蘭民
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エンジン調整ーアイドル点検，調整 1-15 

F0182 

F0183 

F4342 

F3926 

(2) 点火時期を点検する。

基準値 B T DC  8 -12. 

基準値外の場合はカム ポジシヨン センサを動かして基準値

の中央値に調整する。

(3) T端子を開放する。

(4) 点火時期を点検する。

基準値 BT  DC  12。以上

(5) 点火時期を調整した場合はカム ポジシヨン センサの取り付

けナットを封印テープで封印する。

アイドル点検，調整

... アイドル点検，髄はO2 センサを十分酬して常にフイ

ードパックしている状態で行う。

エンジン暖機

基 準 冷却水温 80-90.C

2 回転計およびタイミング ライト取り付け

(S 1-13参照)

3 点火時期およびアイドル回転数点検

4 アイドル点検

|O2 センサ チェッカによる点検|

(1) チェック コネクタに計器(チェッカ ワイヤ)を取り付け，

O2 センサ チェッヵを取り付ける。 (lG-GTEU) 

(2) セービス端子に計器(サプハーネス)を取り付け， O 2 セ

ンサ チェッカを取り付ける。 (1GーGZEU) 

(3) エンジン回転を2500rpmで約90秒間保持し， 02 センサを暖機

する。



1-16 エンジン調整ーアイドル点検，調整

F3927 

⑤0. センサチェッカ

o 0 
、lノ

⑨ @ ー・@，-
/Ox、

h6 69459 

F4343 5 Hー 18-1

(4) O2 センサ チェッカのOx ランプが点滅していることを確

認する。

Ox ランプが点滅しない場合は，エア フロー メータのアイ

ドル アジヤステイング スクリユを半回転ほど左右どちらか

に回し. Ox ランプが点滅する位置にする。

(5) アイドル回転でO2 センサ チェッカのロータリ スイッチを

VF位置にし .Ox ランプが点滅していることを確認しでも電

圧を測定する。

基準値 2.5:tO.6V lG-GTEU 

2.5:tO.5V 1 G-GZEU 

基準値外の場合はアイドル調整を行う。

..  O2 センサ チェッカのOx ランプの点滅が停止した場

合は(2)の作業より繰り返す。

r-" 

トヨタ エレクトリカル テスタによる点検|

..・内部抵抗の小さいサーキット テスタを使用すると正しく

電圧表示されないため，トヨタ ヱレクトリカル テスタ

以外のテスタを使用する場合は内部抵抗.40KO以上のもの

を使用する。

・チェック コネクタの接続位置を間違えると故障の原因に

なるため絶対間違えない。 (IG-GTEU)

・誤接続すると O2 センサを破損するおそれがあるため，点

検，翻藍は必ず計器を使用する。 (1G-GZEU) 

(1) テスタのロータリ スイッチを20V レンジにする。

(2) チェック コネクタのVF端子にテスタの@端子. El端子にテ

スタのθ端子を取り付ける。 (1G-GTEU) 

F薦、
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エンジン調整ーアイドル点検，調藍 1-17 

F3928 

F3927 

B9459 

(3) サービス端子に計器(サブハーネス，ハーネス)を接続しテ

スタの@端子をハーネスの赤(丸型)， e端子を黒(丸型)端子

に接続する。 (1G-GZEU) 

(4) T-E  1端子 (T端子)を短絡する。

(5) エンジン回転を2500rpmで約90秒間保持し， 02 センサを暖機

する。

(6) エンジン回転を2500rpmで保持し，テスタの指示が 0-約 5V

で変化することを確認する。(フィード パックの確認)

指示が変化しない場合は，エア フロー メータのアイドル

アジヤステイング スクリユを半回転ほど左右どちらかに回し，

テスタの指示が 0-約 5Vで変化する位置にする。

(7) T特 El端子 (T端子)を開放する。

(8) VF電圧(テスタの指示電圧)を測定する。

基準値 2.5土O.6V lG-GTEU 

2.5:!:O.5V 1 G-GZEU 

基準値外の場合は，アイドル調整を行う。

..  テスタの指示がOVの場合はO2 センサが冷えてしまって

いる事があるので(3)の作業より繰り返す。

〈参考〉 テスタの指示が変化して基準値をはずれる場合でも基準値

を中心に変化するものは異常ではなL、
(9) T-El端子 (T端子)を短絡し，エンジン回転を2500rpmで保

持してテスタの指示が 0-約 5Vで変化していることを確認す

る。(フィードパックの確認)

..・テスタの指示が変化していない場合は(4)の作業より繰り返

す。

.02 センサが冷えてしまうため(4)以降の作業は短時間に

~T う。

5 アイドル調整

|O2 センサ チェッカによる調整|

(1) Ox ランプが点滅していることを確認し，エア フロー メー

タのアイドル アジヤステイング スクリユを回して VF電圧

を基準値に調整する。
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ゆっ〈り踏む

エンジン調整ー唖気制御システム(T-VI 5)点検

F3927 

F4472 

の
F4345 

トヨタ ヱレクトリカル テスタによる調整|

(1) T特 El端子 (T端子)を短縮する。

(2) エンジン回転を2500rpmで保持し，テスタの指示が 0-約 5V

聞で変化することを確認する。(フィードパックの確認)

(3) T特 El端子 (T端子)を開放する。

(4) エア フロー メータのアイドル アジヤステイングスクリ

ユを回してVF電圧を基準値に調整する。

(5) O2 センサを暖梼し，再度VF電圧を確認する。

(6) T特 El端子 (T端子)を短絡し，エンジン回転を2500rpmで保

持してテスタの指示が 0-約 5V聞で変化していることを確認

する。(フィードパックの確認)

..  O2 センサが冷えてしまうため調凱短時間に行う。

6 CO・HC濃度確認

基準値 CO濃度 1.0%以下

HC濃度 800ppm以下

吸気制御システム (T-VI S)点検

(1 G-GTEU) 

エンジン曜機

基準 冷却水温 80-90'C

2 回転計取り付け

(S 1-13参照)

3 T-VIS システム点検

(1)車両フロントをジャッキ アップし エンジン アンダカパ

戸、

ーを取りはずすo ~ 

(2) 車両の下側からコントロール パルプと VSVの聞に 3 ウエ

イを介してバキューム ゲージを取り付ける。

(3) エンジンを始動し，パキューム ゲージに負圧がかかることを

確認する。

(4) エンジンを停止し，バキューム ゲージの指示が下がらないこ

とを確認する。

(5) エンジンを始動し，約 5秒間アイドル放置する。

(6) エンジン回転をゆっくり4500rpm以上にしたときパキューム

ゲージの指示が下がらないことを確認する。



エンジン調整一吸気制御システム (T-VI 5)点検 1-19 

指示が下がる

F4346 

月棚、

自5378

C8894 

川駅

F4473 

F4474 

(7) スロットル パルプを全開 (PSW ON) にしたとき，エン

ジン回転が約4500rpm以上でパキューム ゲージの指示が下が

ることを確認する。

単体点検

バキュームサージ タンク点検

(1) A ポートにマイテイパックを取り付け， 500mmHgの負圧をか

け，約 1分間放置後指針の変化がほとんどないことを確認する。

(2) B ポートを吹いたとき通気がなく，吸ったとき通気があるこ

とを確認する。

2 VSV点検

(1) E特G ポート聞に通気があり， E日大気ポート聞に通気がな

いことを確認する。

、'<:調

(2) V S Vのコネクタにバッテリ電圧をかけたとき E特大気ポート

聞に通気があり、 E-G ポート聞に通気がないことを確認す

る。

鳥
川
れ
，
r
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μ 
ι 

エンジン調整ーターボ チャージヤ点検

F4347 

F4348 

ターボ チャージヤ点検

(1 G-GTEU) 

アクチユエータ作動点検

(1) フロント側ターボ チャージヤのアクチユエータからホースを

はずし，アクチユエータにターボ チャージヤ プレッシヤ

ゲージを取り付ける。

(2) アクチユエータに約O.61kg/cm2の圧力をかけたときロツドが動

くことを確認する o

..  アクチユ工ータには0.8kg/cnl以上の圧力をかけない。

(3) プレーキ マスタ シリンダからインシユレータを取りはずす。

(4) リヤ側ターボ チャージヤのアクチユエータ特ユニオン聞のホ

ースをユニオン側ではずし，ホースに直接ターボ チャージャ

プレッシヤ ゲージを取り付ける。

〈参考〉 ホースとプレッシヤ ゲージのはめあいがゆるい場合はプ

レツシヤ ゲージにテープを巻くとよい。

(5) アクチユエータに約O.61kg/cm2の圧力をかけたときロツドが動

くことを確認する o

..  ァクチユエータには0.8同川以上の圧力をかけない。

F4475 (6) プレーキ マスタ シリンダにインシユレータを取り付ける。

2 ターボ チャージヤ過給庄点検

1"""" 

(1) インテーク マニホルドH プレッシヤ レギユレータ聞に 3 f""'" 

F4476 

ウェイを介してターボ チャージャ プレッシヤ ゲージを取

り付ける。

(2) ー速， lOOOrpmで走行し，スロットル パルプを全開にする。

エンジン回転が約5600rpmを超えたときの過給圧を測定する。

(M / T車)

基準値 0.41-0.57kg/c品

(3) D レンジ，スロットル パルプ全開で走行し，変速時の過給

圧を測定する。 (A/ T車)

基準値 0.41-0.57kg/cnl 



月棚、

掃除

エンジン調整ーインタ クーラ システム点検 1-21 

F4349 

JI点11

F4350 

F 4477 

F 4478 

F4351 

インタークーラ システム点検

(1 G-GTEU) 

ウオータ ポンプ作動点検

(1l イグニツシヨン スイッチをONにする。

(2l スロットル レバーを開いたとき(ID L接点oF F) ウオー

タ ポンプが回ることを確認する。

(3l スロットル レバーを離し(スロットル ポジシヨン センサ

アイドル接点oN) 約30秒後にポンプが止まることを確認する。

2 チェック エンジン ウオーニング ランプ点灯点検

(1) イグニツシヨン スイッチをONしたときチェック エンジン

ウオーニング ランプが点灯することを確認する。

(2l エンジンを始動する。

(3l チェック エンジン ウオーニング ランプが消灯することを

確認する。

(4l インタークーラの冷却水レベル センサのコネクタをはずした

ときチェック エンジン ウオーニング ランプが点灯しない

ことを確認する。

(5) (4)の状態でスロットル パルプを開き，(ID L接点oF F) 約

10秒後にチェック エンジン ウオーニング ランプが点灯し，

ポンプが停止することを確認する。

〈参考〉 ポンプが停止していることは，サウンド スコープを使用

して確認するとよい。

(6) レベル センサのコネクタを接続したとき，チェック エンジ

ン ウオーニング ランプが消灯することを確認する。



1-22 エンジン調整ースーパーチャージヤ点検

エンジン暖機

基 準 冷却水温 80-90'C

2 回転計取り付け

3 ストール回転数点検

(1) 後輪に輪止めをする。

(2) ノfーキング ブレーキペダルをいっぱいに踏み込む。

(3) 左足でプレーキ ペダルをいっぱいに踏み込み，シフト レパ
F4009 

ーを D レンジにシフトする。

(4) 右足でアクセル ペダルをいっぱいに踏み込み，最高エンジン

回転数を測定する。

基準値 2000-2300 rpm 

..・通常走行状態の油温 (50-80'C)で行う。

• 5秒以上連続して行わない。

基準値外の場合は過給圧を点検する。

/ 

虚戸ι

⑨
 

F4352 

F4007 

F4008 

F4010 

(7) ウオータ ポンプ コネクタをはずし，エンジン回転を上げて

いったときチェック エンジン ランプが点灯することを確認

する。

(8) ウオータ ポンプ コネクタを接続し，イグニツシヨン スイ

ツチをOFFにし，再びエンジンを始動したときチェック エ

ンジン ランプが消灯することを確認する。

(9) E F 1 ヒューズ (15A) をはずし，ダイアグノーシスの記a憶

を消去し，正常コードが出力されることを確認する。

スーパーチャージヤ点検

(1G-GZEU) 

スーパーチャージヤ オイル量点検

スーパーチャージヤ オイル量点検

(1) オイル レベル ゲージを取りはずす。

(2) オイル レベル ゲージをウエスで拭き取り，リヤ カバーに

ねじ込む。

(3) オイル レベル ゲージを抜き取りオイル量を点検する。

基準 オイルレベルゲージのF......L聞にあること

オイル量が少ない場合はキヤツスル スーパーチャージャー

オイルを補充する。

..  潤滑性能が低下するため指定以外のオイルを使用しない。

〈参考〉 総油量 130c.c. 

f伺凧

スーパーチャージヤ作動点検
/欄帆



周棚ヘ

品『ザ

府ヘ

エンジン調整ースーパーチャージヤ点検 1-23 

F4011 

F4012 

F4刷S

F4016 

4 過給圧点検

(1) インテーク マニホルドとプレッシヤ レギユレータ聞にター

ボ チャージヤ プレッシヤ ゲージを取り付ける。

(2) 3の状態で過給圧を点検する。

基準値 0.4-0.5kg/c品

ヱアバイパスバルブ" (ABV) 点検

車上点検

(1)アイドル回転状態でエア バイパス パルプのパキューム ホ

ースをはずしたとき，エア バイパス パルプの作動音がする

ことを確認する。

2 単体点検

(1) エア バイパス パルプにパキュームをかけてパルプが聞くと

きのパキュームを点検する。

基準値 聞き始め 110土40mmHg

全閥 245::!::75mmHg

マグネット クラッチ点検

1 作動点検

(1) スロットル パルプを急激に聞いたとき，マグネット クラツ

チがONすることを確認する。

2 エア ギャップ点検

(1) シックネス ゲージを使用してエア ギャップを点検する。

基準値 0.4-0.7mm 
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lG-GTEU 

lG-GZEU 

エンジン調整ーダッシユポット点検，調整

HOl68 

スーパーチャージヤ リレー点検

1 単体点検

(1)①日@浦子聞の抵抗を測定する。

基準値 67-10凶

(2) ②日⑩端子聞に導通がないことを確認する。

(3) ①特⑩端子聞にパツテリ電圧をかけたとき②日⑩龍子聞に導通

があることを確認する。

ダッシユポット点検，調整

エンジン暖機

基 準 冷却水温 80-90'C

2 アクセルレータ ワイヤおよびスロットルケーブル取りはずし

3 回転計取り付け

(S 1-13参照)

4 ダッシユポット点検，調整

(1) ダッシユポットからパキューム ホースをはずす。

(2) スロットルバルブを開いてエンジン回転を上げていき，スロ

ツトル レバーのストツパ ボルトとダッシユポットのロツド

が離れたところでダッシユポットをふさぐ。

(3) (2)の状態でスロットル パルプをゆっくり閉じたときの回転数

(タッチ回転数)を点検する。

基準値 1400-1800rpm lG-GTEU 

F4325 1500-1900rpm 1 G-GZEU 

F0630 F4089 

基準値外の場合はロック ナットをゆるめ，ストツパ ボルト

を回して調整する。

5 アクセルレータ ワイヤおよびスロットル ケーブル取り付け，

調整

戸、

r-
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，棚橋h

エンジン調整ーコンプレツシヨン点検 1-25 

F4339 

F4466 

きょと

F4468 

F4470 

コンブレツシヨン点検

〈参考〉 出力低下や過度のオイル消費がある渇合.また極端に燃費

が悪い場合は各シリンダの圧縮圧力を測定する。

G-GTEUI 

エンジン唖機

基準 冷却水温 80-90.C

2 インタークーラ取りはずし

(1) アクセルレータ ケープル プラケットを取りはずす。

(2) 冷却水レベル センサのコネクタを取りはずす。

(3) ボルト 3本をはずし，インテーク エア コネクタ No.2をス

ロットル ボデー側で切り離す。

(4) リザーパ タンク ホースをインタークーラ側で切り離す。

(5) ボルト各 2本をはずし，エア チュープ No.3.No.4をインタ

ークーラから切り離す。

(6) ボルト 4本をはずしインタークーラをインテーク マニホルド

側へ寄せておく。インタークーラに傷を付けない。

信墨書 インタークーラに傷を付けない。

3 レジステイブ コード取りはずし

4 シリンダヘッドカバー No.3取りはずし

5 スパーク プラグ全数取りはずし

6 ディストリビュータおよびコールド スタート インジエクタ

コネクタ取りはずし



1-26 エンジン調整ーコンプレツシヨン点検

7 圧縮圧力測定

..  コンプレツシヨン測定前にスタータを臨し.シリンダ内の

異物を排出する。

(1)スパーク プラグホールにコンプレツシヨン ゲージを挿入

する。

(2) スロットルパルプを全聞にする。

(3) スタータでエンジンをクランキングさせ圧縮圧力を測定する。

基準値 t t .5kg/cni 

F4919 限度 9.0kg/cnl 

F3917 

F3918 

..  エンジン回転数を250rpm以上に保つために常に完銃取

れたバッテリを使用する。

(4) すべてのシリンダについて，上記(1)-(3)の作業を行い，圧力差

を点検する。

気筒差限度 t.Okg/I剖

(5) 圧縮圧力が限度以下または気筒差が限度以上のシリンダがあれ

ぱ，スパーク プラグホールから少量のエンジン オイルを

加え上記(1)-(3)の作業を繰り返す。

①オイルを加えて圧力が上がればピストン リングとシリン

ダ壁面が摩耗，損傷している場合がある。

②オイルを加えても圧力が低いときはパルプの燐き付き，パ

ルプの当たり不良，ガスケットより圧力が漏れている場合

がある。

1G-GZEul 

エンジン瞳機

基準 冷却水温 80-90む

2 イグニツシヨン コイルカバー取りはずし

3 シリンダヘッドカバー No.3取りはずし

4 イグニツシヨン コイル ブラケット取りはずし

(1)イグニツシヨン コイルプラケットのサプワイヤ コネク

タ (4極)を切り離す。

(2) ボルト 5本をはずし，エンジン ハンガおよびイグニツシヨン

コイル プラケットとレジステイプ コードを一体で取りはず

す。

5 スパーク プラグ全数取りはずし

fB'" 

，oa、
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周島、

エンジン調整ーコンプレツシヨン点検 1-27 

F3929 

F4090 

6 カムポジシヨン センサおよびコールドスタート インジ

エクタ コネクタ取りはずし

7 圧縮圧力測定

e母 コンブレツシヨン測定前にスター何回し，シリンダ内の

異物を排出する。

(1)スパーク プラグ ホールへコンプレツシヨン ゲージを挿入

する。

(2) スロットル パルプを全開にする。

(3) スタータでエンジンをクランキングさせ圧縮圧力を測定する。

基準値 11.0kg/cnl 

限度 8.5kg/c而

e萄 エンジン回転数を250rpm以上に保つために，常に完全充電

されたバッテリを使用する。

(4) すべてのシリンダについて，前記のは)-(3)の作業を行う。

気筒差限度 1.0kg/c品

(5) 圧縮圧力が限度以下または気筒差が限度以上のシリンダがあれ

ぱ，スパーク プラグ ホールから少量のエンジン オイルを

加え，前記の(1)-(3)の作業を繰り返す。

①オイルを加えて圧力が上がれば，ピストン リングとシリ

ンダ壁面が摩耗，損傷している場合がある。

②圧力が低いときは，パルプの焼き付き，パルプの当たり不

良，ガスケットより圧力がもれている場合がある。
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2-2 エンジン オーバーホールーエンジン断面

エンジン断面

縦断面

1G-GTEU 

F凧

f"" 

GSO・02



エンジン オーバーホールーエンジン断面 2-3 

横 断 面

lG-GTEU 

固

府民

河町h、

GSω01 



2-4 エンジン オーバーホールーエンジン断面

縦断面

lG-GZEU 

F、

~ 

G 50105 



エンジン オーバーホールーエンジン断面 2-5 

横 断面

lG-GZEU 

固

，棚、

月鵬、

G 50103 
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図中

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

エンジン オーバ ー ホ ー ル-FI PGの取り扱い

F I P G (液状成型ガスケット)の取り

扱い

塗布方法および部品組み付け要領

@D ガスケット除去の際，ガスケットの破片がエンジン内部に

混入しないように注意する。

(1) 各部品および相手部品の合わせ面に油分，水分，ゴミ等の付着

のないように，ウエス等で清掃する。

(2) F 1 P Gは取り付ける部品側に塗布する。

(3) 塗布幅は指示に従い，塗布過多，塗布不足がなく，塗布始めと

塗布終わりは必ず重ね合わせること。

(4) 組み付け後部品を移動させないように注意する。

(5) 塗布後 3分以内に組み付ける。

(6) 組み付け後30分以内には冷却水の注入，オイルの給油およびエ 戸、

ンジンの始動をしない。

2 塗布箇所および使用 FIPG

ン 一 ル剤塗布 箇所 使用シール剤

シリンダヘッド×カムシャフト ベアリング キャップ No.1

カムシャフト ベアリングキャップコーナ部×シリンダヘッド カバーガスケット

シリンダ プロック×オイルパン

シリンダ プロック×オイル .I~ ン No・2 (l G-GTEU) シールノfツキン ブラック

シリンダ プロック×オイル セ.I~ レータ スクリーン

シリンダヘッド カバー No.lXベンチレーシヨンパツフルプレート ASSY (lG-GTEU) 

シリンダヘッド カバー No.1XベンチレーシヨンノTツフル プレート

シリンダヘッド×ストレート スクリユ プラグ

シリンダヘッド×タイト プラグ

シリンダヘッド×フユーエルパイプ用 スタッド ボルト (lG-GTEU) ~ 

シリンダヘッド×ユニオン(lG-GZEU) 

シリンダ プロック×ユニオン

シリンダヘッド カバー No.1 Xユニオン (1GーGTEU) 

シリンダヘッド カバー No・1X3ウェイ (1 G-GZEU) 
アドへシプ 1324 

シリンダヘッド カバー No・2Xユニオン(lG-GZEU) 

シリンダヘッド リヤ カバー×ユニオン

シリンダヘッド リヤ カバー×エルボー (1G-GZEU) 

エア コネクタ No.1 Xユニオン(lGーGTEU)

サージ タンク×タイト プラグ(1G-GTEU) 

ウオータ インレツト×ユニオン(1G-GTEU) 

ウオータ アウトレツト ハウジング×ユニオン (1GーGTEU) 

オイル プレッシヤ スイッチねじ部

ウオータ テン.1'¥ラチヤ センダ ゲージねじ部
アドヘシプ 1344 

ウオータ テンパラチヤ センサねじ部

スタート インジエクタ タイム スイッチねじ部
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タイミング ベルト

率重彦
竺う 哩警 警F 堅議 長

J徹夜テ

軍霊聾・タイミングベルトをねじったり，強く折り曲げたりしな

L、。
-タイミングベルトおよびプーリに水，泊，異物等を付着

させない。

SST 

年ク

91259 

準備品

・タイミングベルトに過張力{タイミング プーリ固定用

ボルトの脱着，カムシャフトでクランクシャフトを駆動す

る等)を加えない。

ツール，クランクシャフト
09213-54013 . 

プーリ ホールデイング
クランクシャフト プーリ ボルト脱着用

~ ...r、~cr:世_aP ιー|ー/戸F
l、2ニニニニヨ白-~可~ プラー.クランクシャフト I ______ 

ぷ二二二軍事制3-60017 プーリアンドギャ -----------
FEE2F-P  E E |J戸 J

ao:=ーー 0===- 0=>・ -・ I ____ 

ぷ運伊 ω…。ボデ- ?-('X ボル

dクフ~ 09213-00030ハンドル

h 
匡夢三

包，==星島戸d

09213-00060ボルトセット

ゲージ.パルプ タイミング
09248-70020 、

アジャスト

ツール.コンパイオン フラ
09330-00021 - . . . 

ンジホールデイング

レンチ，ステアリング ウオ

09616-30011ームベアリングアジヤス

ト スクリユ

クランクシャフト プーリ取りはずし

パルプ タイミング点検周

クランクシャフト プーリ ボルト脱着用

ポンプ ドライプシャフト プーリ ナット脱

着用

r:-

伊h
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周属、

エンジン オーバーホールータイミングベルト

lG-GTEU 

イン世ーヲーラ ASSY 

ベルト，宮イミンク

カJ{一，世イミンゲ
"'J~ ト， No.2 

プロテヲ11.
ワイヤハーネス

⑨田

ガイド.11イミンヴベルト

カバー.~旨イミンゲベルト， No.1 

プーリ.'Jランヲシャフト

構 成図 (1/ 2) 

カバー，シリンずへツド， No.2 カバー，シリンヲヘッド， No.l 

⑧ 

事イミンヴ

Eコ......締め付けトルク (kg・側)

2-9 

F4553 

重
幸三
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構成図 (2/ 2) 

lG-GZEU 

コネヲ~，インテーヲ エア

ガスケット，ヱア
インテ-'J フランジ

カバー，シリンダ
ヘッド， No.2 ハンガ，:1:ンジン

プーリ，カムシャフト
書イミング

カバー， ~イミンダ
ベルト， No.2 

アウトレツト，ウオ-~

カバー， ~イミング
ベJ~~ ， N..5 

プーリ，ポンプ
ドライブシヤ7ト

プーリ，ヲランヲシャ7ト 書イミング

ガイド， ~イミンタベルト

カパー， ~旨イミンタベJ~~， N..I 

プーリ.ヲランヲシャフト

Fラ

ベルト.v リブド
{スーパーチャージヤ周)

カバー，イヴニツシヨン コイル

、
司. 仁コ…・・・締め付けトルク (kg・cm)

F4554 

(1"'" 

r--
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F4555 

合わせ

マーク

F4556 

合わせ

マーヲ

点薦、 TDC 

SST 

F4557 

，綱ヘ

F4558 

• 

F4559 

タイミングベルト取りはずし

|lG-GTEUI 

タイミングベルト カバー No.2取りはずし

(1)ボルト 2本をはずし，ワイヤ ハーネス プロテクタを取りは

ずす。

(2) ボルト 5本をはずし，タイミングベルト カバー恥2を取

りはずす。

2 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(1) クランクシャフトを正回転させ，左図のようにNo.1 シリンダ

を圧縮上死点にセットする。

'" 
4
0
p

，J 

3 クランクシャフト プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用して，クランクシャフト プーリ ボルトを取り

はずす。

SST 09213-54013 09330-00021 

(2) S S Tを使用して，クランクシャフト プーリを取りはずす。

55  T 09213-00020 09213-00030 09213-00060 

--_ 、

三宅t

~-k'!.~-， ..~よ1
も--:_;.._;;.，全品~~、J-J£議長子

一一 、 … v、、-
-;." \t，~":"，待 J 、"'._ ~~羽

~子主、手予言二
‘fい7ご

4 タイミングベルト カバー No.l取りはずし

(1) ボルト 4本をはずし，タイミングベルト カバー No.1を取

りはずす。

Z均

" ‘、
' ， ー... 

l言
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組み付吋周マーヲ

F4560 

F4561 

ト
十

h
h人

e

-
A
F

明
毎

日

い

唱
l
h
t

九一、
F4562 

-
J
l
 

-A 

• 
.，司.'

F4563 

ウエス

F4564 

組韓協辛口 h

5 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 取 り は ず し

(1) タイミング ベルト背面にチヨーク等で回転方向を明示する。

〈参考〉 組み付け時，タイミングベルトの当たりを変えないため

に行う。

(2) タイミングベルト アイドラ No.lのボルトをゆるめる。

(3) タイミングベルト ガイドを取りはずす。

(1"" 

(4) タイミングベルト アイドラ No.lを左へ寄せて固定し，タ

イミング ベルトを取りはずす。

6 タイミングベルト アイドラ No.l取りはずし

7 タイミングベルト アイドラ No.2取りはずし

~ 

8 クランクシャフト タイミング プーリ取りはずし

(1) ウエスを介し，ドライパ 2本を使用してクランクシャフト タ

イミング プーりを取りはずす。

信墨書 タイミングベルト ケースに傷を付けない。

9 シリンダヘッド カバー取りはずし

(S 1参照)
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F4565 

F4566 

F4567 

F3943 

10 カムシャフト タイミング プーリ取りはずし

(1) カムシャフトのサービス用 2面幅を利用してカムシャフトを固

定し，ボルトをはずす。

(2) カムシャフト タイミング プーリおよびストレート ピンを

取りはずす。

11 タイミングベルト カバー No.3取りはずし

(1)エア ホース No.3を取りはずす。

(2) ボルト 4本をはずし，タイミングベルト カバー No.3を取

りはずす。

12 ポンプ ドライブシャフト プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用してポンプ ドライブ シャフト プーリを固定

し，ナットをはずす。

5 5 T 09616-30011 

(2) オイル ポンプ ドライブ プーリを取りはずす。

1G-GZEUI 

V リブドベルト取りはずし

(1) オルタネータ用およびスーパーチャージヤ用のV

ルトを取りはずす。

2 タイミングベルト カバー No.2取りはずし

. '."~ 

リプドベ

(1) ボルト 4本をはずし，タイミングベルト カバー No.2を取

りはずす。

場 5

9引
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合わせ
マ-7

TDC 

F4568 

SST 

F3944 

F3945 

" .~， I 
"l." '1 ' 

与問

F3946 

ιm一
‘1 

3 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(1) クランクシャフトを正回転させ，左図のようにNo.1 シリンダ

を圧縮上死点にセットする。

4 クランクシャフト プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用してクランクシャフト プーリ ボルトを取りは

ずす。

S S T 09213-54013 09330-00021 

(2) クランクシャフト プーリを取りはずす。

伊‘

〈参考〉 クランクシャフト プーリのかん合が固い場合はSSTを

使用して取りはずす。

S ST 09213-00020 09213-00030 09213-00060 

i〆r!， 
" ， 
I ' 

5 ウオータ アウトレツト取りはずし

(1) ウオータノfイノTス ホース No.4をウオータ アウトレツト 刈凧

側ではずす。

(2) ボルト 5本，ナット 1個をはずし， A / C コンプレツサ ブ

ラケットを取りはずす。
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(3) ナット 4個をはずし，ウオータ アウトレツトを取りはずす。

F3948 

6 タイミングベルト カバー No.5取りはずし

(1) オルタネータ ブラケットと共締めのボルト 1本をはずす。

周期民

F3949 

(2) ボルト 2本をはず ハーネス カバーを取りはずす。

(3) 

~ζミ

F3950 

7 タイミングベルト カバー No-ij取りはずし

府内 I ~、 品竺ーよ=1b-_ I (1) ボルト 5本をはずし，タイミング ベルト カバー No.1を取

F3951 

F3952 

りはずす。

民
一弘、

8 タイミングベルト取りはずし

(1) タイミング ベルト背面にチヨーク等で回転方向を明示する。

〈参考〉 組み付け時，タイミング ベルトの当たりを変えないため

に行う。
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F3953 

F3954 

F3955 

F3956 

F3957 

(2) タイミングベルト アイドラ No.1のボルトをゆるめる。

(3) タイミングベルト ガイドを取りはずす。

(4) タイミングベルト アイドラ No.1を左へ寄せて固定し，タ

イミング ベルトを取りはずす。

9 タイミングベルト アイドラ No.l取りはずし

10 タイミングベルト アイドラ No.2取りはずし

ょ益t.ァ
11 クランクシャフト タイミング プーリ取りはずし し fL

(1) ウエスを介し，ドライバ 2本を使用してクランクシャザヤヲ

イミング プーリを取りはずす。，/1
母ト"'){， 

..  タイミングベルト ケースに傷を付けない。， 四品

12 シリンダヘッドカバー取りはずし

(S 1参照)

1.1 

13 カムシャフト タイミング プーリ取りはずし

(1) カムシャフトのサービス用 2面幅を利用してカムシャフトを固

定し，ボルトを取りはずす。

(2) カムシャフト タイミング プーリおよびストレート ピンを

取りはずす。

』

fI"'" 

伊恥
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14 No.3取りはずし

，、，JL-卜

カバー

No.3を取りはずす。

オーバーホールータイミング

，、0"トタイミング・

エンジン

No.3を取カ I~ ー~}レトタイミング

ホース

ボルト 2本をはずし，， 
エア

りはずす。

(1) 

(2) 

プーリを固定

プーリを取りはずす。

プーリ取りはずし

シャフトドライプ

シャフト

シャフト

SSTを使用してポンプ

09616-30011 

ナットをはずす。

ドライブ

ドライブ

SST 

ポンプ

し，

ポンプ

(1) 

(2) 

15 

F4569 

綱、

¥ 

F4570 

ベルト点検タイミング

不具合状況と関連部品の点検

令
J

集、
'

L

り
い
札
ド
苓
J

一一、

，り
f
H
t
k

3
M
l、h
I
‘

‘
、
¥
取

るドゾわ

'
f
f
h
-

h
N
Y
吋
再

.‘

1
M
M
t申
'

.
由
席

a
z
%

‘
f

本
eha--
、考-

けデ
I

付
、
-

•• 
，e
e

、

z
u
'
'
'
 

取

カ
のk

r
 

lv 
E

，
 

べ

，、"レト

切断

〈原因〉・タイミング

-タイミング

(1) 

ミ浮気バf

一、町，‘

k

?

 

t-

夙!"

ハ，
P
7
B
ム一品

b
i
-

a
トーハ
rmrJリ
バ

パ

i
h
M同・
1
a
J

‘山叶.ぽ
γIuh

山

t一~ト均一り，

也
市

1
品

一

-
r
d
.

一，ら
γka.ぺ

柏
網
島
d
h
t
v
v

も
雌
唱
曲
一
・
54r-

九
弘
官
官
説
司

d
f

a

験

g
h栴ト主、

恥
閉
山
叩
j

u

、d
世
?

損傷

f ‘ . 

歯の欠損，キ裂

〈原因〉・カムシャフト固着

ポンプ固定-オイJL-

(2) 

83907 

，司h

ベアリシグ破損ポンプ-ウオータ

. 
ノ

告

す.

83908 

表面の摩耗，ひび割れ(3) 

アイドラ固着

-アイドラとの片当たり，パリ

~J" ト〈原因〉・タイミング

¥竺¥ 議終終

ー又ノ気J気ノ弐J大 f

1 

ゆ3

--..-〆

83909 
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83910 

83911 

F3958 

81231 

F4567 

(4) 一部分の摩耗，損傷

〈原因〉・各プーリのアライメント不良

・タイミングベルト ガイド不良

(5) 数箇所におよぶ摩耗

〈原因〉 タイミングベルト カバー ガスケットの取り付け不良，

鍋傷

アイドラ プーリ点検

回転状態点検

(1) スムースに回転することを確認する。

テンシヨン

自由長測定

スプリング点検

(1) ノギスを使用して自由長を測定する。

基準値 1 G-GTEU 45.0mm 

1 G-GZEU 41.9mm 

タイミングベルト取り付け

|lG-GTEU| 骨

. 

ポンプ ドライブシャフト プーリ取り付け

(1) ポンプ ドライプシャフト プーリおよびナットを取り付ける。

(2) S S Tを使用してポンプ ドライプ シャフト プーリを固定

し，ナットを締め付ける。

55 T 09616-30011 

T=350kg・cm

~ 

向、
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F4566 

周期、

F4571 

F4563 

周閥、

F4572 

F4573 

2 タイミングベルト カバー No.3取り付け

(1) ボルト 4本で，タイミングベルト カバー No.3を取り付け

る。

T=75kg・叩

(2) エア ホース No.3を取り付ける。

3 クランクシャフト タイミング プーリ取り付け

(1) クランクシャフト キーに合わせて，タイミング プーリを取

り付ける。

4 タイミングベルト アイドラ No.2取り付け

T=370kg.cm 

5 タイミングベルト アイドラ No.l取り付け

(1) テンシヨン スプリングをタイミングベルト アイドラ No・

1に取り付ける。

(2) タイミングベルト ケースのピンにテンシヨン スプリング

をかけ，支点ピンにタイミングベルト アイドラ No.lを取

り付ける。

(3) タイミングベルト アイドラ No.lを左に寄せて，ボルトで

固定する。

曜霊聾 テンシヨン スプリングがピンの渇からはずれていないこ

とを確認する。

山一妙味
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F5781 

F5766 

-混ぜ

p
k
-
A
i
i，

F5765 

F 5782 

F 5833 

6 タイミングベルト取り付け

(1) タイミング ベルトの回転方向を確認し，クランクシャフト

タイミングプーリ，オイルポンプ ドライブ シャフト

プーリ，タイミングベルト アイドラ No.l， No.2にタイミ

ング ベルトをかける。

(2) タイミング ベルト ガイドを取り付ける。

(3) ボルトの長さを確認して，タイミング ベルト カ パ - No. 1 

を取り付ける。

戸h

(4) クランクシャフト プーリを取り付け， S S Tを使用してボル

トを締め付ーける。

SST 09213-54013 09330-00021 

T =1800kg・cm
'・‘.

(5) クランクシャフト プーリがNo.l シリンダ圧縮上死点にセツ

卜されていることを確認す否。 r-

(6) カムシャフトおよびカムシャフト タイミング プーリそれぞ

れ中央のピン穴を合わせて取り付ける。

(7) ピン穴にストレート ピンを取り付ける。
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F4565 

岬嗣ヘ

F4586 

たるみが

ないこと

F3966 

川則h

F5783 

一-'~， 
・τー

F5784 

(8) カムシャフトのサービス用 2面幅を利用してカムシャフトを国

定し，ボルトを締め付ける。

T =475kg.叩

.t 

(9)ソ SSTを使用して， 1 N、EX カムシャフトをNo.1 シリン

ダ圧縮上死点にセットする。

SST 09248-70020 

信冨 カムシャフトの 2面幅が垂直方向を向き，かつピン穴が上

半分に位置していることを確認する。

め

(10) クランクシャフト タイミング プーリj オイル ポンププ

ーリ，アイドラ No.2，カムシャフト プーリ聞にたるみのな

いようにタイミング ベルトを取り付ける。
弘主

旬、. . 
そ5

(11) タ イ ミ ン グ ベ ル ト カバー No.4をはずし，タイミングベ

)[.，.ト アイドラ No.lの取り付けボルトをゆるめ，タイミング

ベルトに張力をかける。

笹野 アイドラが戻った時点でそれ以上ボルトをゆるめない。

，..o<Iit.‘ 

(12) クランクシャフトをゆっくり正転 2回転弱させ，クランクシヤ

フト プーリの切り欠きがエンジンの真上を向く位置で止める。

信重量 クランクシャフトは絶対に逆回転させない。
常

(13) タ干ミング ベルト アイドラ No.lのボルトを締め付ける。

T=220kg・叩 ιγ
、A

L
マ

、

喝
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(14) クランクシャフトをゆっくり正回転させ， S STを使用して I

N， EX  カムシャフトをNo.1 シリンダ圧縮上死点にセット

する。

5 5 T 09248-70020 

(15) クランクシャフト プーリの切り欠きと，タイミング ベルト

カバー No. 1のO。マークのずれが基準値内であることを確認す

る。

基準値 0:t2・

7 バ ル ブ タイミング調整

(1) カムシャフトのサービス用 2面幅を利用して，カムシャフトを

固定しボルトをはずす。

..  カムシャフトは固さない。

(2) マグネットを使用してストレート ピンを取りはずす。

fIi'" 

(3) パルプ タイミングが進んでいる場合は，ストレート ピンを

向かって左側にずらす。

〈参考〉 クランク角で約3・遅れる。

(4) パルプ タイミングが遅れている場合は，ストレート ピンを

向かつて右側にずらす。

〈参考〉 クランク角で約3・進む。

(5) カムシャフトのサービス用 2面幅を利用して，カムシャフトを

固定しボルトを締め付ける。

T =475kg・cm

~ 

(6) クランクシャフトを正転 2回転させ， S STを使用してカムシ

ヤフトをNo.1 シリンダ圧縮上死点にセットする。

5 5 T 09248-70020 
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(7) クランクシャフト プーリの切り欠きと，タイミングベルト

カバー No.1の0・マークのずれが基準値内であることを確認す

る。

基準値 0:!:20 

8 シリンダヘッドカバー取り付け

(8 1参照)

9 タイミングベルト カバー No.2取り付け

(1) タイミングベルト カバー No.2をボルト 5本で取り付ける。

ボルトの長さは図に示す。

T=90kg・αn

(2) ワイヤ ハーネス プロテクタを取り付ける。

ポンプ ドライブシャフト プーリ取り付け

(1)ポンプ ドライブ シャフト プーリおよびナットを取り付け

る。

(2) S S Tを使用してポンプ ドライブ シャフト プーリを固定

し，ナットを締め付ける。

S S T 09616-30011 

T =270kg・cm

2 タイミングベルト カバー No.3取り付け

(1)ボルト 2本でタイミングベルト カバー No.3を取り付ける。

T =75kg・cm

(2) エア ホース No.3を取り付ける。

3 クランクシャフト タイミング プーリ取りイ寸け

(1) クランクシャフト キーに合わせて，タイミング プーリを取

り付ける。
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4 タイミングベルト アイドラ No.2取り付け

T =375kg・cm

5 タイミングベルト アイドラ No.1取り付け

(1)テンシヨン スプリングをタイミング ベルト アイドラ No. 

1に取り付ける。

(2) タイミングベルト ケースのピンにテンシヨン スプリング

をかけ，支点ピンにタイミングベルト アイドラ No.1を取

り付ける。 r-

" 》

(3) タイミングベルト アイドラ No.1を左に寄せて，ボルトで

固定する。

..  テンシヨン スプリングがピンの溝からはずれていないこ

とを確認する。

6 タイミングベルト取り付け

(1) S S Tを使用して 1N， E X カムシャフトをNo.1 シリンダ

圧縮上死点にセットする。

S S T 09248-70020 

..  カムシャフトの2画幅が垂直方向を向き，かつピン穴が上

半分に位置していることを確認する。

、}
m

一

4・-_....._-，、←
也、生

(2) タイミング ベルトの回転方向を確認し，クランクシャフト

タイミングプーリ，ポンプ ドライブシャフト プーリ，

タイミングベルト アイドラ No.1， No.2にタイミン グベ

JL.-トをかける。

-曇 各プーリ聞で，タイミングベルトのゆるみがないように

取り付ける。

(3) タイミングベルト ガイドを取り付ける。
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(4) ボルトの長さを確認して，タイミング ベルト カバー No.l

を取り付ける。 (S2 -29参照)

T=85kg・側.聾 タイミングベルト ガイドのキー溝とクランクシャフト

キーの位置が合っている ζ とを確認する。

(5) クランクシャフト プーリを取り付け. S S Tを使用して‘ボル

トを締め付ける。

SST 09213-54013 09330-00021 

T=1800kg.cm 

(6) クランクシャフト プーリがNo.l シリンダ圧縮上死点にセツ

トされていることを確認する。

(7) カムシャフト タイミング プーリの合わせマーク (<t2 凹

部)とタイミングベルト カバー No.3の凸部(白ペイント

マーク)を合わせて取り付ける。

(8) カムシャフト タイミング プーリとカムシャフトのそれぞれ

中央のピン穴を合わせて，ストレート ピンを取り付ける。
-

4

J

 昼、.‘a明

~ . 

，
 

• 2

・

(9) カムシャフトのサービス用 2面幅を利用してカムシャフトを固

定し，ボルトを締め付ける。

T=475kg.cm 
、ヌー

5号、，
‘ 

、ー I白、、

if 
r 

F・晴 、
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(10) クランクシャフト タイミングプーリ，オイル ポンププ

ーリ，アイドラ No.2. カムシャフト プーリ聞にたるみのな

いようにタイミング ベルトを耽り付ける。

(11) タイミングベルト カバー No.4をはずし，タイミングべ

ルト アイドラ No.1の取り付けボルトをゆるめ，タイミング

ベルトに張力をかける。

..  7"イドラが戻った時点でそれ以上ボルトをゆる:めない。

(12) クランクシャフトをゆっくり正転2回転弱させ，クランクシヤ

フト プーリの切り欠きがエンジンの真上を向く位置で止める。

信童書 クランクシャフトは絶対に逆回転させない。

(13) タイミング ベルト アイドラ No.1のボルトを締め付ける。

T=220kg.cm 

(14) クランクシャフトをゆっくり正回転させ. S S Tを使用して，

F、

1 N. E X カムシャフトをNo.1 シリンダ圧縮上死点にセ 刈凧

ツトする。

S S T 09248-70020 

(15) クランクシャフト プーリの切り欠きと，タイミング ベルト

カバー No.1の 0・マークのずれが基準値内であることを確認

する。

基準値 O士 2・

基準値外の場合は，パルプ タイミングを調整する。

7 バルブ タイミング調整 J 

(1) カムシャフトのサービス用 2面幅を利用して，カムシャフトを

固定しボルトをはずす。

..  カムシャフトは固さない。

(2) マグネットを使用してストレート ピンを取りはずす。
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(3) パルプ タイミングが進んでいる場合は，ストレート ピンを

向かって左側にずらす。

〈参考〉 クランク角で約3・遅れる。

(4) パルプ タイミングが遅れている場合は，ストレート ピンを

向かって右側にずらす。

〈参考〉 クランク角で約3・進む。

(5) カムシャフトのサービス用 2面幅を利用して，カムシャフトを

固定しボルトを締め付ける。

T=475kg・佃

(6) クランクシャフトを正転 2回転させ. S S Tを使用してカムシ

ヤフトをNo.1 シリンダ圧縮上死点にセットする。

SST 09248-70020 

.~. 

勺ムべとい・白 句

(7) クランクシャフト プーリの切り欠きと，タイミングオ次長':.r:!:.主j、

カバー No.1の0・マークのずれが基準値内であることを確認土J

する。

基準値 O土 2・

8 シリンダヘッドカバー取り付け

(S 1参照)

9 タイミングベルト カバー No.5取り付け

(1) タイミングベルト カバー No.1にボルトを取り付ける。
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(2) タイミングベルト カバー No.5を取り付け，エンジン フ

ロント側からボルト 3本，ナット 1個を仮締めする。

(3) ワイヤハーネス カバー 2個を取り付ける。

T=185kg.cm 

(4) オルタネータ プラケットとのボルトを締め付ける。

T=375kg・αn

(5) エンジン フロント側からボルト 3本，ナット 1個を締め付け

る。

T=185kg・叩(ボルト)

T=85kg・叩 (ナット) f"'" 

10 ウオータ アウトレツト取り付け

(1) ウオータ アウトレツトにガスケットが付いていることを確認

する。

(2) ウオータ アウトレツトを，ナット 4個で取り付ける。， AiL
T=375kg・叩 (M10) ' fJ 1y:jj F帆

I ，1 f~.'. 

T=185kg・叩 (M 8) 〆γヴ;". 

..  Ml0のナット 2個を先に締め付ける。

(3) A / C コンプレツサ プラケットを，ボルト 5本，ナット 1

個で取り付ける。
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(4) ウオータ バイパス ホース No.4を取り付ける。

11 タイミングベルト カバー No.2取り付け

(1) タイミングベルト カバー No.2をボルト 4本で取り付ける。

ボルトの長さは図に示す。

T=85kg.cm 

12 V リブドベルト取り付け

J句、今

，~.;!' 

;川γ~ぷfilJ
e ι ' . ;ぽ，<

叫ん A 

'v'o:;.;，j;u器禁ヤ，~..:'~二 l 吋

' ....... ご?弘主事き;九川也、‘
"修干

‘ 4 
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シリンダヘッド

準備品

ぶ質密
リプレーサ，バルブ ステム

09201-41020 オイルシール パルプステム オイル シール取り付け用

6 グク リムーパアンドリプレー

09201-70010 サ，バルブガイドブッシュ パルプガイド プッシユ脱着用

へ樋謡b
コンプレツサ，バルブ スプ

09202-70010 リング パルプ脱着用

に吋aヲ臥Fe'i@雪@55T 09316-60010ヨンアンド トランスフア

ベアリング

畑、

-・・・・・・・・・・・・・・・ーー・・ー・・・・・・・・・・ーーーーーーーー・・・・・・・ーーーーー・・・ーーーー・・ーーー・・ーーーーーーーー・・・・・ーーー・------------------

a:JP 09316-00010 リプレーサパイプ

ーーーー .・ーー・・ー・・・ーーーー--ー・・・ー・・ーー--ーーー・・・・--岨・・ー--------------------------ー---・・・ーーー・・・・・・・・・・・・・・ーーーー・ カムシャフト オイル シール取り付け用

② 09316-00050 リプレーサ D 

~ 09923-00020 レンチ，ヘキサゴン シリンダヘッド ボルト脱着用

正 戸。 09043-88010 レンチヘキサゴン 8 シリンダヘッド ボルト脱着用

工具

バルブシート カツタ パルプ シート修正周 (Il' 

ぬ
側パンザイ

扱い マイテイパック 各部点検用

T 8-501 

直定規 ひずみ測定用

直角定規 パルプ スプリング点検用

計器

プレス ゲージ カムシャフト泊すき間測定用

マイクロ メータ

ダイヤルゲージ 各部測定用

キヤリパゲージ

光明丹 パルプ当たり点検用

油脂
不要なバルブ(ステム径 6mm) パルプガイド プッシユ取りはずし周

その他

シールパツキン ブラック
カムシャフト ベアリングキャップ No.l，2

取り付け周
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オーバーホールーシリンダ

構成図 (1 / 4) 
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構成図 (2/4) 
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ヘッド ASSV，シリン'1

.ガスケット，シリンヨf ヘッド

.・・・・・・再使用不可部品

<， 

スプリンチ，コンプレツシヨン

シーJ~， バルブステムオイル
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納 a
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図 (3/4) 成構
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ヘッド ASSY，シリン'f

カムシャフト No.2 

プーリ，タランヲシャフト

A(Jレト， v リブド
(スーパーチャージヤ用)

府民

(kg ・cm)

.ガスケット，シリン'fヘッド

亡コ……締め付けトルク

センサ，カムポジシヨン

.・・・・・・再使用不可部品



2-34 エンジン オーバーホールーシリンダヘッド

構成図 (4/4) 
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F4591 

F4592 

シリンダヘッド取りはずし

|lG-GTEUI 

1 タイミングベルト カバー No.2取りはずし

(S 2-11参照)

2 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(S 2-11参照)

S クランクシャフト プーリ取りはずし

(S 2-11参照)

4 タイミングベルト カバー No.l取りはずし

(S 2-11参照)

5 タイミングベルト取りはずし

(S 2 -12参照)

6 シリンダヘッド カバー取りはずし

(S 1参照)

7 カムシャフト タイミング プーリ取りはずし

(S 2 -13参照)

8 タイミングベルト カバー No.3取りはずし

(S 2 -13参照)

9 ディストリビュータ取りはずし

(S 9参照)

10 A / C コンプレツサ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 4本，ナット 1個をはずし， A / C コンプレツサ ブ

ラケットを取りはずす。

11 オルタネータおよびアジヤステイング パー取りはずし

12 オルタネータ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，オルタネータ プラケットを取りはずす。

13 カムシャフト取りはずし

(1) 図に示す順序で，カムシャフト ベアリング キャップのボル

トを左右均等に数回に分けてゆるめる。

(2) カムシャフト ベアリング キャップを取りはずす。

(3) カムシャフトをはずし，オイル シールを取りはずす。
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F4593 

F4594 

F4595 

F4596 

F4597 

14 インテーク マニホルドおよびインテーク エア コントロー

ルバルブ取りはずし

(1) プレッシヤ レギユレータのバキューム ホースをはずす。

(2) ウオータ バイパス パイプ No.3を取りはずす。

(3) ボルト 2本，ナット 1個をはずし，シリンダヘッド リヤ

カバーをヒータ パイプおよびホース付きで取りはずす。

(4) VCV セットのバキューム ホース 2本，コネクタ 1個をは

ずす。

(5) ボルト 2本をはずし， VCV セットを取りはずす。

(6) コールド スタート インジエクタをスパナで固定してユニオ

ン ボルトをはずし，フユーエルパイプ No.3を切り離す。

(7) ウオータ バイパス ホース No.5をオイル クーラ側で切り

離す。

戸麹恥

戸弘



岬鞠、

川輔、
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F4598 

F4599 

F4600 

F4601 

F4954 

(8) ボルト 4本をはずし，サージ タンク ステ- No.l. No.2お

よびオイル レベル ゲージ ガイドを取りはずす。

(9) ナット 6個をはずし，インテーク マニホルドおよびインテー

ク エア コントロールパルプを取りはずす。

15 フユーエルデリパリ パイプ取りはずし

(1) パルセーシヨン ダンパおよびガスケットを取りはずす。

(2) フユーエル フィルタのユニオンおよびガスケットを取りはず

す。

(3) ナット 1個をはずし，フユーエルパイプ No.lを取りはずす。

(4) ボルト 2本をはずし，デリパリ パイプ，インジエクタおよび

スペーサを取りはずす。

UiJ ィンジエクタを落下させない。

16 ターボ チャージヤ取りはずし

(1) ナット 2個をはずし，ターボ インシユレータ No.lおよびNo.

2を取りはずす。
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F4602 

F4603 

F輔副

F4605 

F4606 

(2) 図に示す 4本のウオータ ホースを取りはずす。

(3) ユニオン ボルトおよびガスケットをはずし，ターボ オイル

パイプ No.lおよびNo.2とシリンダ ヘッドを切り離す。

(4) ボルト 4本 を は ず し ， タ ー ボ オ イ ル パ イ プ No.lおよびNo・

2とターボ オイル アウトレツト パイプを切り離す。

(5) ボルト 2本をはずし，エア コネクタ ステーおよびターボ

(JIIi'" 

オイルパイプ No.lとインテークエアコネクタプラケ 刈執

ツト No.lを切り離す。

(6) ナット 6個をはずし，ターボ チャージヤおよびガスケットを

取りはずす。

信墨書・アクチユヱータのロツドを変形させない。

・ターボ チャージヤの分解および増し締めは行わない。
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F4607 

F4608 

F4609 

F4610 

F4611 

17 エキゾースト マニホルド取りはずし

(1) ナット 4個をはずしエキゾースト マニホルド ヒート イ

ンシユレータ No. 1 およひ~No.2 を取りはずす。

(2) ボルト 4本をはずし，マニホルド ステー No.lおよびNo.2を

取りはずす。

(3) ナット 9個をはずし，エキゾースト マニホルドおよびガスケ

ツトを取りはずす。

18 ウオータ アウトレツト ハウジング取りはずし

(1) 図に示すウオータ ホースを取りはずす。

(2) ボルト 2本をはずし，ウオータ バイパス パイプ No.2とウ

オータ アウトレツト ハウジングを切り離す。

(3) ボルト 4本をはずし，ウオータ アウトレツト ハウジングを

ウオータ インレツトおよびウオータ アウトレツト付きで取

りはずす。

19 エンジン ハンガ取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，エンジン ハンガを取りはずす。

20 インテーク エア コネクタ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 4本をはずし，インテーク エア コネクタ No.lおよ

びNo.2を取りはずす。
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F4612 

5 9  14 12 8 4 
A2734 

21 スパーク プラグ取りはずし

(1)工具(スパーク プ ラ グ レンチ)を使用してスパーク プラ

グ6本を取りはずす。

22 シリンダヘッド取りはずし

(1) S S Tまたは工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して，シリン

ダ ヘッド ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等にゆる

める。

55T 09923-00020 

(2) シリンダ ヘッドおよびガスケットを取りはずす。

|lG-GZEUI 

V リブドベルト取りはずし

(8 2 -13参照)

2 タイミングベルト カバー N仏 2取りはずし

(8 2 -13参照)

3 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(8 2 -14参照)

4 クランクシャフト プーリ取りはずし

(8 2 -14参照)

5 ウオータ アウトレツト取りはずし

(8 2 -14参照)

6 タイミングベルト カバー No.5取りはずし

(8 2 -15参照)

7 タイミングベルト カバー No.l取りはずし

(8 2 -15参照)

8 タイミングベルト取りはずし

(8 2 -15参照)

9 シリンダヘッド カバー取りはずし

(8 1参照)

10 カムシャフト タイミング プーリ取りはずし

(8 2 -16参照)

11 タイミングベルト カバー No.3取りはずし

(8 2 -17参照)

12 カム ポジシヨン センサ取りはずし

(8 9参照)

m除

"".. 
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F4制S

F4614 

F4592 

F4615 

13 オルタネータおよびアジヤステイング パー取りはずし

14 オルタネータ ブラケット No.2取りはずし

(S 8参照)

15 ファンベルト アジヤステイングパー取りはずし

(S 8参照)

16 エ ア ホ ー ス No.1取りはずし

(S 8参照)

17 エアアウトレツト ダクト No.2取りはずし

(S 8参照)

18 スーパーチャージヤ取りはずし

(S 8参照)

19 スーパーチャージャ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 6本，ナット 2個をはずし，スーパーチャージヤ プラ

ケットを取りはずす。

20 オルタネータ ブラケット No.1取りはずし

(1)ボルト 2本をはずし，オルタネータ プラケット No.1を取り

はずす。

21 カムシャフト取りはずし

(1)図に示す順序で，カムシャフト ベアリング キャップのボル

トを左右均等に数回に分けてゆるめる。

(2) カムシャフト ベアリング キャップを取りはずす。

(3) カムシャフトをはずし，オイル シールを取りはずす。

22 インテーク マニホルド取りはずし

(1) プレッシヤ レギユレータのパキューム ホースをはずす。

(2) ウオータ バイパス ホース N仏 2をシリンダヘッド側では

ずす。
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F4616 

F4617 

F4618 

F4619 

F4620 

(3) 図に示すウオータ バイパス パイプを取りはずす。

(4) フユーエル チュープをデリパリ パイプ側で切り離す。

(5) ボルト 2本をはずし，サージ タンク ステ- No.lを取りは

ずす。

(6) ナット 7個をはずし，インテーク マニホルドおよびガスケツ

F凪

トを取りはずすo f""" 

23 フユーヱルデリパリ パイプ取りはずし

(1)パルセーシヨン ダンパおよびガスケットを取りはずす。

(2) フユーエル フィルタのユニオンおよびガスケットを取りはず

す。

(3) ナット 2個をはずし，フユーエルパイプ No.lを取りはずす。
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川幡ヘ
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F4621 

F4622 

F4623 

F4624 

F4625 

(4) ボルト 2本をはずし，デリパリ パイプ，インジヱクタ ホル

ダ No.l.インジエクタおよびスペーサを取りはずす。

..  ィンジエクタを落下させない。

24 ウオータ アウトレツト ハウジング取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，ウオータ バイパスパイプ No.2およ

ぴガスケットを取りはずす。

(2) ナット 4個をはずし，ウオータ アウトレツト ハウジングを

ウオータ バイパス パイプ No.l付きで取りはずす。

25 エキゾースト マニホルド取りはずし

(1) ナット 9個をはずし，エキゾースト マニホルドおよびガスケ

ツト 3個を取りはずす。

26 シリンダヘッド リヤカバー取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，シリンダヘッド リヤ カバーおよび

ガスケットを取りはずす。

27 エンジンハンガ取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，エンジン ハンガを取りはずす。
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エンジン オーバーホールーシリンダヘッド

F4引2

2 

A2734 

Z5588 

F4626 

28 スパーク プラグ取りはずし

(1)工具(スパーク プラグ レンチ)を使用して，スパーク プ

ラグ6本を取りはずす。

29 シリンダヘッド取りはずし

(1) SSTまたは工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して，シリン

ダ ヘッド ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等にゆる

める。

SST 09923-00020 

(2) シリンダ ヘッドおよびガスケットを取りはずす。

シリンダ ヘッド分解

パルブ リフタ取りはずし

(1) パルプ リフタをアジヤステイングパッド付きで抜き取る。

(2)θ薄刃ドライパを使用して，パルプ リフタからアジヤステイ

ングパッドを取りはずし，シリンダ別に整理する。

2 バルブ取りはずし

畑、

(1) S S Tを使用して，パルプスプリング リテーナ ロックを F棟、

はずし，パルプ，パルプ スプリング リテーナ，コンプレツ

シヨン スプリングおよびパルプ スプリング シートを取り

はずす。

55 T 09202-70010 

(2) 取りはずした部品を取り付け位置ごとに盤理する。

(3) ノーズプライヤを使用して，パルブステム オイル シー

ルを取りはずす。



婦、

L ヘッド下面
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周剛、
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マニホルド取り付付面

?ラ手元ζーー--44尋ぞT'

F4627 

Z9159 

81704 白 170~

10mm 

F3712 

シリンダヘッド構成部品点検，清掃

バルブ清掃

(1) ワイヤ ブラシ等を使用して，パルプに付着しているカーボン

を除去する。

2 シリンダヘッド清掃

(1) ワイヤ ブラシ等を使用して燃焼室を清掃する。

(2) スクレーパ等を使用して.シリンダ プロックおよびマニホル

ド合わせ面に付着しているガスケットを除去する。

e墨書 清掃時シリンダヘッドを傷付けない。

(3) パルプ ガイド ブシユの内面を清掃する。

3 シリンダヘッドひずみ点検

(1) 計器(直定規)とシックネス ゲージを使用して，図に示す箇

所のひずみを測定する。

限度 下函 O.2mm 

EX  マニホルド取り付け画 O.3mm 

IN マニホルド取り付け函 O.2mm 

4 バルブガイドブシユ点検

(1) 計器(キヤリパ ゲージおよびマイクロメータ)を使用して，

プシユ内径の最大値およびパルプ ステム外径の最小値を測定

し，パルプ ガイド プシユの油すき聞を算出する。

基準値 I N O.025-0.058mm 

E X O.030-0.063mm 

限度 I N O.08mm 

EX  O.10mm 

5 バ ル ブ ガ イ ド ブ シ ユ 交 換

(1) ステム部外径 6mmの不要なパルプの先端から約lOmmの箆所にテ

ープを巻き，ハンマを使用してプシユを折る。

(2) スナップ リングを取りはずす。
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1 N 30'. 45'. 60・
EX 30'. 45・.75・

エンジン オーバーホールーシリンダヘッド

Z8611 

(3) S S Tを使用して，パルプ ガイド プシユを燃娩蜜側へ打ち

抜く。

SST 09201-70010 

(4) プシユにスナップ リングを取り付ける。

(5) シリンダ ヘッドを110-130.Cに加熱する。

(6) S S Tを使用して，スナップ リングがシリンダ ヘッドに軽

く当たるまでプシユを打ち込む。

55 T 09201-70010 

スナップリンタ I ~ 

Z8613 

1.酔-1.4mm

Z9850 

F4628 

61731 

6 バルブとバルブ シート当たり点検

(1) パルプ フエースに光明丹を薄く塗布する。

(2) パルプをパルプ シートに軽く押し付け，当たり位置および当

たり幅を点検する。

基準値 当たり位置バルブ金周で中央

当たり幅 1. 0-1.4mm 

..  バルブを回転させない。

基準値外の場合は，パルプ シートを修正する。

7 バルブ シート修正

f!D'EX側は，観チップ付きカツタを使用する。

・切削は，常にバルブの当たり位置および当たり帽を点検し

ながら行う。

・切削薗に段付きを作らないように， ~Jり終わり肱カを徐々

に抜〈。

(1) 45・のカツタで最小の当たり幅を基準値より広めに削る。

(2) パルプと当たり位置を点検し，最小幅の当たり位置がパルプ

フエースの中央であればよい。(最小幅の当たり位置が中央に

ならないときは，さらに45・で削り，最小幅の当たり位置が中

央で基準当たり幅を満たすようにする。)

(3) 全周のパルプの当たり位置が中央でかつ当たり幅が基準値にな

るように30・または60・(EXは75・)にカツタで削る。

fI'l" 
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ステム部外径 E X 93.85-94. 65mm 

限度 I N 93.70mm 

Z6062 ・M2496 E X 93.75mm 

(3) パルブヘッドの肉厚を測定する。

基準値 I N 0.8-1. 2mm 

EX 0.8-1.2mm 

限度 I N 0.5mm 

EX 0.5mm 

F4629 

全長

月培、

l
l
i干定測摩肉のY

 へ

Z6062 

周輔、

91712 

91713 

(4) コンパウンドですり合わせを行う。

8 バルブ点検

(1) ステム部外径を測定する。

基準値 I N 5. 960-5. 975mm 

E X 5.955-5. 970mm 

(2) パルフ'全長を測定する。

基準値 I N 93. 80-94 . 60mm 

9 バルブ スプリング点検

(1) 計器(直角定規)を使用してパルプ スプリングの直角度を測

定する。

限度 2.0mm 

(2) ノギスを使用して，スプリングの自由長を測定する。

基準値 43.85mm 
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10 

11 

パルブ リフタ油すき間点検

(1) 計器(キヤリパ ゲージおよびマイクロメータ)を使用して.

パルプ リフタ下穴径およびパルプ リフタ外径を測定し，油

すき聞を算出する。

基準値 0.015-0.046mm 

限 度 0.06mm 

〈参考〉 パルプ リフタ外径基場寸法 27.975--27.985mm 

パルプ リフタ下穴径基準寸法 28.000-28.025mm 

カムシャフト点検

(1) 計器(マイクロメータ)を使用して，カムの高さを測定する。

一一一一一一- 基準値(mm) 限度 (mm)

IN 35.360-35.460 35.250 
IG-GTEU 

EX 35.360-35.460 35.250 

IN 35.510-35.610 35.400 
IG-GZEU 

EX 35.510-35.610 35.400 
」ー

(2) 計器(ダイヤル ゲージ)とV プロックを使用して，カムシ

ヤフトを 1回転させたときの振れを測定し.曲がりを算出する。

限 度 1 G-GTEU 0.03mm 

1 G-GZEU O.倒mm

ダイヤルゲージの撮れ
〈参考〉 曲がり

2 

12 カムシャフト スラストすき間および油すき間測定

~ 

(1) カムシャフト，シリンダ ヘッドのジャーナル部およびベアリ ，，_._ 

ング キャップを清掃し，著しい摩耗，傷付きのないととを確

認する。

(2) カムシャフトおよびベアリング キャップを取り付ける。

T=190kg・cm

(3) 計器(ダイヤル ゲージ)を使用して，スラストすき聞を測定

する。

基準値 0.1-0.24mm 

限度 0.3mm 
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(4) ボルトをはずし，ベアリング キャップを取りはずす。

(5) カムシャフト ジャーナル部の中央にプレス ゲージをセット

し，ベアリング キャップを取り付ける。

T=150kg.佃

笹霊骨 測定時，カムシャフトを回転させない。

(6) ベアリング キャップを再度取りはずして，油すき聞を点検す

る。

基準値 0.025-0.062mm 

限度 0.08mm 

e墨書 留軍l定後，プレス ゲージを完全に取り除く。

〈参考〉 カムシャフト ジャーナル基本径 26 .959 -26. 975mm 

13 カムシャフト オイル シール交換(車上作業)

(1) カツタ ナイフを使用して，オイル シール リップ部を切り

取る。

(2) eドライパにビニール テープを巻き，カムシャフトにウエス

を当ててオイル シールをこじる。

(3) 取り付け前に，主リップ部にエンジン オイルを塗布する。

(4) S S Tを使用して，オイル シールをシリンダ ヘッド最深部

にそう入する。

SST 09316-00010 09316-00050 

e量t SSTを強くたたかない。

14 マニホルド，エア コントロールバルブひずみ点検

(1) 計器(直定規)とシックネス ゲージを使用して，図に示す筒

所のひずみを測定する。

限度 lG-GTEU 

IN マニホルド

EX  マニホルド

0.3mm 

3.0mm 

エアコントロールバルブ 0.2mm

lG-GZEU 

IN マニホルド 0.3mm 

EX  マニホJ"ド 1.5mm 
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F4635 
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15 エア コントロールバルブ点検 (1G-GTEU) 

(1) アクチユエータ部のレバーを作動させ，パルプ シャフトにガ

タがなく，パルプがスムースに開閉することを確認する。

(2) アクチユエータにマイテイパックを接続し， 350mmHgの負圧を

かけたとき，パルブが全開し，指針が安定していることを確認

する。

(3) 負圧を Oにしたとき，パルブがすみやかに全開することを確認

する。

バキューム コントロールバルブ‘ セット点検
(1 G-GTEU) 

バキューム サージ タンク点検

(1) A ポートにマイテイパックを接続し， 500皿 Hgの負圧をかけ，

1分開放置後指針の変化がほとんどないことを確認する。

(2) B ポートを吹いたとき，通気がなく，吸ったとき，通気があ

F、

ることを確認する o ~ 

2 VSV点検

(1) V S Vの電極にパツテリ電圧をかけないとき， G ポート特E

ポート聞に通気があり， E ポート日大気ポート聞に通気のな

いことを確認する。
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F4914 
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F4636 
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(2) v s vの電極にバッテリ電圧をかけたとき .G ポート特E

ポート聞に通気がなく .E ポート特大気ポート聞に通気があ

る乙とを確認する。

シリンダヘッド組み付け

バルブステム オイルシール取り付け

(1)新品のオイル シールのリップ部に少量のエンジン オイルを

塗布する。

(2) S S Tを使用し，手ごたえのある位置まで，オイル シールを

押し込む。

55 T 09201-41020 

2 バルブ取り付け

(1) ステムエンドより約25凹 (1G-GZEUは50皿)の部分に少

量のエンジン オイルを塗布する。

(2) パルプ，パルプスプリング シート，パルプスプリング，

パルプ スプリング リテーナを取り付け. S S Tを使用して

パルプスプリング リテーナ ロックを取り付ける。

55 T 09202-70010 

eEz・・バルブ スプリングは青色または緑色のペンキ塗布側を上

にして，取り付ける。

・取りはずした位置に取り付ける。

3 バルブ リフタ取り付け

(1) リフタにパッドを取り付け，リフタ側面，パルプ ステム先端

およびパッド上面にエンジン オイルを塗布して組み付ける。

@D 取りはずした位置に取り付ける。
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シリンダヘッド取り付け

嘩墨書 取りはずしたガスケット，オイル シール. 0 リング等は

は再使用しない。

シリンダ ブロックおよびピストン頭部清掃

(1) シリンダ ブロック上面に付着したガスケットおよびピストン

頭部のカーボンを取り除く。

..  冷却水，オイルの通路に異物を入れない。

2 シリンダヘッド取り付け

(1) 図に示す方向に，シリンダ ヘッド ガスケットを取り付ける。

e冨 ガスケット取り付け前にシリンダヘッド下面，シリンダ

ブロック上面，シリンダ ブロック オイル穴およびポル

ト穴を清掃する。 伊、

8 4 2 5 9 13 

A2735 

(2) シリンダ ヘッド ボルトのネジ部およびプレート ワツシヤ

に少量のエンジン オイルを塗布する。

(3) S S Tまたは工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して，シリン

ダ ヘッド ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等に締め

付ける。

SST 09923-00020 

T=650kg・cm

3 スパーク プラグ取り付け

T=180kg.cm 

4 インテーク エア コネクタ ブラケット取り付け

A2734 5 エンジン ハンガ取り付け

F4609 

F4608 

6 ウオータ アウトレツト ハウジング取りイ寸け

(1)新品のガスケットを介して，ウオータ インレツトおよびウオ

ータ アウトレツト{寸きのウオータ アウトレツト ハウジン

グを，ボルト 4本で取り付ける。

..  ウオータ インレツトはウオータ アウトレツト ハウジ

ングをシリンダヘッドに組み付け後，組み付ける。

(2) 新品のガスケットを介して，ウオータ バイパス パイプ No.

2を，ボルト 2本でウオータ アウトレツト ハウジングに取

り付ける。

(3) 図に示すウオータ ホースを取り付ける。

7 ヱキゾースト マニホルド取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，エキゾースト マニホルドを新品

のナット 9個でシリンダ ヘッドに取り付ける。

T=400kg・側

/脅爾凧
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F輔倒
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(2) マニホルド ステ -No.1 およひ~No.2 をボルト 4 本で取り付ける。

(3) エキゾースト マニホルド ヒート インシユレータ No.1お

よびNo.2を新品のナット 4個でエキゾースト マニホルドに取

り付ける。

8 ターボ チャージヤ取り付け

(1) ターボ オイルパイプとシリンダ プロックの接触面を清掃

する。

f!B ガスケットの破片をオイル孔に入れない。

(2) 新品のガスケットを介して，ターボ チャージヤ ASSYを

新品のナット 6個で，エキゾースト マニホルドに取り付ける。

T=450kg・側

..・アクチユエータのロツドを変形させない。

・ターボ チャージヤの分解および増し締めは行わない。

(3) 新品のガスケットを介して，ターボ オイルパイプ No.1お

よひ・No.2をボルト 4本でターボオイル アウトレツト パイ

プに取り付ける。

(4) エア コネクタ ステーおよびターボオイルパイプ No.1

をボルト 2本でインテーク エア コネクタ プラケット No.

1に取り付ける。

(刷新品のガスケットを各 2枚ずつ介して，ターボ オイルパイ

プ No.1およびNo.2をユニオン ボルトでシリンダ ヘッドに

取り付ける。
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オーバーホールーシリンダ ヘッド

(6) 

(7) 

(8) 

9 

(1) 

(2) 

(4) 

(5) 

(6) 

新品のガスケットを介して. ターボ ウオータ パイプ No.1 

をナット 2個でターボ チャージヤに取り付ける。

図に示すウオータ ホース 4本を取り付ける。

ターボ

でターボ

インシユレータ No.1 およひ~o.2 を新品のナット 2個

チャージヤに取り付ける。

パイプに取り付け

パイプをポ

J~ リ， キズ，異物付着の有

ぴ装着簡に少量のスピンドル泊を塗布じてi~ふ
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フユーエJレ パイプ No.1をナット 1個でシリンダ ヘッドに

取り付ける。

新品のガスケットを介して， フユーエル パイプ No.1をユニ

オン ボルトでフユーエル フィルタに取り付ける。

新品のガスケットを介して， フユーエル パイプ No. l をI~}レ

セーシヨン ダンパでデリパリ パイプに取り付ける。
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10 インテーク マニホルド取り付け

(1)新品のガスケットを介して，インテーク マニホルドおよびイ

ンテーク エア コントロールバルブをナット 6個でシリン

ダ ヘッドに取り付ける。

T=230kg・側

(2) ウオータ バイパス ホース No.5をオイル クーラに接続す

る。

(3) サージ タンク ステ- No.l， No.2およびオイル レベル

ゲージ

"骨

"1 

2 ・-

(4) コールド スタート インジエクタをスパナで固定じセ，新品

のガスケットを介して，フユーエル パイプ No.3;$，.:I.ニオン
J ; ~::~.~ -.;:'ζζ，:f 

ボルトで取り付ける。 ごゆ押打、"""Y'.，-，，，，，..…
喝ーら守雪i:' .. ポミ/.""~

(5) VCV セットをボルト 2本で，インテーク マニホルドに取

り付ける。

(6) V C V セットのパキューム ホース 2本，コネクタ 1個を取

り付ける。
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No.l 
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No.3 
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No.7 

F4594 

F4593 

(7) 新品のガスケットを介して，ヒータ パイプおよびホース付き

のシリンダヘッド リヤ カバーをボルト 2本，ナット 1個

でシリンダ ヘッドに取り付ける。

(8) ウオータ バイパス パイプ No.3を取り付ける。

(9) プレッシヤ レギユレータのバキューム ホースを取り付ける。

11 カムシャフト取り付け

信萄ディストリビュータあるいはカムポジシヨン センサが

取り付いている場合は，必ず取りはずす。

(1) カムおよびジャーナル部にエンジン オイルを塗布する。

(2) カムシャフト No.l， No.2のNo.l シリンダ カム ノーズが

斜め上方に向いた状態にして，シリンダ ヘッドに軽くのせる。

(3) 無理な力を加えないでカムシャフト No.l， No.2をフロント側

に軽く押し付ける O

R2574 値重量 カムシャフトのNo.l，No.2 ジャーナル部がシリンダヘ

R2575 

R2576 

ツドのジャーナル部にはまり込んでいることを確認する。

(4) No.3およひINo.7 ジャーナルのカムシャフト ベアリング キ

ヤツプを取り付け，キャップがシリンダ ヘヅドに触れるまで

ボルトを均等に仮締めし，カムシャフトをスムースに沈み込ま

せる。

(5) オイル シールのリップ部にエンジン オイルを塗布し，カム

シャフト フロント部に挿入する。

信墨書・ダスト リップよりオイルをはみ出させない。

・リップを反転させない。

伊h

f""" 
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刈町民

F4592 

F4631 

(6) カムシャフト ベアリングキャップ No.lとシリンダヘツ

ドの合わせ面を脱脂する。

(7) 図に示す位置にシールパツキン ブラックを塗布し， 5分以

内にカムシャフト ベアリング キャップ No.lを取り付ける。

このとき，ベアリング キャップとシリンダの合わせ商にすき

聞がないことを確認する。

笹萄・ベアリング キャップをハンマなどで打ち込まない。

・組み付け後2時間以内は，エンジン オイルを注入しない。

〈参考〉 ベアリング キャップとシリンダヘッドの合わせ面にす

き聞がある時は，プラスティック ハンマなどでカム シ

ャフトをスラスト方向に少し移動させると良い。

(8) カムシャフト ベアリング キャップ No.lのボルトを左右均

等に仮締めする。

(9) カムシャフト ベアリング キャップ No.2， 4 - 6をシリン

ダ ヘッドに取り付け，ボルトを左右均等に仮締めする。

..  ベアリング キャップの議別，方向性は図に示す。

(10) 図に示す順序で，カムシャフト ベアリング キャップのボル

トを左右均等に規定トルクで締め付ける。

T =150klJ・cm (1 G-G E U) 

T =190klJ・cm (1 G -G T E U， 1 G -G Z E U) 

(11) SSTを使用して，オイル シールをシリンダ ヘッド最深部

に挿入する。

S ST  09316-00010 09316-00050 

e聾 SSTを強くたたかない。
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12 オルタネータ ブラケット取り付け

(1) オルタネータ プラケットをボルト 3本でシリンダ ヘッドに

取り付ける。

13 オルタネータおよびアジヤステイング パー取り付け

14 A / C コンプレツサ ブラケット取り付け

(1) A / C コンプレツサ プラケットをボルト 4本，ナット 1個

でシリンダ プロックに取り付ける。

15 ディストリビュータ取り付け

(8 8参照)

16 タイミングベルト カバー No.3取り付け

(8 2 -19参照)

17 タイミングベルト取り付け

(8 2 -20参照)

18 シリンダヘッドカバー取り付け

(8 1参照)

19 タイミングベルト カバー No.2取り付け

(8 2 -23参照)

1G-GZEU 

シリンダ ブロックおよびピストン頭部清掃

(1) シリンダ プロック上面に付着したガスケットおよびピストン

頭部のカーボンを取り除く。

曜署聾 冷却水，オイルの通路に異物を入れない。

2 シリンダヘッド取り付け

(1) シリンダ ヘッド ガスケットを図に示す方向に取り付ける。

e畢 ガスケット取り付け前にシリンダヘッド下薗，シリンダ

ブロック上面，ブロック オイル穴およびボルト穴を清掃

する。

(2) シリンダヘッド ボルトのネジ部およびプレート ワツシヤ

に少量のエンジン オイルを塗布する。

flD' 

伊民
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A2734 

F4625 

F4641 

F4624 

F4623 

(3) S S Tまたは工具(ヘキサゴン レンチ)を使用し，ヘッド

ボルトを図に示す順序で数回に分けて締め付け，規定トルクに

する。

5 5 T 09923-00020 

T=650kg.cm 

3 スパーク プラグ取り付け

T=180kg・叩

4 エンジン ハンガ取り付け

5 シリンダヘッド リヤ カバー取り付け

(1) 新品のガスケットを介して.シリンダ ヘッド リヤ カバー

をボルト 2本でシリンダ ヘッドに取り付ける。

6 エキゾースト マニホルド取り付け

(1) エキゾースト マニホルド ガスケットをシリンダヘッドに

取り付ける。方向性は図に示す。

(2) エキゾースト マニホルドをナット 9個でシリンダ ヘッドに

取り付ける。

T=400kg.伺 1

7 ウオータ アウトレツト ハウジング取り付け

(1)新品のガスケットを介して，ウオータ バイパス パイプ No.

1付きのウオータ アウトレツト ハウジングをナット 4個で

取り付ける。
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F4622 

F4621 

F4620 

F4619 

(2) 新品のガスケットを介して.ウオータ バイパス パイプ No.

2をボルト 3本で取り付ける。

8 フユーヱルデリパリ パイプ取り付け

(1) 0 リング，インシユレータおよびグロメツトを新品と突換し

インジエクタを左右に回しながらデリパリ パイプに取り付け

る。

(2) スペーサを介して，インジエクタ付きのデリパリ パイプをボ

ルト 2本でシリンダ ヘッドに取り付ける。

笹萄・ 0 リング表面および装着部にパリ，キズ，異物付着の有

無を確認し，不良品は使用しない。

• 0 リングおよび装着部に少量のスピンドル油を塗布して

組み付ける。

(3) 取り付け後，インジエクタがなめらかに回転することを確認す

る。

(41 フユーエルパイプ No.lをナット 2個でシリンダ ヘッドに

取り付ける。

(5) 新品のガスケットを介して，フユーエル パイプ No.lをユニ

オン ボルトで，フユーエル フィルタに取り付ける。

(6) 新品のガスケットを介して，フユーエル パイプ No.lをパル

セーシヨン ダンパでデリパリ パイプに取り付ける。

9 インテーク マニホルド取り付け

(1)新品のガスケットを介して，インテーク マニホルドをナット

7個でシリンダ ヘッドに取り付ける。

T=230kg・ 側

畑、

F齢、



凋験ヘ

同軸民

シールパツキン ブラツウ塗布位置

エンジン オーバーホールーシリンダヘッド 2-61 

F4618 

F4617 

F4616 

F4615 

A2516 

(2) サージ タンク ステー No.lをボルト 2本で取り付ける。

(3) 新品のガスケットを介して，フユーエル チューブをユニオン

ボルトでデリパリ パイプに取り付ける。

(4) 図に示すウオータ バイパス パイプを取り付ける。

(5) ウオータ バイパス ホース No.2をシリンダヘッドに取り

付ける。

(6) プレッシヤ レギユレータのパキューム ホースを取り付ける。

10 カムシャフト取り付け

(1) カムおよびジャーナル部にエンジン オイルを塗布する。

(2) カムシャフト ベアリング キャップ No.lとシリンダへツ

ドの合わせ面にシールパツキン ブラックを塗布する。

唱霊聾・シール パツキン塗布箇所は脱脂を行う。

・シール パツキン塗布後5分以内に取り付ける。



2-62 エンジン オーバーホールーシリンダヘッド

。
"'rr'" I インテーヲ

7ロント
マーヲ

カムシャフト ベアリンヤ E:エキゾーストカムシヤ7ト ベアリン
キャップ No.l キャップ No.2

F4639 

F4592 

F4640 

F4631 

F4614 

(3) カAシャフト ベアリング キャップを取り付ける。取り付け

位置，方向性は図に示す。

(4) 図に示す順序でベアリング キャップを締め付ける。

T=150kg・棚

信富助.3，No.7のカムシャフトベアリングキャップを 3-

4固に分けて交互に締め付けた後，他のカムシャフト ベ

アリング キャップを締め付ける。

(5) オイル シールの主リップ全周にエンジン オイルを塗布する。

..  ダスト リップよりオイルをはみ出させない。

(6) 主リップ側よりオイル シールをカムシャフト フロント部に

挿入する。

唱署聾 リップが反転しないようにする。

(7) S S Tを使用してオイル シールをシリンダ ヘッド最深部に

押し入れる。

55 T 09316-60010 

笹醤 55Tを強くたたかない。

11 オルタネータ ブラケット No.1取り付け

(1)オルタネータ プラケット No.lをボルト 2本でシリンダ

ヘッドに取り付ける。

12 スーパーチャージャ ブラケット取り付け

(1) スーパーチャージヤ プラケットをボルト 6本，ナット 2個ーで

シリンダ プロックに取り付ける。

(ID' 

戸、



点嶋ヘ

川鵬、

エンジン オーバーホールーシリンダヘッド

13 スーパーチャージヤ取り付け

(S 8参照)

14 エアアウトレツト ダクト No.2取りはずし

(S 8参照)

15 エアホース No.l取り付け

(S 8参照)

16 ファンベルト アジヤステイングパー取り付け

(S 8参照)

F4613 17 オルタネータ ブラケット No.2取り付け

(S 8参照)

18 オルタネータおよびアジヤステイング パー取り付け

19 カムポジシヨン センサ取り付け

(S 9参照)

20 タイミングベルト カバー No.3取り付け

(S 2 -23参照)

21 タイミング ベルト取り付け

(S 2 -24参照)

22 シリンダヘッドカバー取り付け

(S 1参照)

23 タイミングベルト カバー No.5取り付け

(S 2 -27参照)

24 ウオータ アウトレツト取り付け

(S 2 -28参照)

25 タイミングベルト カバー No.2取り付け

(S 2 -29参照)

26 V リブドベルト取り付け

2-63 



2-64 エンジン オーバーホールーシリンダブロック

シリンダ ブロック

準備品

⑪声器
リプレーサ，クランクシャフト

09223-22010 フロント オイルシール フロント オイル シール取り付け用

衛9 リプレーサ.クランクシヤフ
リヤ オイル シール取り付け用SST 09223-63010 トリ ヤ オ イ ル シ ー ル

歴訪 09228-44011 レンチ，オイル フィルタ オイル フィルタ取りはずし用

T 09032-00100 カツタ，オイル I~ン シール オイルパン取りはずし周
F、

正戸。 09043-88010 レンチヘキサゴン 8 シリンダヘッド ボルト脱着用

工具 己宝森 ピストン リングツール ピストン リング脱着用

1J ピストン リングコンプレ

ツサ
ピストン取り付け用

，"'"- 、、 p ソケット レンチ (3Omm) オイル クーラ リリーフ パルプ脱着用

マイクロメータ r-" 

ダイヤルゲージ 各部測定用

キヤリパゲージ

計器

シリンダゲージ シリンダ内径測定用

プレス ゲージ 油すき間測定用

直定規 ひずみ測定用

ビニールチューブ ピストン脱着時の傷付き防止用
油脂
その他

シールパツキン ブラック
オイルノfン，オイルスクリーン セノfレータ

取り付け用



エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2-65 

構成図 (1 / 4 ) 
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F4644 



. 

エンジン オーバーホールーシリンダ

構成図 (2/ 4 ) 

ベルト， 9イミンデ

カバー， 9イミンヴ

カバー，宮イミンデ
ベ}~r， No.2 

事
母F

#'f¥ 
zテー，マニホルド， ¥ 

アイドラサブ ASSY，9イミンタベルト， No.2 

オ }~9 ネ-9 ASSY 

ドライブ シャフト

ベアリンダ，クランヲシャフト

い
¥1 .. ⑪ 

パー，ファンベルト アジヤステインゲ

ブラケット，エンジン
マウンテインタ， RH 

守
主ユ-・ガスケット

ブラケット，工ンジン
マウンテインデ， LH 

娃」

ブラケット， A/C 
コンプレツサ

フイ }~9 ASSY， 7ユーエル

.ガスケット.世イミンヴ
ベルト ケース

ヲランヲシャフト
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炉
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掃除、

周風、

lG-GZEU 

エンジン オーバーホールーシリンダブロック

構成図 (3/ 4 ) 

カバー.シリンラf
ヘッド， No.2 

カバー，イデニツシヨン コイJレ

コネヲ?，インテーヲ エア
ハンガ.エンジン

アウトレツト，
ウオ-?

ベJレ卜， v リプド

ガスケット.エア
インテーヲ フランジ

カバー，宮イミンデ
ベルト No.2 

ベルト， V リブド
(オ J~書ネ一世周)

カバーシリンダ
ヘッド， No.3 

0.. 

べJ~ ~， ヲイミンゲ

アイドラサ-;. ASSY， 
9イミングベルト No.2

カバァ， ? 1"ミンタ 円=370I 
ベルト No.~ ιーーー一---'

イグニツシヨン コイル
ウイズブラケット

ヘッド ASSY，シリンヨf

ゐ

…フト 伽 FJfmエ7
宮イミンヴ アウトレツト， No.2 ?プペ @ 

| ーパーチャージヤ ASSY 

(スーパーチャージヤ用)
ガイド，?イミンゲベルト ....--L-. 

I T=375 I 
ブラケット，スーパーチャージヤ

カバー，空イミンダベルト， No.l 

プーリ.今ランヲシヤ7ト

ブラケット.オJレヲネ-?， N。目2

.・・・・・・再使用不可部品 亡コ……締め付けトルク (kg・cm)

2-67 

F4955 



2-68 

lG-GZEU 

エンジン オーバーホールーシリンダブロック

構成図 (4/ 4) 

~r;:::::: 
スナップリンゲ一一一一均史ごし-

..-. 'ta." 
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;イミンタベルト

.ガスケット， ~言イミンタ
ベルト ケース

7ラケット
P/S ポンプ .。
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ピストン

コネヲテインタロツド
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キャップ，コネヲテインタ
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センサ，ノツヲ コントロール

時~~:;J\~~~

Gや

フイJレ; ASSY， 
7ユーエル

ブラケット，工ンジン
オイル I~ン ASSY マウンテインタ， LH 

.・・・・・・再使用不可部品 亡コ-…・・締め付けトルク (kg・cm)

F、

戸h

F4956 



バ崎、

刷、

エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2-69 

F465ti 

F 4657 

シリンダ ブロック分解

|lG-GTEUI 

1 タイミングベルト カバー No.2取りはずし

(S 2-11参照)

2 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(S 2-11参照)

3 クランクシャフト プーリ取りはずし

(S 2-11参照)

4 タイミングベルト カバー No.l取りはずし

(S 2-11参照)

5 タイミングベルト取りはずし

(S 2 -12参照)

6 タイミングベルト アイドラ No.l取りはずし

(S 2 -12参照)

7 タイミングベルト アイドラ No.2取りはずし

(S 2 -12参照)

8 クランクシャフト タイミング プーリ取りはずし

(S 2 -12参照)

9 シリンダヘッドカバー取りはずし

(S 1参照)

10 ポンプ ドライブ シャフト プーリ取りはずし

(S 2 -13参照)

11 A / C コンプレツサ ブラケット取りはずし

(S 2 -35参照)

12 オルタネータおよびアジヤステイング パー取りはずし

13 P /5 ポンプ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 5本をはずし. p / s ポンプ ブラケットを取りはず

す。

14 フユーエルパイプ No.l取りはずし

(1) パルセーシヨン ダンパおよびガスケットを取りはずす。

(2) フユーエル フィルタのユニオンおよびガスケットを取りはず

す。

(3) ナット 1個をはずし，フユーエルパイプ No.1を取りはずす。



2-70 エンジン オーバーホールーシリンダブロック

F4597 

F4598 

F4658 

F4659 

F4660 

15 ウオータバイパス ホース切り離し

(1)ウオータ バイパス ホース No.5をオイル クーラ側で切り

離す。

16 サージタンクステーおよびオイルレベルゲージガイ

ド取りはずし

(1) ボルト 4本をはずし，サージ タンク ステー No.1.No.2お

よびオイル レベル ゲージ ガイドを取りはずす。

17 ターボ ウオータ ホース取りはずし

(1) 図に示すターボ ウオータ ホース 4本を取りはずす。

18 ターボオイルパイフ No.lおよびNo.2切り離し

fI1i" 

(1) ボルト 4本をはずし，ターボ オイルパイプ No.1およびNo. 用ヘ

2とシリンダ ブロックを切り離す。

19 マニホルド ステー取りはずし

(1)ボルト 4本をはずし，マニホルド ステ- No.1およびNo.2を

取りはずす。

20 ウオータ インレツト取りはずし

(1) 図に示すウオータ ホースを取りはずす。

(2) ボルト 2本をはずし，ウオータ インレツトおよびガスケット

を取りはずす。

21 ウオータバイパスパイプ No.2切り離し

(1)ボルト 2本をはずし，ウオータ バイパス パイプ No.2とウ

オータ アウトレツト ハウジングを切り離す。



調鳳、

〆咽鳳、

エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2-71 

F4661 

3 7 11 13 10 6 2 

F4662 

F4663 

F4664 

F4665 

22 シリンダヘッド リヤ カバーおよびウオータ ホース取り

はずし

(1)ボルト 2本，ナット 1個をはずし，シリンダヘッド リヤ

カバーをヒータ パイプおよびヒータ ホース付きで取りはず

す。

(2) 図に示すウオータ ホースを取りはずす。

23 シリンダヘッド取りはずし

(1)工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して，シリンダ ヘッド

ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等にゆるめる。

(2) シリンダ ヘッドをインテークおよびヱキゾースト マニホル

ド，カムシャフト付きで取りはずす。

(3) ガスケットを取りはずす。

24 オイJレ フイJレタ ASSYおよび‘オイJレ クーラ ASSY 

取りはずし

(1) S S Tを使用してオイル フィルタ ASSYを取りはずす。

S S T 09228-44011 

(2) ウオータ バイパス ホース No.4を取りはずす。

(3) 工具 (30醐ソケット レンチ)を使用して，オイル クーラ

リリーフ パルプおよびオイル クーラ ASSYを取りはず

す。

25 フユーヱル フィルタおよびエンジン マウンテイング LH  

取りはずし

(1) ボルトおよびナットをはずし，フユーエル フィルタを取りは

ずす。

(2) ボルト 2本.ナット 1個をはずし，エンジン マウンテイング

LHを取りはずす。



2-72 エンジン オーバーホールーシリンダブロック

F4666 

F4661 

F4668 

F4669 

F3479 Z6547 

26 ドレーン コック プラグおよびユニオン取りはずし

27 オイルプレッシヤ スイッチおよびノック センサ取りはずし

28 エンジン マウンテイング RHおよびターボ オイルアウ

トレツト パイプ取りはずし

(1) ボルト 4本をはずし，エンジン マウンテイング RHを取り

はずす。

(2) ボルト 3本をはずし，ターボ オイル アウトレツト パイプ

を取りはずす。r-'、

29 ウオータ パイプ取りはずし

(1) ナット 2個をはずし，ウオータ パイプとウオータ ポンプを

切り離す。

(2) ボルト 2本をはずし，ウオータ J'(イJ'iス パイプ No.2およ

びウオータ J'iイプを取りはずす。

30 オイルパン取りはずし

(1) ボルト 25本，ナット 5個を取りはずす。

(2) 工具(オイルパン シールカツタ)とプラスパーを使用し

て，オイルパン ASSYを取りはずす。

信量骨 オイル パン フランジ部が変形するのでゆっくり行う。

畑、



点膏ヘ

川開問

エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2-73 

F4670 

Z4879 Z6547 

F輔72 F4671 

A2480 

F4673 

(3) ボルト 6本を取りはずす。

(4) 工具(オイルパン シール カツタ)とプラスパーを使用し

て，オイルパン No.2を取りはずす。

曜量聾 オイル パン No.2が変形するのでゆっくり行う。

31 オイルストレーナおよびオイルセバレータ スクりーン取

りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，オイル ストレーナを取りはずす。

(2) ボルト 3本をはずし，オイル セバレータ スクリーンを取り

はずす。

32 タイミングベルト ケース ASSY取りはずし

(1) ボルト 11本をはずし，タイミングベルト ケース ASSY 

およびガスケットを取りはずす。

33 リヤオイルシール リテーナ取りはずし

(1)ボルト 6本をはずし，リヤ オイル シール リテーナおよび

ガスケットを取りはずす。



2-74 

メーカーマーヲ

合わせマーヲ

大樹穴径打割位置

エンジン オーバーホールーシリンダブロック

F4674 

F4675 

F4676 

F4677 

F4678 

34 コネクテイング ロツド スラストすき間点検

(1)計器(ダイヤル ゲージ)またはシックネス ゲージを使用し

てスラストすき聞を測定する。

基準値 0.200-0.402mm 

限度 0.45mm 

35 コネクテイング ロツドベアリング油すき間点検

(1) ナットをはずし，ベアリング キャップを取りはずす。

(2) ベアリングの内外面，コネクテイング ロツド エンドおよび

クランク ピンを清掃し，著しい摩耗，傷付きのないことを確

認する。

(3) クランク ピンの中央にプレス ゲージをセットし，ベアリン (1"'" 

グ キャップを取り付ける。

T=500kg・cm

..  測定時，クランクシャフトを回転させない。

(4) ベアリング キャップを再度取りはずして，油すき聞を点検す

る。

基準値 0.016-0.047mm 

限度 0.07mm 

..  測定後，プレス ゲージを完全に取り除く。

(5) 限度値を超過した場合は，ベアリングまたはクランクシャフト

を交換する。

e冨 ベアリングを交換する場合はかん合符号を合わせる。

〈参考〉

コネタテインタロツド ベアリング クランク ピン径
かん合符号

大端穴径(mm) 中央肉厚(mm) (mm) 

s 45.000-45.008 1. 488-1. 492 
41.985-

4 45.009 -45.016 1. 493 -1. 496 
42.000 

5 45.017 -45 .024 1. 497 -1. 500 

36 ピストンおよびコネクテイング ロツド取りはずし

(1) コネクテイング ロツド ボルトにビニールチュープを取り

付け，シリンダ プロック，クランクシャフトを傷付けないよ

うに，ピストンおよびコネクテイング ロツドを取りはずす。

(2) 取りはずしたピストンおよびコネクテイング ロツド，ぺアリ

ング キャップをシリンダ別に鐙現する。

炉、
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メーカーマーヲ

ベアリング選銀符号

ヲランヲシャフト下穴径選択符号
(フロントより N..l-N..7)

F4679 

37 クランクシャフト スラストすき間測定

(1) 計器(ダイヤル ゲージ)を使用して，スラストすき聞を測定

する。

基準値 0.020-0.222mm 

限度 0.3mm 

限度値を超過した場合は，スラスト ワツシヤまたはクランク

シャフトを交換する。

〈参考〉 スラスト ワツシヤ肉厚 1.940-1.990mm

クランクシャフト センタ ベアリング幅 19.2mm

38 クランクシャフト油すき間測定

(1) ボルトをはずし，クランクシャフト ベアリング キャップを

取りはずす。

(2) ベアリングの内外面，ベアリング キャップ内面，ブロックの

ジャーナル部およびクランクシャフト ジャーナルを清掃し，

著しい摩耗，傷付きのないことを確認する。

(3) クランクシャフト ジャーナルの中央にプレス ゲージをセツ

トし，ベアリング キャップを締め付ける。

F4680 T =600kg・cm

F4881 

F4682 

F4683 

e童書 測定時，クランクシャフトを固さない。

(4) ベアリング キャップを再度はずして，油すき聞を測定する。

基準値 0.026-0.053mm 

限度 0.08mm 

e母 測定後，プレス ゲージを完全に取り除く。

(5) 限度値を超過した場合は，ベアリングまたはクランクシャフト

を交換する o

e母 ベアリングを交換する場合は，かん合問を合わせる。

〈参考〉

シリンダブロック ベアリング クランク ジャーナル径 (mm)
かん合符号

下穴径(mm) 中央肉厚(mm) No.4 No.4以外

1 59.026-59.032 1. 997-2 .000 
54.977 54.985 

2 59.033-59.038 2.001-2.003 
-54.992 -55.000 

3 59.039-59.044 2.004-2.006 

39 クランクシャフト取りはずし

(1) クランクシャフトを取りはずす。

(2) アッパ ベアリングおよびスラスト ワツシヤを取りはずす。

(3) ベアリング キャップ，ベアリングおよびスラスト ワツシヤ

を取り付け位置ごとに整理する。



2-76 エンジン オーバーホールーシリンダブロック

|lG-GZEU! 

1 V リブドベルト取りはずし

(S 2 -13参照)

2 タイミングベルト カバー No.2取りはずし

(S 2 -13参照)

3 No. 1 シリンダ圧縮上死点セット

(S 2 -14参照)

4 クランクシャフト ブーリ取りはずし

(S 2 -14参照)

5 ウオータ アウトレツト取りはずし

(S 2 -14参照)

6 タイミングベルト カバー No.5取りはずし

(S 2 -15参照)

7 タイミングベルト カバー No.l取りはずし

(S 2 -15参照)

8 タイミングベルト取りはずし

(S 2 -15参照)

9 タイミングベルト アイドラ No.l取りはずし

(S 2 -16参照)

10 タイミングベルト アイドラ No.2取りはずし

(S 2 -16参照)

11 クランクシャフト タイミング プーリ取りはずし

(S 2 -16参照)

12 シリンダヘッド カバー取りはずし

(S 1参照)

13 ポンプ ドライブ シャフト プーリ取りはずし

(S 2-17参照)

14 オルタネータおよびアジヤステイング パー取りはずし

15 オルタネータ ブラケット No.2取りはずし

(S 8参照)

16 ファンベルト アジヤステインタ パー取りはずし

(S 8参照)

17 エアホース N仏 1取りはずし

(S 8参照)

18 工アアウトレツト ダクト No.2取りはずし

(S 8参照)

19 スーパーチャージヤ取りはずし

(S 8参照)

20 スーパーチャージャ ブラケット取りはずし

(S 2 -41参照)

fIIii" 

伊弘
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エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2-77 

F輔84

F4685 

F4888 

F輔87

13 10 6 2 

F4862 

21 フユーエルパイプ No.1取りはずし

(1) パルセーシヨン ダンパおよびガスケットを取りはずす。

(2) フユーエル フィルタのユニオンおよびガスケットを取りはず

す。

(3) ナット 2個をはずし，フユーエルパイプ No.1を取りはずす。

22 サージタンク ステー No.1取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，サージ タンク ステー No.1を取りは

ずす。

23 ウオータ バイパスパイプ No.1取りはずし

(1) ナット 3個をはずし，ウオータ バイパス パイプ No.1およ

ぴガスケットを取りはずす。

24 ウオータ ホース取りはずし

(1) 図に示すウオータ ホースを取りはずす。

25 シリンダヘッドウイズマニホルド取りはずし

(1)工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して，シリンダヘッド

ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等にゆるめる。

(2) シリンダ ヘッドをインテークおよびエキゾースト マニホル

ド，カムシャフト付きで取りはずす。

(3) ガスケットを取りはずす。
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F4688 

F5097 

F4689 

F4690 

F4691 

26 オイル フィルタ ASSY取りはずし

(1) S S Tを使用して，オイル フィルタ ASSYを取りはずす。

55 T 09228':"44011 

27 フユーエル フィルタおよびエンジン マウンテイング LH 

取りはずし

(1) ボルトおよびナットをはずし，フユーエル フィルタを取りは

ずす。

(2) ボルト 2本，ナット 1個をはずし，エンジン マウンテイング

LHを取りはずす。

28 ドレーン コック プラグ取りはずし

29 オイル プレッシヤ スイッチおよびノック センサ取りはずし

30 エンジン マウンテイング RH取りはずし

F、

(1) ボルト 3本，ナット 1個をはずし，エンジン マウンテイング ~ 

RHを取りはずす。

31 ウオータパイプ取りはずし

(1) ボルト 1本，ナット 2個をはずし，ウオータ パイプを取りは

ずす。

(2) ボルト 2本をはずし，ウオータ ポンプ ステーを取りはずす。

(3) ボルト 1本，ナット 2個をはずし，ウオータ インレツト パ

イプを取りはずす。
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F4692 

Z4679 Z6547 

F4672 F4671 

F4693 

F4673 

32 オイルパン取りはずし

(1) ボルト 22本，ナット 2個を取りはずす。

(2) 工具とプラスパーを使用して，オイル パン ASSYを取り

はずす。

工 具 09032-00100 

aJ  オイル パン フランジ部が変形するのでゆっくり行う。

33 オイルストレーナおよびオイルセバレータ スクリーン取

りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，オイル ストレーナを取りはずす。

(2) ボルト 3本をはずし，オイルセバレータ スクリーンを取り

はずす。

34 タイミングベルト ケース取りはずし

(1) ボルト 9本をはずし，タイミングベルト ケースおよびガス

ケットを取りはずす。

35 リヤ オイルシール リテーナ取りはずし

(1) ボルト 6本をはずし，リヤ オイル シール リテーナを取り

はずす。
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⑬ 
小鋤穴径打刻位置

大嶋穴径打'tIIJ位置

エンジン オーバーホールーシリンダブロック

F4674 

F4675 

F4676 

F4694 

F4678 

36 コネクテイング ロツド スラストすき間点検

(1)計器(ダイヤル ゲージ)またはシックネス ゲージを使用し

てスラストすき聞を測定する。

基準値 0.200-0.402mm 

限 度 0.45mm 

37 コネクテイング ロツドベアリング油すき間点検

(1) ナットを取りはずし，ベアリング キャップを取りはずす。

(2) ベアリングの内外国，コネクテイング ロツド エンドおよび

クランク ピンを清掃し，著しい摩耗，傷付きのないことを確

認する。

(3) クランク ピンの中央にプレス ゲージを置き，ベアリング

キャップを取り付ける。

T=500kg・側

..  混u定時，クランクシャフトを固さない。

(4) ベアリング キャップを再び取りはずして測定する。

基準備 0.016-0.047mm 

限度 0.07mm 

笹霊聾 測定後，プレス ゲージを完全に取り除く。

(5)限度値を超過した場合は，ベアリングまたはクランクシャフト

を交換する。-・ ベアリングを交換する場合は，かん合符号を合わせる。

〈参考〉

コネクテインク. ベアリング中央 クランク
かん合符号 ロツド(大mm}端穴径 肉厚 (mm} ピン径i (醐)

3 45.000-45.008 1.488-1.492 

4 45.009-45.016 1.493-1.496 41.985-42.000 

5 45.017-45.024 1. 497 -1. 500 

38 ピストンおよびコネクテイング ロツド取りはずし

(1) コネクテイング ロツドのボルトにビニール チュープを取り

f寸け，シリンダ プロック，クランクシャフトをf第{寸けないよ

うに，ピストンおよびコネクテイング ロツドを取りはずす。

(2) 取り出したピストンおよびコネクテイング ロツド，ペアリン

グ キャップをシリンダ順に整理する。

伊ト

F帆
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エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2-81 

F4679 

F4680 

F4681 

匂
ベアリンタ選訳符号

F4695 

F4683 

39 クランクシャフト スラストすき間測定

(1)計器(ダイヤル ゲージ)を使用して測定する。

基準値 0.020-0.222 

限度 0.3mm 

限度値超過の場合はスラスト ワツシヤまたはクランクシャフ

トを交換する。

〈参考〉 スラスト ワツシヤ肉厚 1.940-1.990rnrn

クランクシャフト センタ ベアリング幅 19.2rnrn

40 クランクシャフト油すき間測定

(1) ボルトを取りはずしてクランクシャフト ベアリング キヤツ

プを取りはずす。

(2) ベアリングの内外面，ベアリング キャップ内面，プロックの

ジャーナル部およびクランクシャフト ジャーナルを清掃し，

著しい摩耗，傷付きのないことを確認する。

(3) クランクシャフト ジャーナルの中央にプレスゲージを置き，

ベアリング キャップを取り付ける。

T=600kg・cm

@'D 測定時，クランクシャフトを固さない。

(4) ベアリング キャップを再びはずして測定する。

基準値 (mm)

0.026-0.053 

0.034-0.061 

限度 (mm)

0.08 

fID 測定後，プレス ゲージを完全に取り除く。

(5) 限度値を超過した場合は.ベアリングまたはクランクシャフト

を交換する O

G8 ベアリングを交換する場合は，かん合符号を合わせる。

〈参考〉

かん合 シリンダ ブロ ベアリング クランク ジャーナJレ径(mm)

符号 ツク下穴径(醐) 中央肉厚(rnrn} No.4 恥 4以外

1 59.026-59.032 1.997-2.000 
54.977 54.985 

2 59.033-59.038 2.001-2.003 
-54.992 -55.000 

3 59.039-59.044 2.004-2.006 

41 クランクシャフト取りはずし

(1) クランクシャフトを取りはずす。

(2) アッパ ベアリングおよびスラスト ワツシヤを取りはずす。

(3) ベアリング キャップ，ベアリングおよびスラスト ワツシヤ

を取り付け位置ごとに整理する。
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F4637 

シリンダ点検

シリンダ ブロック清掃

(1) スクレーパを使用して，シリンダ ブロックに付着しているシ

リンダヘッド ガスケットを取り除く。

(2) 洗浄液等でシリンダ ブロック各部を清掃する。

2 シリンダ ブロック上面ひずみ点検

(1)計器(直定規)とシックネス ゲージを使用して図に示す 6箇

所を測定する。

限度 0.05mm

3 シリンダ壁画点検

(1) シリンダ壁面に著しいかき傷のないことを確認する。
F齢

M2509 M2508 4 シリンダ摩耗点検
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F4696 

(1) 計器(シリンダ ゲージ)を使用し図に示す 6箇所を測定し最

大値と最小値の差を求める。

限度 0.1 mm 

限度値を超過した場合は，シリンダをボーリングするか，また

はシリンダ ブロックを交換する。 (S2 -84参照)

〈参考〉 シリンダの基準内径 74.99-75.30mm 

シリンダ内径 (mm)
シリンダかん合符号

No.2-5 No.l. 6 

1 75.00ー75.01 74.99-75.00 

2 75.01-75.02 75.00-75.01 

3 75.02-75.03 75.01-75.02 
伊帆

5 だ円度，テーパ度点検

(1) シリンダ ゲージを使用して内径を測定し，だ円度，テーパ度

を算出する。

限度 だ円度，テーパ度 0.02mm

限度値を超過した場合は，シリンダをボーリングするか，また

はシリンダ ブロックを交換する。 (S2 -84参照)

ピストンおよびコネクテイング ロツド分解

g ・取りはずしたピストン，ピストン リング，ピストン ビ

ンは組み合わせを変えないよう整理する。

ピストン遊動点検

(1) ピストンを動かしたときスムースに動くことを確認する。

(2) 引っかかり，ガタっき，動きの重いときはピストン サプ A 

SSYを交換する。
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川画、
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A2464 

F4697 

F4698 

F46鈎

F4700 

2 ピストン リング取りはずし

(1) 工具(ピストン リング ツール)を使用し，ピストン リン

グを取りはずす。

3 ピストン ピン取りはずし

(1)薄刃θドライパを使用して，スナップ リングを取りはずす。

(2) ピストン ヒータを使用して，ピストン，ピストン ピンおよ

びコネクテイング ロツドを70-800Cに暖める。

(3) プラスパーとプラスティック ハンマを使用してピストン ピ

ンを軽くたたいて抜き取る。

..  ブラスパーは先端のつぶれてないものを使用する。

ピストンおよびコネクテイング ロツド点検

ピストン清掃

(1) 不要なピストン リング等を使用して，リング溝のカーボンを

取り除く。

(2) ブラシ等を使用して，各部のカーボンを取り除いた後，洗浄液

等で清掃する。

RJ ワイヤ ブラシ等毛先の硬いものを使用して傷を付けない。

2 ピストン外径点検

(1) マイクロメータを使用して，ピストン ピン穴中心より基準位

置でピストン ビン穴と直角方向の直径を測定する。

基準値 lG-GTEU 

ピストン ビン穴中心より 3mm上方

74.935--74. 965mm 

lG-GZEU 

ピストン ピン穴中心より 8棚上方

74.925~74.955mm 
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ピン穴径選択符号
打刻位摩

ヒ?
7ロント

。

A2473 A2474 A2475 

〈参考〉 ピストンの基準外径

エンジン型式 |かん合符号

lG-GTEU戸

lG-GZEU口

ピストン外径何回)

74.935-74.945 

3 ピストン クリアランス点検

(1) シリンダ スラスト方向最小内径とピスト

を算出する。

エンジン型式

lG-Gホ，EUぜ
戸ト

lG-GZEU 

限度値を超過した
舗‘、
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A2470 

EM0224 

82920 

点跡、

ブロック 2-85 

4 ピストン リングとリング溝のすき間点検

(1) シックネス ゲージを使用して，ピストン全周にわたりすき間

を測定する。

f¥ 基 準 値 (mm) 

1G-GTEU 1G-GZEU 

TOP 0.03-0.07 0.04-0.08 

2 n d 0.02-0.06 0.03-0.07 

5 ピストン ゆ謀合い口すき間

(1) ピストン リングを手でシリンダに浅く入れる。

(2) ピストンを使用して，ピストン スカート上端をシリンダ ブ

ロック上面から40mmの位置まで押し込み.ピストン リングを

セットする。

〈参考〉 ピストン リング合い口すき聞は，リング摺動面より下の

位置で測定する。

(3) シックネス ゲージを使用して，合い口すき聞を測定する。

-....._ I 基 準値 (mm) I限度 (mm)

6 I No.2-5 INo.1， 

1 G-

GTEU 
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7 ヨキクテイング ロツド油すき間点検

(1) )首需(キヤW将戦ージ)を使用して，コネクテイング

ド小端部のブシユ内径を測定する。

ロツ

値
i
a

準
p
-

基 20.012-20.024mm-
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(2) 計器(マイクロメータ)を使用して，ピストン ピンの外径を

測定する。

(3) コネクテイング ロツド小端部のプシユ内径とピストン ピン

外径の差を算出する。

基準値 0.006-0.010mm 

〈参考〉 油すき聞はピストン ビン穴震小内径からピストン ビン

優大外径を減じたものである。

限度値を超過する場合は，ブシユまたはピストン ピンとピス

トンをセットで交換する。

コネクテイング 口ツド ブシユ交換

ブシユ取りはずし

(1) S S Tを使用して，コネクテイング ロツドからブシユを抜き

出す。

SST 09222-30010 

2 ブシユ取り付け

(1) S S Tを使用して，コネクテインタ'ロツドにプシユを圧入す

る。

5 5 T 09222-30010 

..  ブシユの油穴とコネクテイング ロツドの泊穴を合わせる。

(2) ブシユ内径を研究する。

基準値 20.012-20.024mm 

クランクシャフ卜点検

2 

クランクシャフト曲がり点検

(1) 計器(ダイヤル ゲージ)と V ブロックを使用して，クラン

クシャフトを 1回転させたときの振れを測定し，曲がりを算出

する。

限度 0.03mm 

ダイヤル ゲージの振れ
〈参考〉 曲がり=

2 

クランクシャフト摩耗点検

(1) 計器(マイクロメータ)を使用して，クランクシャフト ジヤ

ーナル部の図に示す箇所を測定する。

基準値 54.985-55.000mm (:11= 4以外)

54.977-54.992mm (:11= 4) 

(2) だ円度，テーパ度を算出する。

限度 だ円度，テーパ度 0.02mm

基準値または限度値を超過する場合は.クランクシャフトを交

換する。

:会事t . 
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(3) マイクロメータを使用して，クランクシャフト ピン部の図に

示す箇所を測定する。

基準値 41.985~42.000mm 

(4) だ円度，テーパ度を算出する。

限度 だ円度，テーパ度 0.02mm

基準値または限度値を超過する場合は，クランクシャフトを交

換する。

フロント オイル シール交換

単体作業

(1) θドライパ等を使用して，オイル シールを取りはずす。

fID 当て木を使用して，ポンプ ドライブ シャフトにカを加

えない。

(2) SSTを使用して，オイル シールをタイミングベルト ケ

ースに打ち込む。

SST 09223-22010 

fID オイル シールをまっすぐに打ち込む。

(3) オイル シール リップ部に，キヤツスル

No.2を塗布する。

リヤオイル シール交換

単体作業

(1) eドライパを使用して，オイル シールを取りはずす。

(2) S S Tを使用して，オイル シールをオイル シール リテー

ナに打ち込む。

5 5 T 09223-63010 

..  オイル シールをまっすぐに打ち込む。

(3) オイル シール リップ部に，キヤツスル MP グリース

No.2を塗布する。

2 車上作業

(1) カツタ ナイフを使用して，オイル シール リップ部を切り

取る。
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(2)θ ドライパにビニール テープを巻き，クランクシャフトにウ

エスを当ててオイル シールを乙じる。

信墨書 オイル シール取りはずし後，クランクシャフト取り付け

部に傷がないことを確認する。傷がある場合は，サンド

ペーパー(#400)で修正する。

(3) 取り付け前に.オイル シール リップ部にキヤツスル MP

グリース No.2を塗布する。

(4) S S Tを使用して，オイル シールをオイル シール リテ-

SST I ナに打ち込む。

A2492 

F4707 

A2485 

A2462 

5 5 T 09223-63010 

(5) クランクシャフトに付着したグリースをふき取る。

ピストンおよびコネクテイング ロツド組み付け

コネクテイング ロツド組み付け

(1) ピストン ヒータを使用して，ピストンを70-80~，に暖める。

(2) スナップ リングを片側のみ取り付ける。

(3) ピストンおよびコネクテイング ロツドのフロシト ママクを

合わせ，ピストン ピンにエンジン オイルを塗布して親指で

押し込み取り付ける。

(4) スナップ リングを取り付ける。

2 ピストン リング取り付け

(1)工具(ピストン リング ツール)を使用して，打刻マークを

上にしてピストン リングをピストンに取り付ける。

〈参考〉・打刻マーク

----lG-GTEU 

TOP T 

2 n d 2T 

オイル

-オイル リングの方向性はない。

・塗色マーク ~昔 Z

-----lG-GTEU 

TOP 桃(外周)

2 n d 白{外周)

lG-GZEU 

1 R 

2R 

lG-GZEU 

緑(外周)

自(外周)

オイル 桃(サイド レール外周) 緑(スベーサ エキスパンダ合い口}

(2) 図に示す位置に，ピストン リングの合い口を合わせる。

F 

f!I"I" 
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3 コネクテイング ロツドベアリング取り付け

e墨書 ベアリング取り付け部およびベアリング裏面にエンジン

オイルを塗布しない。

(1) アッパ ベアリングをコネクテイング ロツドの油穴およびロ

ツク溝に合わせて取り付ける。

(2) ロワー ベアリングをコネクテイング ロツド キャップのロ

ツク溝に合わせて取り付ける。

シリジダ ブロック組み付け

..・組み付け部分は十分に清掃する。

・しゅう動部分および回転部分は，エンジン オイル塗布後

組み付ける。

・ガスケットおよびシール類等再使用不可部品は新品と交換

する。

1G-GTEUI 

クランクシャフト ベアリング取り付け

..・ベアリング取り付け部およびベアリング裏面にエンジン

オイルを塗布しない。

• No.l ジャーナルベアリングは， No.2-7 ジャーナル

ベアリングとサイズが異なるので，組み付け時に十分確認

すること。

(1)全周に油溝のあるアッパ ベアリングを，油穴を合わせてシリ

ンダ プロックに取り付ける。

(2) ロワー ベアリングを，クランクシャフト ベアリングキヤ

ツプに取り付ける。

(3) スラスト ワツシヤは油溝を外側に向け，ツパ付きのスラスト

ワツシヤをクランクシャフト ベアリング キャップ側に取り

付ける。

〈参考〉 スラスト ワツシヤ裏面にエンジン オイルを塗布すると

脱落しにくい。

2 クランクシャフト取り付け

..  クランクシャフト，シリンダ ブロックおよびベアリンク

を交換した場合は必ず油すき聞を点検する。 (52-74参照)

(1) アッパ ベアリング表面にエンジン オイルを塗布し，クラン

クシャフトを取り付ける。

(2) ロワー ベアリング表面にエンジン オイルを塗布し，クラン

クシャフト ベアリング キャップを打刻番号に合わせ，フロ

ント マークを前方にして取り付ける。
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(3) ネジ部に少量のオイルを塗布し，図に示す順序で左右均等に数

回に分けて締め付ける。

T=600kg・cm

(4) ベアリング キャップ締め付け後，クランクシャフトがスムー

スに回転することを確認する。

(5) クランクシャフト スラストすき聞を点検する。 (S2 -74参照)

基準値 O.020-0.222mm 

限度 O.3mm 

3 ピストン取り付け

f!D コネクテイング ロツド，ベアリングおよびクランクシヤ

フトを交換した場合は必ず油すき聞を点検する。

(S 2 -73参照)

(1) シリンダ内壁，ピストン外周およびベアリング表面にエンジン

オイルを十分塗布する。

(2) ピストン リングの合い口の方向を確認する。 (S2 -87参照)

(3) コネクテイング ロツドのボルト部にビニール チュープ等で

シリンダ，クランクシャフトの傷付き防止措置を施す。

(4) ピストン リング コンプレツサを使用して，フロント マー

クを前方にしてピストンをコネクテイング ロツド付きで，シ

リンダ ブロックに挿入する。

f!D ピストンとシリンダl草分解時と同じ組み合わせにする。

(5) ベアリング表面にエンジン オイルを十分塗布する。

(6) ベアリング キャップのフロント マークが前方になるよう取

り付け，ネジ部に少量のエンジン オイルを塗布する。

(7) ナットを 2-3回に分けて左右交Eに締め付ける。

F4713 T =500kg・cm

F4673 

(8) コネクテイング ロツド スラストすき聞を点検する。

(S 2 -73参照)

基準値 O.200-0.402mm 

限度 O.45mm 

スラストすき間測定後.No.1 シリンダのピストンを上死点に

セットする。

司ぞ Fゐ，. -

4 リヤ オイルシール リテーナ取り付け

(1)新品のガスケットを介して.オイル シール噂 リテーナをボル

ト6本で取り付ける。

T=65kg・cm

戸恥

~ 
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5 A55Y取り付け

ブロック

ケースベルトタイミング

A ケース~}レトタイミング新品のガスケットを介して，(1) 

ブロックに取り付ける。SSYをボルト 11本でシリンダ

ボルト)

ボルト)

T=195kg・cm(M 8 

T=375kg・cm(Ml0 

ストレーナ取スクリーンおよびオイルセ1'¥レータオイル6 

りイ寸け

スクリーンセ.dレータブラシを使用して，オイルワイヤ(1) 

ノTツキンプロックに付着しているシールおよびシリンダ

ブラックを清掃し，油脂分を取り除く。

J~ スクリーンの図に示す位置にシールセノtレータオイル(2) 

ブラックを塗布する。ツキン

パツキンの幅s64-5mmで塗布する。笹野・シール

Ml0X50mm 

A2480 

棚、

ブラックでふさがない。パツキン

パツキン塗布後5分以内に仮付けする。

セバレータをボルト 3本でシリン

-図中の A穴をシール

-シール

F4714 

塗忠

弘

〈

ク

U

しゅ⑤

ッ、いれ

-フJ
d
A
 

ンキツ，，
 

スクリーンオイル(3) 

ロックに取り付ける。

取り付け後，図(こ示す位置にl手e<-.&i (4) 

曙ゆ
布する。

、、

ふ、

ストレーナをボルト 3本オイル新品のガスケットを介して，

ボルト)

ナット)

(M 6 

T=195kg・cm(M 8 

で取り付ける。

T=85kg・cm

(5) 

F4715 

シールパツキンブラツヲ

周鵬、

パン取り付けオイル7 
F4672 

プラ

パツキン塗布箇所および合わせ面の脱脂を行う。

No.2の図に示す位置にシール ノfツキンノfン

シール

オイル

(1) 

(2) 

ツクを塗布する。

パツキンの幅.s64-5mmで塗布する。

パツキン塗布後5分以内に仮付けする。
や

No.2をボルト 6本でシリンダ ブロックに取り

パツキンは全周切れ目なく塗布する。

..・シール

-シール

-シール

ノTン

T=55kg・cm

付ける。

オイル(3) 

"-l 
cc断面

(ボルト穴周囲は内備に盗布)

F4716 

H~I 
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(4) オイルパンの図に示す位置にシールパツキン

塗布する o

e雷・シール

-シール

-シール

(5) オイル

T=55kg・cm

8 

(1) パイプ接続部に新品

(2) 

(3) タイミングベルト

で接続する。

9 ターボ オイルアウトレツト Jパイプおよび;r.

ンテーイング RH取り付け 、ぬ / 

(1) 新品のガスケッドを介して，ターJ ボ、オイル

パイプをボルト 3本でシリンダ

(2) エンジン マウンテイング

プロックに取り付ける。

10 オイルプレッシヤ スイッチおよびノック

11 ドレーン コック

12 エンジン マウンテイング LHおよ Jレタ

F酔

取り付け 、 q 刈子三;;yヨ パ 爪

日 SYおよびオイルペグ A'SSV 

ゴムlとエンジン、オイルを塗

，、~.~".'

:UJ唱

レンチ)

クーラ リリーフ β ルプで

(3)"ウオータ バイパス ホース No.4を取り付ける。 ・ -_-

(4) 新品のo リングにエンジシ "*イルを塗布して，オイル ι フ

イルタ エνメントを手?いっぱい締め付けケォ守ルクーラ
がそ

に取り付ける写 :; ~"与.... .，_. 
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14 シリンダヘッド取り付け

(1)図に示す方向に，新品のシリンダ ヘッド ガスケットを取り

付ける 0

6聾ガスケット取り付け前にシリンダヘッド下酒，シリンダ

ブロックよ面およびシリンダ ブロック オイル穴ボルト

穴を清掃する。

(2) シリンダヘッド ボルトのネジ部およびワツシヤ プレート

に少量のエンジン オイルを塗布する。

(3) インテークおよびエキゾースト マニホルド，カムシャフトf寸

きのシリンダ ヘッドをシリンダ ブロックに取り付ける。

(4) 工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して，シリンダヘッド

ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等に締め付ける。

T=650kg・cm

シリンダヘッド リヤ カバーおよびウオータ ホース取り

イ寸け

(1) 新品のガスケットを介して，ヒータ パイプおよびホ

zのシリンダヘッド リヤ プレートをボルト 2本，

個でシリンダ ヘッドに取り付ける。 持.

(2) 図に示すウオータ ホースを取り付ける。 、，
ウオータ バイパス パイプ No;，.2命取り

(1) 新品のガスケットを介して1wi!ウオ;"""，O.町 ノ

':: .• ~~~厳正

2zd軽い2本でウオータ でヴ年レツト

続智子、 d

17 ウオータ インレヅ"ト取り付け

(1) 新品のO リデ/およびガスケットを介して，ウオータ

レ芯トをボル，ト2本でシリンダ プロックじ取り付ける 0

2Y殺すウオータ ホースを取り付ける。

No. 

ングに接

イン

¥
¥
¥
 

ステー取り付け

パイプ No.lおよびNo.2取り付け

ターボオイルパイプ No.1お

プロックに接続する。

.誌占.:~:，. :_~，，~l~ 
e 、も t 、・ I~

~、九、ば、

ムザ
e
・Jt
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20 ターボウオータ ホース取り付け

21 サージタンク ステーおよびオイルレベルゲージガイ

ド取り付け

22 ウオータ バイパス ホース取り付け

(1) ウオータ バイパス ホース No.5をオイル クーラに取り付

ける。

23 フ ユ ー ヱ ル パ イ プ No.1取り付け

F 

(1) フユーエルパイプ No.1を，ナット 1個でシリンダヘッド 畑、

に取り付ける。

(2) 新品のガスケットを介して，フユーエルパイプ No.1をユニ

オン ボルトでフユーエル フィルタに取り付ける。

(3) 新品のガスケットを介してフユーエル パイプ No.1をパルセ

ーシヨン ダンパでデリパリ パイプに取り付ける。

24 P / 5 ポンプブラケット取り付け

(1) P I S ポンププラケットをボルト 5本でシリンダ プロツ

クに取り付ける。

25 オルタネータおよびアジヤステイング パー取り付け

26 A / C コンプレツサ ブラケット取り付け

(S 2 -57参照)

27 ポンプ ドライブシャフト プーリ取り付け

(S2-18:参照)
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F4710 

28 クランクシャフト タイミング プーリ取り付け

(S 2-1参照)

29 タイミングベルト アイドラ No.2取り付け

(S 2 -19参照)

30 タイミングベルト アイドラ No.1取り付け

(S 2 -19参照)

31 タイミングベルト取り付け

(S 2 -20参照)

32 シリンダヘッドカバー取り付け

(S 1参照)

33 タイミングベルト カバー No.2取り付け

(S 2 -23参照)

1G-GZEUI 

クランクシャフト ベアリング取り付け

..... 円七必ふよ
、 l軍事 'J/.f. ;;...:: ;，.~ 

..・ベアリング取り付け部およびベアリング裏面にエンジン

オイルを塗布しない。

• No.l ジャーナル ベアリングは.No.2-7 ジャーナル

ベアリングとサイズが異なるので，組み付け時に十分確認

すること。

(1)全周に油溝のあるアッパ ベアリングを，油穴を合わせてシリ

ンダ プロックに取り付ける。

(2) ロワー ベアリングを，クランクシャフト ベアリングキヤ

ツプに取り付ける a

(3) スラスト ワツシヤは油溝を外側に向け，ツパ付きのスラスト

ワツシヤをクランクシャフト ベアリング キャップ側に取り

付ける。

〈参考〉 スラスト ワツシヤ裏面にエンジン オイルを塗布すると

脱落しにくい。

2 クランクシャフト取り付け

曜墨書クランクシャフト，シリンダ ブロックおよびベアリング

を交換した場合は必ず油すき間を点検する。 (S2-80参照)

(1) アッパベアリング表面にエンジン オイルを塗布し，クラン

クシャフトを取り付ける。

(2) ロワー ベアリング表面にエンジン オイルを塗布し，クラン

クシャフト ベアリング キャップを打刻番号に合わせ，フロ

ント マークを前方にして取り付ける。
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エンジン オーバーホールーシリンダブロック
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F4711 

F4712 

F4713 

F4673 

(3) ネジ部に少量のオイルを塗布し，図に示す順序で左右均等に数

固に分けて締め付ける。

T =600kg・cm

(4) ベアリング キャップ締め付け後，クランクシャフトがスムー

スに回転することを確認する。

(5) クランクシャフト スラストすき聞を点検する。 (S2 -80参照)

基準値 O.020-0.222mm 

限度 O.3mm 

3 ピストン取り付け

t!D コネクテイング ロツド，ベアリングおよびクランクシヤ

フトを交換した場合は必ず油すき聞を点検する。

(52-79参照)

(1) シリンダ内壁，ピストン外周およびベアリング表面にエンジン

オイルを十分塗布する。

(2) ピストン リングの合い口の方向を確認する。 (S2 -87参照) 畑、

(3) コネクテイング ロツドのボルト部にビニール チューブ等で

シリンダ，クランクシャフトの傷付き防止措置を施す。

(4) ピストン リング コンプレツサを使用して，フロント マー

クを前方にしてピストンをコネクテイング ロツド付きで，シ

リンダ ブロックに挿入する。

e霊聾 ピストンとシリンダは分解時と同じ組み合わせにする。

(5) ベアリング表面にエンジン オイルを十分塗布する。

(6) ベアリング キャップのフロント マークが前方になるよう取

り付け，ネジ部に少量のエンジン オイルを塗布する。

(7) ナットを 2-3固に分けて左右交互に締め付ける。

T =500kg・棚

(8) コネクテイング ロツド スラストすき聞を点検する。

(S 2 -79参照)

基準値 O.200-0.402mm 

限度 O.45mm 

スラストすき間測定後.No.l シリンダのピストンを上死点に

セットする。

4 リヤオイルシール リテーナ取り付け

(1)新品のガスケットを介して，オイル シール リテーナをボル

ト6本で取り付ける。

T=65kg・cm

f欄鳳



岬旬、

川棚、

エンジン オーバーホールーシリンダブロック 2-97 

F4693 

F4714 

ιJ 

シールパツキンブラツヲ

F4715 

F4672 

戸 44vhz結果

A2595 

5 タイミングベルト ケース ASSY取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，タイミングベルト ケース A 

SSYをボルト 6本でシリンダ プロックに取り付ける。

6 オイルセバレータ スクリーンおよびオイルストレーナ取

り付け

(1) ワイヤ ブラシを使用して，オイルセバレータ スクリーン

およびシリンダ プロックに付着しているシールパツキン

ブラックを清掃し，油脂分を取り除く。

(2) オイルセバレータ スクリーンの図に示す位置にシールパ

ツキン ブラックを塗布する。

.，・シール パツキンの幅 O4-5mmで塗布する。

・圏中のA穴をシールパツキン ブラックでふさがない。

・シール パツキン塗布後.5分以内に仮付付する。

(3) オイルスクリーン セバレータをボルト 3本でシリンダ プ

ロックに取り付ける。

(4) 取り付け後，図に示す位置にシールパツキン プラックを塗

布する。

(5) 新品のガスケットを介して，オイル ストレーナをボルト 3本

で取り付ける。

T=85kg・cm (M 6 ボルト)

T=185kg.叩 (M8 ナット)

7 オイルパン取り付け

(1) シール パツキン塗布箇所および合わせ面の脱脂を行う。

(2) オイルパンの図に示す位置に，シールパツキン ブラック

を塗布する。

..・シール パツキンの幅 O4-O5mmで塗布する。

・シール パツキンは金周切れ目なく塗布する。

・シール パツキン塗布後. 5分以内に仮付けする。

(3) オイルパンをボルト 22本，ナット 2個でシリンダ プロック

に取り付ける。

T=55kg・叩
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エンジン オーバーホールーシリンダ フ・ロック

8 ウオータ パイプ取り付け

(1) タイミングベルト ケースのウオータ インレツト パイプ

接続部に新品のガスケットを取り付ける。

(2) ウオータ インレツト パイプを，ボルト 1本でシリンダ ブ

ロックに取り付ける。

(3) タイミングベルト ケースとウオータ インレツト パイプ

をナット 2個で接続する。

(4) ウオータ ポンプ ステーをボルト 2本で取り付ける。

F4691 (5) 新品のガスケットを介して，ウオータ パイプをボルト 1本，

F4690 

F5097 

ナット 2個で取り付ける。

9 エンジン マウンテイング R H取り付け

(1)エンジン マウンテイング RHをボルト 3本，ナット 1個で

シリンダ プロックに取り付ける。

10 ドレーン コック プラグ取り付け

11 オイル プレッシヤ スイッチおよびノック センサ取り付け

12 エンジン マウンテイング LHおよびフユーエルフィルタ

取り付け

13 オイル フィルタ エレメント取り付け

(1) 新品のO リングにエンジン オイルを塗布して，オイル フ

イルタ エレメントを手でいっぱい締め付け，シリンダ プロ

ックに取り付ける。

14 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 取 り 付 け

伊

(1) 図に示す方向に新品のシリンダヘッド ガスケットを取り付 畑、

ける。

e墨書ガスケット取り付け前にシリンダヘッド下菌，シリンダ

ブロック上面およびシリンダ ブロック オイル穴，ボル

ト穴を清掃する。

(2) シリンダヘッド ボルトのネジ部およびワツシヤ プレート

に少量のエンジン オイルを塗布する。

A2735 (3) インテークおよびエキゾースト マニホルド，カムシャフト付

'~ I きのシリンダ ヘッドをシリンダ プロックに取り付ける。

F4662 

(4) 工具(ヘキサゴン レンチ)を使用して，シリンダ ヘッド

ボルトを図に示す順序で数回に分けて均等に締め付ける。

T=650kg.叩
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15 ウオータ ホース取り付け

(1) 図に示すウオータ ホースを取り付ける。

16 ウオータ バイパスパイプ No.1取り付け

(1)新品のガスケットを介して，ウオータ バイパス パイプ No・

1をナット 3個で取り付ける。

17 サージタンク ステ- No.1取り付け

18 フ ユ ー エ ル パ イ プ No.1取り付け

(1) フユーエルパイプ No.1を，ナット 2個でシリンダヘッド

に取り付ける。

(2) 新品のガスケットを介して，フユーエルパイプ No.1をユニ

オン ボルトでフユーエル フィルタに取り付ける。

(3) 新品のガスケットを介してフユーヱルパイプ Nι1をパルセ

ーシヨン ダンパでデリパリ パイプに取り付ける。

19 スーパーチャージャ ブラケット取り付け

F4684 ( S 2 -62参照)

20 スーパーチャージヤ取り付け

(S 8参照)

21 エアアウトレツト ダクト No.2取り付け

(S 8参照)

22 エ ア ホ ー ス No.1取り付け

(S 8参照)

23 ファンベルト アジヤステイングパー取り付け

(S 8参照)
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24 オルタネータ ブラケット No.2取り付け

(S 8参照)

25 オルタネータおよびアジヤステイング パー取り付け

26 ポンプ ドライブシャフト プーリ取り付け

(S 2 -23参照)

27 クランクシャフト タイミング プーリ取り付け

(S 2 -23参照)

28 タイミングベルト アイドラ No.2取り付け

(S 2 -24参照)

29 タイミングベルト アイドラ No.l取り付け

(S 2 -24参照)

30 タイミングベルト取り付け

(S 2 -24参照)

31 シリンダヘッドカバー取り付け

(S 1参照)

32 タイミングベルト カバー No.5取り付け

(S 2 -27参照)

33 ウオータ アウトレツト取り付け

(S 2 -28参照)

34 V リブドベルト取り付け

伊

畑、
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排出ガス浄化装置一空燃比補償装置 3-3 

準備晶

テスタ，トヨタ エレクトリ
09082-00012カ CO・HCj濃度測定用

，1-

サブハーネス 。 セン
09842-20010サチェッヵ ， v. O. センサ チェッカ接続用 (lG-GZEU用)

ハーネス，アイドルアジヤ
09842-30031 ステインク トヨタ エレクトリカル テスタ接続用

ワイヤ，タコパルス ピツ
09843-18010 クアップ 回転計接続周

09990-00111 チェッヵ， O. センサ CO・HC濃度測定用

ワイヤ， O. センサチヱツ
82992-20010カ O. センサ チェッヵ接続用(lG-GTEU用)

F4353 

インジエクタ作動音確認用

空燃比補償装置

空燃比補償装置システム点検

エンジン暖機

基準 冷却水温 80-90.C

2 テスタ取り付け

(1)回転計およびタイミング ライトを取り付ける。 (S1参照)

3 点火時期およびアイドル回転数点検

(S 1参照)

4 空燃比補償装置システム点検

|02 センサ チェッカによる点検|

(1) チェック コネクタに計器(チェッカ ワイヤ)を取り付け，

02 センサ チェッヵを取り付ける。 (1G-GTEU) 

固
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排出ガス浄化装置一空路比補償装置

F3926 

@02七〉ザチエヲカ

申
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Z7041 

F4343 5 H -18-1 

(2) サービス端子に計器(サブハーネス)を取り付け， 02 セン

サ チェッカを取り付ける。 (IG-GZEU)

(3) エンジン回転を2500rpmで約90秒間保持し， O2 センサを暖機

する。

(4) T特 E 1端 子 (T端子)を短縮する。

(5) エンジン回転を2500rpmで保持した状態で， O2 センサ チ ェ

ッカのロータリ スイッチをVF位置にし，指針が 0-約 5V聞

で振れることを確認する。また Ox ランプの点滅回数を測定す

る。

基準 10秒間に 8回以上指針が振れること

10秒間に 8回以上Ox ランプが点滅すること

(6) T特 E1端子 (T端子)を開放する。

(7) アイドル回転でVF電圧を測定する。

基準値 2.5::!::0.6V lG-GTEU 

2.5::!::0.5V 1 G-G Z E U 

トヨタ エレクトリカル テスタによる点検|

信墨書・内部抵抗の小さいサーキット テスタを使用すると正しく

電圧表示されないため，トヨタ エレクトリカル テスタ

以外のテスタを使用する場合は内部抵抗40KO以上のもの

を使用する。

・チェック コネクタの接続位置を間違えると散障の原因に

なるため絶対間違えない。(1G-GTEU) 

・誤接続すると O2 センサを破損するおそれがあるため，

伊

点検，調盤は必ず計器を使用する。(1G-GZEU) 帰帆

(1) テスタのロータリ スイッチを20V レンジにする。

(2) チェック コネクタのVF端子にテスタの@端子 ，E1端子にテ

スタのθ端子を取り付ける。 (1G-GTEU) 
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排出ガス浄化装置一点火時期制御装置 3-5 

(3) サービス端子に計器(サプハーネス，ハーネス)を接続しテ

スタの@端子をハーネスの赤(丸型)， e端子を黒(丸型)端

子に接続する。(lG -G  Z E U) 

(4) T特 El端子 (T端子)を短絡する。

(5) エンジン回転を2500rpmで約90秒間保持し， 02 センサを暖概

する。

(6) エンジン回転を2500rpmで保持し，テスタの指示が 0-約 5V

聞で変化することを確認する。

F3928 基 準 10秒間に 8回以上変化すること

(7) T-E1端子 (T端子)を開放する。

(8) アイドル回転でエレクトリカル テスタの指示を測定する。

基準値 2.5::!::0.6V 1 G-GTEU 

2.5::!::0.5V 1 G-GZEU 園

点火時期制御装置

点火時期制御装置システム点検

エンジン暖機

基準 冷却水温 80-90.C

2 テスタ取り付け

(1)回転計およびタイミング ライトを取り付ける。 (S1参照)

3 点火時期制御装置システム点検

(1) アイドル回転数を点検する。

基準値 600-700rpm 

(2) T特 El端子 (T端子)を短絡したときの点火時期を確認する。

基準値 BTDC 8-12・

GS制20 5 H -18-1 F3925 
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排出ガス浄化装置ー減速時制御装置

FOl83 

A2495 

F 4994 

(3) T特 El端子 (T端子)を開放したときの点火時期を確認する。

基準値 B T DC  12。以上

(4) エンジン回転をあげたとき，点火時期が進角することを確認す

る。

減速時制御装置

減速時制御装置システム点検

エンジン暖機

基準 冷却水温 80-90.C

2 回転計取り付け

(S 1参照)

3 ダッシユポット用ホース取りはずし

4 減速時制御装置システム点検

(1) エンジン回転を2500rpmにする。

(2) サウンド スコープを使用し，インジエクタの作動音を確認し

ながらスロットル パルプを全閉にしたとき，インジエクタの

作動音が一瞬止まり，その後再度作動音がすることを確認する。

基準 フユー工ルカット回転数約1550rpm 1 G-GTEU 

約1350rpm 1 G-GZEU 

復帰国転数 約 950rpm.. AjC OFFの状態で行う。

〈参考〉 サウンド スコープのかわりにインジエクタに指を当てて

も確認は可能で、ある。

スロットルポジシヨン センサ点検

lDL特 E2端子間抵抗点検

(1) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取りはずす。

(2) スロットル ストップ スクリユとレバーの聞にシックネス

ゲージをはさみ 1D L-E1 聞の導通を点検する。

基準値 導通あり O.51mm 1 G-GTEU 

O.30mm 1 G -G Z E U 

導通なし 0.81 mm 1 G -G T E U 

O.60mm 1 G-G Z E U 

伊

伊、
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EFI システムートラブル シユーテイング

C1661 

トラブJレ シユーテイング

本トラブル シユーテイングはEFI装置が起因する項目を主体に

各不具合現象ごとに記載しであります。従って，エンジン本体関係

が起因する事項は点検項目のみ記載しであります。

..・燃料系部品の点検，脱着および電気系統部品の闘を行う場合

は，ダイアグノーシス コードを読み取った後，バッテリ θ 

ターミナルを取りはずす。

・燃料経路を切り離す場合は，作業の前に燃料流出防止作業 (s

4-12参照)を行い周囲に燃料が飛散しないよう，ウエス等をあ

てがう。また，組み付け後，燃料漏れ点検(s4-14参照)を行う。

・各配線のコネクタをはずす場合，コネクタ本体を持って行い，絶

対に配線を引っ張らない。また接続時は確実にはめる。

準備品

ツールセット，インジヱク
09268-41045 シヨン メジャーリング インジエクタ点検用

テスタ，トヨタ ヱレクトリ
09082-00012 カ 各部測定用

'L-

09083-00060ミニテスト リード コンピユータ点検用

ワイヤ E. EF  I インス
09842-30060 ペクシヨン インジエクタ点検用

09842-30050 ワイ~ヤン、 A. EF  I 
インス

コールド スタート インジエクタ点検用
ペ ヨン

(側パンザイ
ゲージI EF  I フユーエル

扱い
プレッシヤ

燃圧点検用

TB-706 

インジエクタ作動音確認用

インジエクタ点検用

P 

(縛帆
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周鵬、

EFI システムートラブル シユーテイング 4-3 

F4091 

三〉
F3930 

F3942 

トラブル シユーテイング

トラブル シユーテイングの進め方

1 基本点検

2 ダイアグノーシスによる点検

(1) ダイアグノーシス コードを読み取る。

(2) ダイアグノーシス コードが異常を出力した場合，ダイアグノ

ーシス指示項目の点検を行う。

3 トラブル現象別チャートによる点検

(1) ダイアグノーシス コードを出力しない場合，トラブル現象別

チャートに示す項目を番号順に点検する。

基本点検

不具合原因の探究を行う場合，事前に下記項目の点検を行う。

電源点検

(1) パツテリ電圧を点検する。

基準値 12V 

固
(2) パツテリ，ヒューズ，ヒユージプル リンク，アース状態，ワ

イヤ ハーネス，コネクタの接続状態を点検する。

2 インジエクタ作動点検

(1) クランキング時，インジエクタの作動音(カチ カチ音)が，

することを点検する。

3 燃圧点検

(1) クランキング時，パルセーシヨン ダンパ頭部のスクリユが飛

び出している乙とを点検する。

4 火花点検

(S 9参照)

5 1 SCV作動点検

(1) エンジンを始動し停止させたとき，停止直後に ISCVの作動

音(カチ カチ音)がすることを点検する。



4-4 EFI システムートラブル シユーテイング

CHECK 
B5784 

自 S刷20 SH-18-1 

F3925 

〈正常時〉

点灯

泊灯

夕、イアグノーシス

ダイアグノーシスによる点検

バッテリ電圧点検

基準約12V

..  バッテリ電圧が低いと鼠診断の恐れがある。

2 チェック エンジン ウオーニングランプ点検

(1) イグニツシヨン スイッチをONにし，チェック エンジン

ウオーニング ランプが点灯することを確認する。

〈参考〉 ランプが点灯しない場合は，配線の断線.ヒューズ切れ，

パルプ切れが考えられる。

3 ダイアグノーシス コード読み取り

(1) スロットル パルプを全閉(1DL接点ON)，シフト位置Nま

たはP レンジ (AI.T車)にする。

(2) チェック コネクタのT特 E.端子を短絡する。 (1G-GTE 

U) 

@聾 短絡位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違え

ない。

(3) T端子を短縮する。 (1G-GZEU) 

(4) チェック エンジン ウオーニング ランプの点誠回数を読み

取る。

〈参老〉 コードを表示しない(ランプが点滅しない)場合は， T端

子系の断線.コンピユータ不良が考えられる。

(5) ダイアグノーシス コードが異常を出力した場合は、ダイアグ

ノーシス トラプル コード一覧表より判断する。

4 ダイアグノーシス コードの記憶消去

(1) 異常箇所修理後， EF 1 ヒューズ (15A)を取りはずす。

接続後，正常コードが出力されることを確認する。

〈異常時>(トラブル コード“21・と "32"出力時}

F072由

(!IO齢
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伊民



優先 コード

順位 番号
診断項目

1 11 +B系統

2 12 回転信号系統
掃除

3 13 回転信号系統

4 14 点火信号系統

0， センサ信号
5 21 

系統

6 22 水温信号系統

7 24 吸気温信号系統

訓験問

エア フロー
8 31 

メータ信号系統

エアフロー
9 32 

メータ信号系統

10 34 過給圧系統

11 35 圧力センサ系統

スロットルポ

12 41 ジシヨン セン

サ信号系統

13 42 車速信号系統

EFI システムートラブル シユーテイング 4-5 

ダイアグノーシスのトラブル コード一覧表

チェック エンジン ランプの点滅

点滅回数/サイクル

JUL 
山1JL

JUUUL 

1川山L

即日L

JULJUL 

JlJUl叩L

J1JlILJL 

JlJlJU止

皿山山UL

JUlJLJ山山L

川肌L

川肌JlJL

〈参考〉・異常箇所が 2項目以上ある時は優先順位の順に表示する。

・コード番号11 (+B系統)が発生した場合，他のコードを

出力しない。

・コード番号51 (スイッチ信号系統)はダイアグノーシスの

記憶メモリに記憶されない。

診 断 内 容 点 検 内 容

+Bが瞬時断線したときに表示 ① 1 G スイッチ，メーン リレー系

(ヒューズ，ワイヤ ハーネス類含む)

② ECU 

クランキング中およびクランク後にクラン ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

ク角信号 (G，.G，. Ne) が数秒ECUに入 (クランク角.スタータ信号系統)

力されなかったとき表示(クランキングは ②ディストリビュータ

2秒以上行ったとき) ③ ECU 

エンジン回転数が1000rpm以上でNe信号が

数秒 ECUに入力されなかったときに表

耳ミ

クランキング中およびエンジン運転中イグ ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

ナイタからの信号が同一グループで 3点火 (イグナイタ +BおよびIGf.IGt.系統)

以上連続入力されないとき表示 ②イグナイタ

③ECU 

エンジン回転数が1500rpm以上で冷却水温 ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

50'C以上の高負荷状態が数分間続いた状態 (V.. Ox系統)

で0，センサ信号が数秒間リーンのとき表 ② 0，センサ

耳τ ③ECU 

水温信号がオープンまたはショートになっ ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

たとき表示 ②水温センサ (水温センサ系統)

③ECU 

吸気温信号がオープンまたはショートにな ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

ったとき表示 (吸気温センサ系統)

②吸気温センサ(エア フロー メータ)

③ECU 

エア フロー メータのVc信号がオープン ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

またはVs-E，聞がショートしたとき表示 (Vc• Vs • E，端子系統)

(アイドル接点ON時) ②エア フローメータ

③ ECU 

エア フロー メータのE.信号がオープン <Dワイヤ ハーネスおよびコネクタ

またはVs-Vc聞がショートしたときに表 (¥ι. ¥ら.E.端子綾統)

ヨミ ②エアフローメータ

③ECU 

水温70'C以上で過給圧異常と判断し，フユ ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

ーエル カットを行ったとき表示(注) (過給圧系統)

② ECU 

水渇70'C以上で吸入空気量が基単値以下の ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

とき，過給圧力が異常圧力を示した場合に (圧力センサ信号系統)

表示 ②圧力センサ

③ ECU 

PSW信号がONかつIDL信号が ONの ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

とき表示 (スロットルポジシヨン センサ系統)

②スロットルポジシヨン センサ

③ ECU 

エンジン回転数が3000rpm以上かつニュー ①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

トラルスタート スイッチOFFにて， (車速センサ系統)

10秒以上車速入力されないとき表示 ②車速センサ

③ ECU 

固



4-6 EFI システムートラブル シユーテイング

優先 コード
診断項目

チエツヲ エンジン ランプの点滅
診 断 内 容

順位 番号 点滅回数/サイクル

スタータ信号系 JUlJlJU山L
車速Okm/hでエンジン回転数が800rpm以上

14 43 になるまでSTA信号が入力されなかった
統

とき表示

エアコン ON. 1 DL接点OFFまたは

スイッチ信号系

- 山L
“N".“P"レンジ以外のとき表示

15 51 
統 ただし記憶はしない

エンジン回転数が2000rpm以上でノック

16 52 ノック信号系統 皿旧UUl
センサのいずれかからの信号がコンピユー

タに入力きれないとき表示

インタークーフ コンピユータからの信号

サプラジエー MMJLJ1JlJ1Jl 
が所定値以上OFFの場合に表示

17 54 
タ系統

(注)エア フロー メータ異常時にも出力することがあります。(この堕F旦盟主さ，n:t.1喝合があります。)

|1G-GZEUI 
f午

優先 コード 診 断デー尋項タ 目 チエツタ エンジン ランプの点滅
診 断 内 容

順位 番号 一μ 点滅回数/サイクル

一.

JLJL 
+Bが瞬時断線したときに表示

1 11 +B系統
、ょ

クランキング中およひ・クフンク後にクラン

回転信号系統 L町L ク角信号 (G..G，. Ne)が数秒ECUに入
2 12 

力されなかったとき表示(クランキングは
~，~.悦

2秒以上行ったとき)

エンジン回転数が1000rpm以上でNe信号が

1山L3 13 回転信号系統 ECUに入力されなかったときに表示

クランキング中およびエンジン運転中イグ

1皿山L
ナイタからの信号が同一グループで 3-4

4 14 点火信号系統 点火以上連続入力されないとき表示

(注 1)(注 2)

エンジン回転数が1500rpm以上で冷却水温

0， センサ信号 JULJL 50'C以上の高負荷状態が数分間続いた状態
5 21 

系統 で0， センサ信号が数秒間リーンのとき表

耳て

水温信号がオープンまたはショートになっ

6 22 水温信号系統 JULJUL たとき表示

吸気温信号がオープンまたはショートにな

吸気温信号系統 肌川町L ったとき表示
7 24 

エア フロー メータのVc信号がオープン

エア フロー JliliUL またはV.特 E，聞がショートしたとき表示
8 31 

メータ信号系統 (アイドル接点ON時)

エア フローメータのE，信号がオープン

エア フロー JUULJUL またはVs....丸聞がショートしたときに表
9 32 

j ータ信号系統 耳ミ

PSW信号がONかつIDL信号がONのと
スロットルポ

J1IlMJL き表示
10 41 ジシヨン セン

サ信号系統

エンジン回転数が2600rpm以上かつニュー

車速信号系統 川肌J1IL
トラル スタート スイッチOFFにて，

11 42 10秒以上車速入力されないとき表示

点 検 内 容

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(スタータ信号系統)

② ECU 

①ニュートフル スタート スイッチ系統

(A /T車)

②エアコン スイッチ

③ ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(ノック センサ系統)

②ノックセンサ

③ ECU ④トルク コンパータすべり

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(インタークーラ系統)

②冷却水量，電動ポンプ.冷却水レベル

センサ

③インタークーラ コンピユータ

G 50108 

戸

点 検 内 容

① 1 G スイッチ..)1ーン リレー系

(ヒューズ，ワイヤ ハーネス類含む)

② ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(クランク角，スタータ信号系統)

②ディストリビュータ

③ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(イグナイ件B山間 IGhmB系統統)
イグニツシヨン コイル.+

②イグナイタ，イグニツシヨン コイル

@ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(時.0，系統)

② 0，センサ

③ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ
戸跡

(水温センサ系統)

②水温センサ

③ ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(吸気温センサ系統)

②吸気温センサ(エア フロー メータ)

③ ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(Vc• Vs. E，端子系統)

②エアフローメータ

③ ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネヲタ

(Vc • V.. E，端子接続)

②エア フローメータ

③ ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(スロットルポジシヨン センサ系統)

②スロット Jレポジシヨン センサ

③ ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(車速センサ系統)

②車速センサ

③ECU 



凋 験ヘ

綱、

EFI システムートラブル シユーテイング

優先 コード
診断項目

チエツタ エンジン ランプの点滅
診 断 内 容

順位 番 号 点滅匝数/サイクル

スタータ信号系

皿肌川1
車速Okm/hでエンジン回転数が800rpm以上

12 43 になるまでSTA信号が入力されなかった
統

とき表示

エアコン ON， 1 DL緩点OFFまたは

スイッチ信号系

皿山UL“N"，“P"レンジ以外のとき表示
13 51 

統 ただし記憶はしない

エンジン回転数が2000rpm以上でノック

川町UULセンサのいずれかからの信号がコンピユー
14 52 ノック信号系統

タに入力されないとき表示

(注 1) 6000rpm以上の高回転でイグニツシヨン スイッチを OFFにしたとき検出することがあります。

(注2) 中高速回転時イグニツシヨン スイッチを瞬時OFFにしたとき検出することがあります。

4-7 

点 検 内 容

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(スタータ信号)

② ECU 

①ニュートラル スタート スイッチ系統

(A / T車) ②エアコン スイッチ

③スロットルポジシヨン センサ IDL 

系統 ④ ECU 

①ワイヤ ハーネスおよびコネクタ

(ノック センサ系統)

②ノック センサ

③ ECU ④トルク コンパータすべり

F3941 

電量



4-8 

トラプJレ現象

点検項目

エンジン コントロール コンピユータ

エア フローメータ

申j ディストリビュータ

カム ポジシヨン センサ

御 水温センサ

系 スロット Jレポジシヨン センサ

統
ニュートラル スタート S/W 

ノック センサ

エアコン S/W 

点火系統 イグナイタ，イグニツシヨン コイル

電源系統 イグニツシヨン S/W，メーン リレー

コールド コ-)1.-ド スタート インジエクタ

スタート

系 統 スタート インジエクタ タイム S/W 

ソレノイド レジスタ

インジエクタ
燃

7ユーエルポンプ

料

フユーエルポンプ リレー

系

サーキット オープニング リレー

統
プレッシヤ レギユレータ

フユーエル ライン

フユーエル フィルタ

吸
スロットル ボデー

気

系

統
ISCV 

.f の 他

EFI システムートラブル シユーテイング

参 照

ページ

4-55 

4 -39 

S9 

4-50 

4-40 

4-58 

4 -58 

S9 

4 -51 

4-20 

4-53 

4 -53 

4-29 

4 -17 

4-54 

4 -52 

4 -12 

4-45 

4 -50 

¥ 

トラブル現象別チャートによる点検

始

初爆がな

L、

11 

1 

7 

4 

6 

5 

10 

2 

3 

8 

9 

..・各項目を点検する前に，基本点検(電源点検，インジエク

タ作動点検，燃圧点検，火花点検， ISCV作動点検)を

~T う。

・枠内の番号順に点検を行う。

動 性 不 良 7 イ ド Jレ 不 調

初爆はあ 77ース 7イドル アイドル アイドル アイドル
始動しにくい

るが完爆 ト アイ 回転数 回転数 不安定 時ハンチ

はしない ドル効か 高い 低い ング

冷問 温問 常時
ず

8 6 3 6 5 6 2 

l 4 2 

2 3 1 3 

4 4 

1 

5 2 

2 2 

1 1 

5 5 

3 
3 

{もれ}
1 

2 4 

5 

7 1 3 

4 

1 

6 5 2 2 3 1 

3 
スJ号ーク

プラグ

4 

エアもれ

伊

戸、



EFI システムートラブル シユーテイング 4-9 

トラプル現象 ドライパピリテイ不調 エ ン ス ト

参照

加速時 F電ツク 出 カ 黒煙を 走行中 異 音 始動後 エンスト アタセル アクセル クーラ

息つ量 77イヤ 不 足 I孟 〈 ハンチン ノツキン L..li'らく するが再 を踏むと を障すと o N で

ページ する グ グ するとエ 始動可飽 エンスト エンスト エンスト

点検項目
ンスト

エンジンコントロールコンピユータ 4 -55 11 6 11 4 2 8 4 4 5 4 

エ7 7ロー メータ 4 -39 4 4 6 2 3 1 3 

車j ディストリビュータ

カムポジシヨンセンサ
S9 1 1 

御 水温センザ 4 -50 2 1 5 3 2 

系 スロットル ポジシヨン センサ 4 -40 1 2 2 3 1 3 3 

統
ニュートラル スタート S/W 4 -58 棚、
ノック センサ 7 4 2 

エアコン S/W 4 -58 2 

点火系統 イグナイタ，イグニツシヨン コイル S9 8 5 

電源系統
イグニツシヨン S/W， 

メーン リレー
4 -51 

コールド コールド スタート インジエクタ 4 -20 

スタート

系 統
スタート インジエクタ

4 -53 
タイム S/W 

ソレノイド レジスタ 4 -53 

インジエクタ 4 -29 3 3 3 1 
燃

フユーエル ポンプ 4-17 10 9 7 

料

フユーエル ポンプ リレー 4 -54 9 8 6 

棚、 系

サーキット オープニング リレー 4 -52 

統
プレッシヤ レギユレータ 4 -12 10 

フユーエル ライン
5 

フユーエル フィルタ
1 4 

吸
スロットル ボデー 4 -45 

気

系

統
ISCV 4 -50 2 2 1 

¥ 
6 7 5 1 1 

スJ守ーク 1バータ オーパー V， 調 整 V，調整

そ の 他 プラグ プラグ ヒート 不 良 不 良

4 

エア也れ



4-10 EFI システムーフユーエルシステム

フユーエル システム

系統図

lG-GTEU 

f骨h

v 

lG-GZEU 

戸弘

F4774 F4775 



EFI システムーフユーエル システム 4-11 

準備品

⑮:::::lP 09268-41060ユニオン No.3 インジエクタ点検用

'.・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーー..一一ーーーーーーーーーーーーーー・・・・ーーーーーーーー・・ーーーー守一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・ーーーーー__....__.__L.ーーーーーー一一ーーーーーーーーー'ーーーーーーー・・・・・ーーーーーー・・・ーーーー-ー一一司ーーーーーー一一ーーーーー・・

⑦クP コールド スタート インジエクタ点検用09268-41080ユニオン No.6

目・・ーーーーーーーーー-ーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーーーーーーー・・・・・ーーーーー・・・・・・ーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・ーーーーーー-_.._-_.--1-.ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーー・・・・・ーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・

SST @タ インジエクタ点検用90405-09015ユニオン No.l

調穂ヘ

」 ーーー・...ーーーーーーーー・・・ーーーーーーーーーーー・.・・・・・・・・・・ーーーーーー・ーーーーーーーーーーー・ーーー.._-・・ーーーーー・.....ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.........ーー・・・・・・・_------，-

@ 

d ググ

修~

違議
刈開ヘ

針器|

スコープサウンド

その他

90467-13001 クリップ

インジエクタ点検用

コールド スタート インジエクタ点検周

95335-08070ホース

レンチセット，パワース
09631-22020 

テアリングホースナット
フユーエル ホース脱着用

H
Y
 

且

Pクレエタヨ
且

Fタス
ル

テ

カ
内£au 

au 
au 

の

aas 
n
u
 

倫理au 
各部測定用

09083-00060 ミニテスト リード コンピユータ点検用

ワイヤ A. EF I インス
09842-30050 、 |コールド スタード インジエクタ点検用

ペクシヨ J

ワイヤ E. EF I インス
09842-30060 、 |インジエクタ点検周

ベクシヨ J

(樹パンザイ

銀い

TB田 706

ゲージ. EF I フユーエル

プレッシヤ
燃圧点検用

インジエクタ作動音確認用

インジエクタ点検用



4-12 

コ古nl¥

EFI システムーフユーヱル システム

F4719 

86970 

88101 

F4720 SH-18-1 

燃料流出防止作業

|1Gー GTEUI

(1) ラツゲージ カーペットを取りはずす。

(2) サービス ホール カバーを取りはずす。

(3) フユーエル ポンプ用コネクタ (2極)を切り離す。

(4) エンジンを始動し，自然に停止した後イグニツシヨン スイツ

チをOFFにする。

(5) フユーエル ポンプのコネクタを接続する。

|1G-GZEUI 

(1) ラツゲージ コンパートメント トリム カバーを取りはずす。

(2) フユーエル ポンプ用コネクタ(黄色)を切り離す。

(3) エンジンを始動し，自然に停止した後イグニツシヨン スイツ

チをOFFにする。

(4) フユーエル ポンプのコネクタを接続する。

車上点検

フユーエルポンプおよびプレッシヤ

タ点検

フユーヱルポンプ作動点検

(1) イグニツシヨン スイッチをONにする。

e聾エンジン俗始動しない。

レギユレー

(2) チェック コネクタのFp特 +B端子を短絡し，フユーエル

ポンプを作動させたとき，ポンプの作動音がする乙とを確認す

る。 (1G-GTEU) 

..  短絶位置を間違えると故障の原因になるため，絶対に間違

えない。

〈参考〉 フユーエル ポンプがタンク内蔵式のため作動音が聞きと

りにくい場合は，フユーエル タンク キャップを取りは

ずし注入口から確認する。

~ 
〆州、，

戸跡



岬風、

綱"'"

EFI システムーフユーエル システム 4-13 

F3932 

⑤ 
F3930 

F3940 

F4721 

(3) フユーエル ポンプ短絡用端子を短絡し，フユーエル ポンプ

を作動させたとき，ポンプの作動音がすることを確認する。

(1 G-GZEU) 

〈参考〉 フユーエル ポンプがタンク内蔵式のため作動音が聞きと

りにくい場合は，フユーエル タンク キャップを取りは

ずし注入口から確認する。

(4) クランキング時，パルセーシヨン ダンパ頭部スクリユが飛び

出していることを点検する。

2 燃圧点検

(1)燃料、流出防止作業を行う。 (S4 -12参照)

(2) フユーエル チュープをデリノ苛リ パイプ側で取りはずす。

..  フユーエルパイプラインに若干残圧があるため，ウエ

ス等で覆い，燃料を飛散させない。

(3) コールド スタート インジエクタのコネクタをはずす。

(4) デリパリ パイプに燃圧計を取り付ける。

(5) エンジンを始動する。

(6) プレッシヤ レギユレータからパキューム ホースをはずしふ

さぐ。

(7) アイドル回転時の燃圧を測定する。

基準備 2.4-2.8kg/cnl 

(8) プレッシヤ レギユレータにバキューム ホースを接続したと

きの燃圧を測定する。

基準値 約2.0kg/cnl



4-14 EFI システムーフユーエル システム

F4720 5 H -18-1 

F3932 

F4091 

F4722 

(9) エンジンを停止する。

(10) 燃料流出防止作業を行う。 (S4 -12参照)

(11)燃圧計を取りはずす。

..  フユーエルパイプラインに若干残圧があるため，ウヱ

ス等で覆い，ガソリンを飛散させない。

(12) 新品のガスケットを介してフユーエル チューブをデリパリ

パイプに取り付ける。

T=180土30kg・cm

(13) コールド スタート インジエクタのコネクタを接続する。

(14) 燃料の漏れを点検する。

①イグニツシヨン スイッチをONにする。

②チェック コネクタのFp-+B端子を短絡し，フユーエル

ポンプを作動させる。(1 G -G T E U) r-
..短絡位置を間違えると故障の原因になるため，絶対に間違

えない。

③フユーエル ポンプ短絡用端子を短縮する。(lG-GZE 

U) 

④燃圧のかかった状態で燃料経路の漏れを点検する。

インジエクタ点検

1 作動音点検 畑

(1) サウンド ぷコープを使用して，アイドル回転時またはクラン

キング時の，各インジエクタの作動音を点検する。回転数が増

せば作動音も増すことを確認する。

a量 点検しているインジエクタが作動していないときでも，他

のインジエクタの作動音が聞こえることがあるのでよく聞

きわける。

2 端子間抵抗測定

(1) インジエクタからコネクタを取りはずす。

(2) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値 1.8-3.40 (冷問時)

コールド スター卜 インジエクタ点検

端子間抵抗測定

(1) コールド スタート インジエクタのコネクタを取りはずす。

(2) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値 4.0-4.50 (冷問時)



EFI システムーフユーヱル システム 4-15 

フユーエル ポンプ(タンク内蔵式)

回路図

lG-GTEU 
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ポンプ

EFI メーン リレー
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7ユーエルポンプリレー
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サーキット オープニンヴ
リレー

F4749 F4221 



4-16 EFI システムーフユーエル システム

構成図，断面図

lG-GTEU 

ブラケット サ"1 ASSY， 
フユーエルポンプ

7イル9軍

フユーエルポンプ

戸弘

ポンプ ASSY，
フユーエル

リンダ

lG-GZEU 

カバー，ポンプ

r-

ガスケット

一句

の

r
一吻

7イ J~9 ， I 
フユーエルポンプ|

ラJ(-，ヲツシヨン

.・…・・再使用不可部品

F0217 B6601 B5769 



調鵬、

刷版

EFI システムーフユーヱル システム 4-17 

F0203 

F0220 

F0221 

B5771 

フユーエル ポンプ点検

1 作動点検

(1) コネクタの端子にパツテリ電圧をかけ，モータが回転する乙と

を確認する。

信墨書・点検は短時間 (10秒以内)で行う。

・ポンプはバッテりからできるだけ離す。

・スイッチング作用は必ずバッテリ側で行う。

2 抵抗測定

(1) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値 0.2-3.00 

フユーエルポンプ分解

ブラケット サブ ASSY取りはずし

(1) ナット 2個を取りはずし，配線を取りはずす。

(2) ホース クリップをずらし，フユーエル ポンプ ASSYか

らブラケット サプ ASSYを取りはずす。

(3) クッシヨン ラパーを取りはずす。

2 フユーエルポンプフィルタ取りはずし

(1) クリップをはずし，フユーエル ポンプ ASSYからフィル

タを取りはずす。

フユーエルポンプ組み付け

フユーエルポンプフィルタ取り付け

2 ブラケット サブ ASSY取り付け

(1) クッシヨン ラパーを取り付けブラケット サブ ASSYを

取り付ける。

..  ホースを再使用する場合はクリップ枕の位置に合わせる。

(2) 配線を接続する。

@端子 T=20土 3kg・cm

e端子 T =35:i: 6 kg・cm



4-18 EFI システムーフユーヱル システム

F4724 

F4725 

F4726 

プレッシヤ レギユレータ

断面図

プレッシヤ レギユレータ取りはずし

1 燃料流出防止作業

(S 4 -12参照)

2 オルタネータ取りはずし

(S 11参照)

3 バキューム ホース取りはずし

F4723 

(1) プレッシヤ レギユレータからパキューム ホースを取りはず

す。

4 プレッシヤ レギユレータ取りはずし

伊

(1) クランプをはずし，フユーエル パイプ No.lからフユーエル F、
ホースを取りはずす。

(2) プレッシヤ レギユレータを取りはずす。



綱栴、

周鞠民

STA 

コールドスヲート
インジエヲ~

EFI システムーフユー工ル システム 4-19 

F4726 

F4725 

F4724 

プレッシヤ レギユレータ取り付け

プレッシヤ レギユレータ取り付け

(1) 新品のガスケットを介してプレッシヤ レギユレータを取り付

ける。

T =300::t50kg・cm

(2) プレッシヤ レギユレータにフユーエル リターン ホースを

取り付ける。

2 バキューム ホース取り付け

(1) プレッシヤ レギユレータにパキューム ホースを接続する。

3 オルタネータ取り付け

(S 11参照)

コ-)レド スタート インジエクタ

回路図

STA 

ス空ート ~イム スイッチ

Cl765 



4-20 EFI システムーフユーエル システム

断面図

1 G-GTEU 1 1 1 G-GZEU 
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F4727 

F4921 

lG-GTEU 

F4922 

83220 

コールド スタート インジエクタ取りはずし

1 燃料流出防止作業

(S 4 -12参照)

2 コールド スタート インジエクタ用コネクタ取りはずし

3 フユーヱル チューブ取りはずし

(1)ユニオン ボルト 1本をはずし，フユーエル チュープをコー

ルド スタート インジエクタから取りはずす。

..  フユーエルパイプ ラインに若干残圧があるため，ウヱ

ス等で覆い，ガソリンの飛散を防ぐ。

4 コールド スタート インジエクタ取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし，コールド スタート インジエクタおよ

びガスケットを取りはずす。

，，-.1 

コールド スタート インジエクタ点検

燃料噴射および漏れ点検

(1) • S S T をデリ J~ リ パイプおよびコールド スタート インジ

エクタに取り付ける。

SST 09268-41080 90467-13001 95335-08070 

(2) コールド スタート インジエクタのコネクタに計器 (EF 1 

インスペクシヨン ワイヤ A) を取り付ける。



柵号、

利関

lG-GZEU 

EFI システムーフユーエル システム 4-21 

F0198 

F4720 SH-18-1 

F3932 

F4923 F3933 

(3) コールド スタート インジエクタの先にガソリンを受ける容

器を置く。

曜墨書 点検はバッテりからなるべく離して行う。

(4) イグニツシヨン スイッチをONにする。

(5) チェック コネクタのEp-十 B 端子を短絡し，フユーエル

ポンプを作動させる。 (1G-G T E U) 

..  短絡位置を間違えると故障の原因になるため，絶対に間違

えない。

(6) フユーエル ポンプ短絡用端子を短縮する。 (lG-GZEU)

(7) 端子棒をパッテリに接続し，コールド スタート インジエク

タの噴射状態を点検する。

基 準 左図に示す

..噴射は短時間にとどめる。



4-22 

lG-GTEU 

EFI システムーフユーエル システム

F4924 F3934 

F4921 

F4727 

(8) 端子棒をパツテリから離し，コールド スタート インジエク

タから漏れがないことを点検する。

基準 1滴以下I1分間

2 復元作業

コールド スタート インジエクタ取り付け

コールドスタート インジエクタ取り付け

(1)新品のガスケットを介してコールド スタート インジエクタ

を取り付ける。

T=60kg・佃

2 フユーエル チューブ取り付け

1骨 i

(1) 新品のガスケットを介してフユーエル チュープを取り付ける。t-

T=180kg・cm

3 コールドスタート インジエクタ用コネクタ取り付け

4 燃料漏れ点検

(S 4 -14参照)



明鴫ヘ

扇風

EFI システムーフユーエル システム

インジエクタ

構成図

.・・・・・・再使用不可部品

断面図

ボデー ASSY，スロットル

仁コ……締め付けトルク (kg・cm)

4-23 

F3985 

G 50075 



4-24 EFI システムーフユーエル システム

F4339 

F4728 

F4960 

F4729 

インジエクタ取りはずし

|lG-GTEU[ 

1 燃料流出放止作業

(S 4 -12参照)

2 冷却水抜き取り

(1) 冷却水を約1/2抜き取る。

3 アクセルレータ ケーブル ブラケット取りはずし

4 インタークーラ取りはずし

(5 1参照)

5 スロットルボデーおよび ISCV取りはずし

(1) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取りはずす。

(2) 1 S C Vのコネクタを取りはずす。

(3) スロットル ボデーからウオータ I~イパス ホースを取りは

ずす。

(4) 1 S C Vからウオータ バイパス ホースおよびエア ホース

を取りはずす。

戸惨

〆騰、



得栴¥

調験ヘ

EFI システムーフユーエル システム 4-25 

F4730 

F4925 

F4731 

F4732 

F4724 

(5) ボルト 6本をはずしスロットル ボデーおよび ISCVを取り

はずす。

竃墨書 インテーク マニホルドの ISCV取り付け穴にシール

ワツシヤ，チェック バルブが入っているためなくさない。

6 ワイヤハーネス クランプ取りはずし

7 フユーエルパイプ No.l取りはずし

(1)パルセーシヨン ダンパを取りはずす。

(2) フユーエル パイプのフィルタ側を取りはずす。

(3) クランプのナット 1個をはずし，フユーエルパイプ No.lを

取りはずす。

8 フユーエル チューブ取りはずし

(1) フユーエル チュープのデリパリ パイプ側を取りはずす。

9 フユー工ル リターン ホース取りはずし

10 インジエクタ用コネクタ取りはずし

11 フユーエル デリパリ パイプ取りはずし

(1) プレッシヤ レギユレータからパキューム ホースを取りはず

す。



4-26 EFI システムーフユーエル システム

F4733 

FII42 

F3916 

F3973 

(2) ボルト 2本をはずしフユーエル デリパリ パイプを取りはず

す。

12 インジエクタ取りはずし

(1) デリパリ パイプからインジエクタを取りはずす。

(2) インジエクタから O リング，グロメツトおよびインシユレー

タを取りはずす。

1G-GZEUI 

1 燃料流出防止作業

(S 4 -12参照)

2 冷却水抜き取り

(1) 冷却水を約 1/2抜き取る。

3 アクセルレータ ケーブル ブラケット取りはずし

4 エア コネクタ取りはずし

(1) エア クリーナ ホース No.1を取りはずす。

(2) ボルト 4本をはずし，エア コネクタを取りはずす。

5 スロットルボデーおよび ISCV取りはずし

(1) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取りはずす。

(2) 1 S C Vのコネクタを取りはずす。

fOI"" 

fiB' 



一帽柄、

岬凧

EFI システムーフユーエル システム 4-27 

F3974 

F3975 

F3976 

F3977 

F3978 

(3) スロットル ボデーからウオータ バイパス ホースを取りは

ずす。

(4) ダッシユポット用パキューム ホースのクランプを取りはずす。

(5) シリンダ ヘッド カバーから PCV ホースをはずす。

(6) 1 S C Vからウオータ バイパス ホースおよびエア ホース

を取りはずす。

(7) ボルト 2本，ナット 4個をはずし，スロットル ボデーおよび

ISCVを取りはずす。

e墨書 エア インレツト ダクトの ISCV取り付け穴にシール

ワツシヤ，チェック バルブが入っているためなくさない。

6 ワイヤハーネス クランプ取りはずし

7 フユーエルパイプ No.l取りはずし

(1) パルセーシヨン ダンパを取りはずす。

(2) フユーエル パイプのフィルタ側をはずす。

(3) クランプ2個をはずし，フユーエル パイプ No.1を取りはず

す。
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eーンシー

EFI システムーフユーヱル システム

F3979 

F3980 

F3981 

F3982 

FII42 

8 フユーエルチューブ取りはずし

(1) フユーエル チュープのデリパリ パイプ側を取りはずす。

9 フユーエル リターン ホース取りはずし

10 インジエクタ用コネクタ取りはずし

11 フユーエルデリパリ パイプ取りはずし

(1) プレッシヤ レギユレータからパキューム ホースを取りはず

す。

(2) ボルト 2本をはずしフユーエル デリパリ パイプを取りはず

す。

12 インジエクタ取りはずし

(1) デリパリ パイプからインジエクタを取りはずす。

(2) インジエクタから O リング，グロメツトおよびインシユレー

タを取りはずす。

伊骨

f""" 



EFI システムーフユーエル システム 4-29 

Le動
u
k

F3935 

判撫ヘ

F 1725 

F4720 SH-18-1 

周朝、

F3932 

棚@
F0202 

インジエクタ噴射量および漏れ点検

SST取り付け

(1) フユーエル フィルタ，プレッシヤ レギユレータおよびイン

ジエクタに SSTを取り付ける。

SST 09268-41060 90405-09015 90467-13001 

95335-08070 

2 インジヱクタ噴射量および漏れ点検

(1) インジエクタのコネクタ部に計器 (EF 1 インスペクシヨン

ワイヤ E)を取り付け，メスシリンダに入れる。

信霊聾 燃料が噴射されると燃料が飛散するのでインジエクタのノ

スソレ先端に内径10剛くらいのビニール ホースを取り付け

る。

(2) パッテリ θターミナルを取り付ける。

(3) イグニツシヨン スイッチを ONにする。

霊童書 エンジンは始動しない。

(4) チェック コネクタの Fp-+B端子を短絡し，フユーエル

ポンプを作動させる。 (lG-GTEU)

@D 短絡位置を間違えると故障の原因になるため，絶対に間違

えない。

(5) フユーエル ポンプ短絡用端子を短絡し，フユーエル ポンプ

を作動させる。 (1GーGZEU)

(6) 計器をパツテリに接続し，噴射量を測定する。

基準値 71.5-76.0ccI5秒間(燃庄2.55kg / cnl) 
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A2786 

0 リンザ

タロメツト

F1313 

F3983 

F473S 

F4732 

(7) 計器をパツテリからはずし，ノズル部からの漏れを点検する。

基準値 1滴以下 /3分間

3 復元作業

(1)取りはずした部品を元に戻す。

インジエクタ取り付け

|1G-GTEUI 

。リングおよびグロメツト取り付け

(1) インジエクタに新品のグロメツトを取り付ける。

(2) インジエクタのO リング溝部に傷，異物の付着がないことを

確認する。

(3) 新品の0 リングにスピンドル油またはガソリンを塗布してイ

ンジエクタに取り付ける。

(4) インジエクタにインシユレータを取り付ける。

2 インジエクタ取り付け

(1) インジエクタを左右に回転させながらデリパリ パイプに取り

付ける。

(2) インジエクタがなめらかに回転することを確認する。

e墨書 なめらかに回転しない場合はO リングのかみ込みが考え

られるため，インジエクタを取りはずして再度上記 1. 2 

の作業を行う。

3 デリパリ パイプ取り付け

伊

(1) シリンダ ヘッドにスペーサを介してデリパリ パイプを取り F祢

付ける。

(2) インジエクタのコネクタを真上に向ける。

(3) ボルト 2本でデリパリ パイプを取り付ける。

T=80::l::15kg・cm

4 フユーエル リターン ホース取り付け



棚橋、

刈開民

EFI システムーフユーヱル システム 4-31 

F4731 

F4925 

闘拡

F4734 

F4730 

F4729 

5 フユーエル チューブ取り付け

(1)新品のガスケットを介してフユーエル チュープをデリパリ

パイプに取り付ける。

T =180:t30kg・cm

6 フ ユ ー エ ル パ イ プ No.l取り付け

(1)新品のガスケットを介してフィルタ側にフユーエル パイプを

取り付ける。

(2) 新品のガスケットを介してパルセーシヨン ダンパを取り付け

る。

(3) クランプ 1個を取り付ける。

T=55土10kg・cm

7 ワイヤハーネス クランプ取り付け

(1) インテーク マニホルドにワイヤ ハーネス クランプをウオ

ータ パイプと共締めする。

8 インジエクタ コネクタ取りf寸け

9 スロットル ボデーおよび ISCV取り付け

(1) インテーク マニホルドの ISCV取り付け穴にチェック パ

ルブ，シール ワツシヤが入っていることを確認する。

(2) 新品のガスケットを介してスロットル ボデーおよびISCV

を取り付ける。

T =130:t25kg・cm{スロットルボデー)

T=190土40kg.cm{I 5 C V) 

(3) 1 S C Vにウオータ バイパス ホースを取り付ける。

(4) シリンダ ヘッド カバーにPCV ホースを取り付ける。
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タロメツト

EFI システムーフユーエル システム

F4960 

F4728 

F4339 

O リング

F1313 

F3983 

(5) スロットル ボデーにウオータ バイパス ホースを取り付け

る。

(6) 1 8 C Vのコネクタを取り付ける。

(7) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取り付ける。

10 インタークーラ取り付け

(8 1参照)

11 アクセルレータ ケーブル ブラケット取り付け

12 冷却水注入

1G-GZEU! 

0 リングおよびグロメツト取り付け

(1) インジエクタに新品のグロメツトを取り付ける。

(2) インジエクタのO リングみぞ部に傷，異物の付着がないこと

を確認する。

(3) 新品の0 リングにスピンドル油またはガソリンを塗布して，

インジエクタに取り付ける。

(4) インジエクタにインシユレータを取り付ける。

2 インジヱクタ取り付け

(1) インジエクタを左右に回転させながらデリパリ パイプに取り

付ける。

(2) インジエクタがなめらかに回転する乙とを確認する。

e冨 なめらかに回転しない場合はO リングのかみ込みが考え

られるため，インジヱクタを取りはずして再度上記 1，2 

の作業を行う。

伊

r-
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E F I システムーフユーヱル システム 4-33 

F3982 

F3980 

F3979 

3 デリパリ パイプ取り付け

(1) シリンダ ヘッドにスペーサを介してデリパリ パイプを取り

f寸ける。

(2) インジエクタのコネクタを真上に向ける。

(3) インジエクタ ホルダを取り付け，ボルト 2本でデリパリ パ

イプと共締めする。

T=75::!:15kg.cm 

4 フユーヱル リターン ホース取り付け

5 フユーヱル チューブ取り付け

(1)新品のガスケットを介してフユーエル チュープをデリパリ

パイプに取り付ける。

T=180::!:30kg・cm

6 フユーエルパイプ No.l取り付け

倒 | 国Eさ~ I (1) 新品のガスケットを介してフィルタ側にフユーエル パイプを

取り付ける。

(2) 新品のガスケットを介してパルセーシヨン ダンパを取り付け

る。

(3) クランプ2個を取り付ける。

F3978 

7 ワイヤハーネス クランプ取り付け

F3977 
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F3984 

F3976 

F3975 

F3974 

F3973 

8 スロットルボデーおよび ISCV取り付け

(1)エア インレツト ダクトの ISCV取り付け穴にチェック

パルプ，シール ワツシヤが入っていることを確認する。

(2) 新品のガスケットを介してスロットル ボデーおよび ISCV

を取り付ける。

T=100土20kg・cm(スロットルボデー)

T =185:t30kg・cm(ISCV)

(3) 1 S C Vにウオータ バイパス ホースおよびエア ホースを

取り付ける。

(4) シリンダ ヘッド カバーにPCV ホースを取り付ける。

(5) ダッシユポット用パキューム ホースを 5番インジエクタのワ

イヤ ハーネスにクランプする。

(6) スロットル ボデーにウオータ バイパス ホースを取り付け

る。

(7) 1 S C Vのコネクタを取り付ける。

(8) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取り付ける。

伊

戸
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EFI システムーフユーエル システム 4-35 

F3916 

F4735 

9 エア コネクタ取り付け

(1)エア コネクタをボルト 4本で取り付ける。

T=65::f::15kg・叩

(2) エア タリーナ ホース No.lを取り付ける。

10 アクセルレータ ケーブル取り付け，調整

11 スロットル ケーブル取り付付，調整

12 冷却水注入

フユーエル フィルタ

フユーエル フィルタ取りはずし

燃料流出防止作業

(S 4 -12参照)

2 インテーク マニホルドステー取りはずし

3 フユーエルパイプ取りはずし

(1)ユニオン ボルトをはずし，フユーエルパイプを取りはずす。

e冨ガソリンがこぼれるためウエス等で恥。

4 フユーエルホース取りはずし

棚同 I ~// (/Irt:.三ラ、、/ / 11 I (1) スパナでフユーエル フィルタを固定してユニオン ボルトを

F4736 

F4737 

はずし，フユーエル ホースを取りはずす。

e聾ガソリンがこぼれるためウエス等で覆う

4 フユーエル フィルタ取りはずし

(1)ボルト 1本，ナット 1個をはずし，フユーエル フィルタを取

りはずす。
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F4736 

F4735 

65841 

フユー工ル フィルタ取り付け

フユーエル フィルタ取り付け

(1) ボルト 1本，ナット 1個でフユーエル フィルタを取り付ける。

T=300:!::50kg・cm(ナット)

T = 185:!::35kg・cm'(ボルト)

〈参考〉ボルト，ナットはフユーエル パイプ取り付け後締め付け

る。

2 フユーエル ホース取り付け

(1) スパナでフユーエル フィルタを固定し，新品のガスケットを

介してフユーエル ホースを取り付ける。

T =300:!::50kg・cm

3 フユーエルパイプ取り付け

(1) スパナでフユーエル フィルタを固定し，新品のガスケットを

介してフユーエルパイプを取り付ける。

T=300土50kg・cm

4 燃料漏れ点検

フユーエルホース

フユーエル ホース取りはずし

燃料流出防止作業

(S 4 -12参照)

2 フユーヱル ホース取りはずし

(1) 高圧側はホースをスパナで固定して取りはずす。

55 T 09631-22020 

..  フユーヱルパイプラインに若干残圧があるため.ゥエ

ス等で覆い，ガソリンの飛散を防ぐ。

(2) 低圧側ホースはクリップを移動させて取りはずす。

e冨・必要以上にクリップを広げない。

・クリップ帽に合った工具を使用する。

F 

戸、



帽、

調穂町

ハnoOJr
コ」

EFI システムーフユーエル システム 4-37 

日1218

81219 

Z5875 

フユーエル ホース取り付け

フユーエルホース取り付け

巨盟
(1) 手で仮り締め後， S STとトルク レンチ (0-480kg・cm) を

使用して締め付ける。

5 5 T 09631-22020 

T =330:t55kg・叩

〈参考) S S Tを使用しない場合はT=385kg・cmで締め付ける。

匡国
(1) ホースを規定量差し込む。

(2) クリップで締め付ける。

..・必要以上にクリップを広げない。

・クリップ幅に合った工具を使用する。

(3) ホースを再使用する場合は，クリップをホースのクリップ跡に

合わせて取り付ける。取り付け後，矢印の方向に力を加えて，

クリップ跡になじませる。
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制御システム

系統図

lG-GTEU 
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柵 h
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EFI システムー制御システム 4-39 

準備晶

09082-00012テスタ. トヨタ ヱレクトリ
カル

各部点検用

09083-00060ミニテスト リード コンピユータ点検周

側パンザイ

扱い マイテイパック

TB-501 
バキューム センサ点検用 (lG-GTEU)

側パンザイ

扱い

TCP-2TB 

A2694 

ゲージ，ターボチャージヤ

プレッシヤ

車上点検

エア フロー メータ点検

各端子間抵抗測定

(1)イグニツシヨン スイッチを OFFにする。

(3) エア フロー メータ用コネクタを取りはずす。

(3) 各端子聞の抵抗を測定する。

基準値

測定端子 条 件

メジャーリング プレート全閉
Vs++Ez 

メジャーリングプレート金問→全開

Vc特 Ez

Fc骨 E，
メジャーリング プレート金問

メジャーリング プレート全開

-20"C 

。℃
20"C 

THA特 Ez
40"C 

60"C 

80"C 

抵抗値(0)

20-600 

20-1200 

200-400 

00 

。
10K-20K 

4K-7K 

2 K-3 K I 

0.9K-l.3K 

0.4K-0.7K 

0.2K-0.4K 

※メジャーリング プレートを全聞からゆっくり聞いたときのVs-

Ez端子間抵抗は波状に変化する。
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額φ
F4994 

輔が)"'''.Wd#A

WOffa 

回一，1 回 目 ~勿玖勿勿w，

ACC，-E， 1~ D 目
全閉 スロット J~閲度 全開

C4992 

F4896 

F4897 

F4926 

スロットルポジシヨン センサ点検

IDL特 E1端子間導通点検

(1) スロットル ストップ スクリユとレノ苛ーの聞にシックネス

ゲージを入れ IDL特 E•. 端子聞の導通を点検する。

基 準 0.51 mm( 1 G -G T E U) 

O.30mm(1 G-GZEU) 

O.81mm( 1 G-G  T E U) 

O.60mm( 1 G-G Z E U) 

導通あり

導通なし

2 A C C 1. A C C 2. P 5 W特 E1端子間導通点検

(1) スロットル パルプを全聞から全閉までゆっくり動かし， AC  

C.， ACC2， PSW特 E.端子聞の導通を点検する。

基 準 左図に示す

エアフロー メータ

エア フロー メータ取りはずし

エア クリーナホース取りはずし

(1) クランプをはずし，エア クリーナ ホースを取りはずす。

2 エア フロー メータ用コネクタ取りはずし

3 エア フロー メータ取りはずし

|1G-GTEU! 

(1)エア タリーナ キャップをエア フロー メータ付きで取り

はずす。

(2) ナット 4個，ボルト 1本をはずし，エア フロー メータを取

りはずす。

|1Gー GZEUI

(1) エア タリーナ ケースを取りはずす。

(2) ロック プレートのかしめをはずす。

~ 

F鳳 l
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信量重量動

EFI システムー制御システム 4-41 

F4927 

A2694 

F岨97

F4927 

(3) ナット 4個，ボルト 1本をはずし，エア フロー メータを取

りはずす。

エア フロー メータ点検

各端子間抵抗測定

(1)各端子聞の抵抗を測定する。

基準値

測定端子 条 件

メジャーリング プレート全閉
Vs特 Ez

メジャーリングプレート全閉→金闘

Vc-Ez 

メジャーリング プレート全閉
Fc時 E，

メジャーリング プレート全開

-20"C 

。℃
20"C 

THA特 Ez
40"C 

60"C 

80"C 

抵抗値(.0) 

20-600 

20-1200 

200-400 

= 
。

10K-20K 

4K-7K 

2K-3K 

0.9K-1.3K 

O.4K-O.7K 

0.2K-O.4K 

※メジャーリング プレートを全聞からゆっくり闘いたときのVs-

Ez端子間抵抗は波状に変化する。

エア フロー メータ取り付け

1 エア フロー メータ取り付け

|lG-GTEUI 

(1)ナット 4個，ボルト 1本でエア タリーナ キャップにエア

フロー メータを取り付ける。

(2) エア タリーナ キャップを取り付ける。

|lG-GZEU! 

(1)エア フロー メータをエア タリーナキャップに取り付け，

新品のロック プレートを介してナット 4個を取り付ける。

(2) ボルト 1本を取り付ける。
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lG-GTEU 

人々

EFI システムー制御システム

(3) ロック プレートのツメを曲げて，ナット 4個をかしめる。

2 ヱア フロー メータ用コネクタ取りイ寸け

F4961 

3 ヱア クリーナホース取り付け

(1) エア タリーナ ホースを取り付け，クランプで固定する。

F4896 

スロットルボデー

構成図

lG-GZEU 

巨翌~ .ガスケット

センサ ASSY， ̂ロット J~
ポジシヨン .ガスケット 11ツシユポット センサ ASSY， ̂ロット J~

ポジシヨン 11ツシユポット

.・・・・・・再使用不可部品 仁コ……締め付けトルク (kg・cm)

F4738 F4739 

F 

戸動
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F4339 

F4728 

F4960 

F4729 

F4730 

スロットルボデー ASSY取りはずし

|lG-GTEUI 

冷却水抜き取り

2 アクセルレータ ケーブル ブラケット取りはずし

3 インタークーラ取りはずし

(S 1参照)

4 スロットルボデー取りはずし

(1) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取りはずす。

(2) 1 S C Vのコネクタを取りはずす。

(3) スロットル ボデーからウオータ バイパス ホースを取りは

ずす。

(4) 1 S C Vからウオータ バイパス ホースおよびエア ホース

を取りはずす。

(5) ボルト 6本をはずし，スロットル ボデーおよび ISCVを取

りはずす。
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F4740 

F3916 

F3973 

F3974 

F3975 

(6) スロットル ボデーからウオータ バイパス ホースを取りは

ずす。

1G-GZEUI 

冷却水抜き取り

2 エア クリーナホース No.l取りはずし

3 アクセルレータ ケーブル ブラケット取りはずし

4 インテーク エア コネクタ取りはずし

(1) 1 S C Vのエア ホースをエア コネクタから取りはずす。

(2) ボルト 4本をはずし，エア コネクタを車両右方に取りはずす。

5 スロットルボデー取りはずし

(1) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取りはずす。

(2) 1 S C Vのコネクタを取りはずす。

(3) スロットル ボデーからウオータ バイパス ホースを取りは

ずす。

(4) 1 S C Vからウオータ ノTイノtス ホースおよびヱア ホース

を取りはずす。

~ 

F勝、|
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F3976 

F5028 

F4741 

F4742 

(5) ボルト 2本，ナット 4個をはずし，スロットル ボデーと 1S 

cvを取りはずす。

(6) スロットル ボデーからウオータ バイパス ホースを取りは

ずす。

スロットルボデーおよびスロットルポジシヨン

センサ点検

スロットル ボデー作動点検

(1) スロットル バルブ シャフトにガタのないことを確認する。

(2) 各ポートに詰まりがないことを確認する。

(3) スロットル パルプが全聞から全開まで円滑に作動することを

確認する。

(4) スロットルパルプが全閉時，スロットル ストップスクリ

ユとスロットル レバー聞にすき聞がないことを確認する。す

き聞がある場合は下記手順で調整を行う。

‘冨3 スロットル ストップスクリユは精密に調整してあるた

め，必要以外は調蓋しない。

①スロットル ストップスクリユのロック ナットをゆる

めレバーと接触しない位置までスクリユを回す。

②スロットル バルブが全閉であることを確認する。

③スロットル ストップ スクリユを締め込み，スロットル

レバーと接触した位置から更に 1/4回転締め付ける。

④ロック ナットでロックする。

⑤スロットル ポジシヨン センサの点検を行う。 (S4 -40 

参照)

⑥スロットル ストップ スクリユを黄ペンキで封印する。
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F4743 

F4776 

F4777 

F4776 

F4744 

スロットルボデー分解

ダッシユポット取りはずし

2 スロットルポジシヨン センサ取りはずし

(1) スロットル パルプを約45・に保ち，丸棒等でささえる。

(2) スクリユ 2本をはずしスロットル ポジシヨン センサを取り

はずす。

スロットルボデー組み付け

スロットルポジシヨン センサ組み付け

(1) スロットル ポジシヨン センサのシャフト穴をスロットル

シャフトに合わせてまっすぐ押し込む。

笹野・スロットルポジシヨン センサのシャフト穴にドライバ

などを差し込まない。

・スロットルポジシヨン センサ取り付け時センサを回転

させない0

・スロットルポジシヨン センサのカバーを取りはずさな

L、。

(2) スロットル レバーを持ちスロットル ポジシヨン センサを

いっぱいまで押し込む。

(3) スロットル ポジシヨン センサを取り付け用穴の端部位置に

して，スクリユ 2本で仮り締めする。

(4) 取りはずしのときに入れた丸棒等を抜き取り，スロットル パ

ルブを全聞にする。

2 スロットルポジシヨン センサ調整

(1) スロットル ストップ スクリユとレバーの聞にO.51mm(1 G 

-GZEUは O.3mm)のシックネス ゲージをはさみ IDL特

E1端子聞にテスタを接続する。

F 

F動

『
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F4745 

F4743 

F4740 

F4734 

F4730 

(2) スロットル ポジシヨン センサを回転させ，導通する瞬間の

位置でスクリユ 2本で本締めする。

(3) 再度スロットル ポジシヨン センサを点検する。 (S4 -40参

照)

(4) 取り付けスクリユに黄ペイントを塗布する。

3 ダッシユポット取り付け

(1) ダッシユポットをスクリユ 2本で取り付ける。

スロットルボデー ASSY取り付け

|1 G-GTEU I 
スロットルボデー取り付け

(1) スロットル ボデーにウオータ バイパス ホースを取り付け

る。

(2) インテーク マニホルドの ISCV取り付け穴にチェック パ

ルプ，シール ワツシヤが入っていることを確認する。

(3) 新品のガスケットを介してスロットル ボデーおよび ISCV

を取り付ける。

T=130土25kg・cm(スロットルボデー)

T=190::!::40kg・cm(ISCV)



4-48 EFI システム一制御システム

F4729 

F4960 

F4728 

F4339 

F3984 

(4) 1 S C Vにウオータ バイパス ホースおよびエア ホースを

取り付ける。

(5) シリンダヘッド カバーにペンチレーシヨン ホースを取り

付ける。

(6) スロットル ボデーにウオータ バイパス ホースを取り付け

る。

(7) 1 S C Vのコネクタを取り付ける。

(8) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取り付ける。

2 インタークーラ取り付け

(S 1参照)

3 アクセルレータ ケーブル ブラケット取り付け

4 冷却水注入

(S 5参照)

1G-GZEUI 

スロットルボデー取り付け

(1) スロットル ボデーにウオータ バイパス ホースを取り付け

る。

(2) エア インレツト ダクトの ISCV取り付け穴にチェック

パルプ，シール ワツシヤが入っていることを確認する。

r 

F輔恥
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F3976 

F3975 

F3974 

F3973 

F3916 

(3) 新品のガスケットを介してスロットル ボデーおよび ISCV

を取り付ける。

T=100土20kg.棚(スロットルボデー)

T =185:t350kg.叩(I S C V) 

(4) 1 S C Vにウオータ バイパス ホースおよびエア ホースを

取り付ける。

(5) シリンダヘッド カバーにペンチレーシヨン ホースを取り

f寸ける。

(6) ダッシユポット用パキューム ホースを 5番インジエクタのワ

イヤ ハーネスにクランプする。

(7) スロットル ボデーにウオータ バイパス ホースを取り付け

る。

(8) 1 S C Vのコネクタを取り付ける。

(9) スロットル ポジシヨン センサのコネクタを取り付ける。

2 エア コネクタ取り付け

(1)エア コネクタをボルト 4本で取り付ける。

T=65::!::15kg・叩

(2) エア タリーナ ホース No.lを取り付ける。

3 アクセルレータ ケーブル ブラケット取り付け

4 冷却水注入

(5 5参照)



4-50 

1G-GTEU 

1G-GTEU 

EFI システムー制御システム

1G-GZEU 

F5099 lC-2-2 lH-4-1 

。Ei:
門町

F0212 

F4962 F4778 

83494 

アイドルスピード コントロール

/'¥}レブ (ISCV) 

ISCV抵抗点検

(1)各端子聞の抵抗を測定する。

基準値 8，-5"  53聞 10-30.0 

82特 52，54問 10-30.0

2 I SCV作動点検

(1) B端子にパツテリ@を接続し， S，→ S2→ S3→ S4端子順にア

ースしたときパルプが閉じ側に動くことを確認する。逆に S4→

S3→ S2→ S ，端子順にアースしたとき聞き側に動くことを確

認する。

水温センサ

水温センサ取りはずし

1 冷却水抜き取り

2 コネクタ取りはずし

3 水温センサ取りはずし

水温センサ点検

端子間抵抗測定

(1) テスタを使用して端子聞の抵抗を測定する。

基準値

冷却水温rc) 抵抗値(K.0) 

-20 10-20 。 4-7 

20 2-3 

40 0.9-1.3 

60 0.4-0.7 

80 0.2-0.4 

水温センサ取り付け

水温センサ取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，水温センサを取り付ける。

T =350:t50kg・cm

2 コネクタ取り付け

3 冷却水注入

F 

f蜘
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E F. I メーン リレー

回路図

+B 
EFI メーンリレー

骨
B9890 

+B， 

MREL 

E， 

ー. 一ー

F4779 

EFI メーン リレー点検

2 

メーン リレー作動音点検

(1) イグニツシヨン スイッチをONにしたとき，リレーの接点が

閉じる音がすることを確認する。

EFI メーン リレー点検

(1) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値 1特 S……50-900

2特 4……∞Q

(2) 1特 2端子聞にパツテリ電圧をかけたとき， 3特 4端子聞に導

通があることを確認する。
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F3932 

Z2249 

サーキット オープニング リレー

サーキット オープニング リレー点検

サーキット オープニング リレー作動音点検

(1) クランキングを開始すると同時にリレーの接点が閉じる作動音

がすることを確認する。

(2) フユーエル ポンプ短絡用端子を短絡すると同時にリレーの接

点が閉じる作動音がすることを確認する。 (1G-G Z E U) 

2 サーキット オープニング リレー点検

(1) 各端子聞の抵抗を測定する。

基準値

端 子 抵抗値(0)

STA-E， 30-60 

+S特 Fc 80-120 

= 

+S-Fp 。
(ST A特 E，に12Vを加える)

('" 

ソレノイド レジスタ

回路図

AM. 

戸踊ち

ソレノイド
レジス宮

工、
J
d
y
、J

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

コ
ン
ビ
ユ
1
9

a
w
n
v
 

内

4

・1

骨

骨

神

仲

F4746 
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F 4928 F 4929 

F4929 F 4780 

B3494 

ソレノイド レジスタ点検

端子間抵抗測定

(1) +B特 #10，#20端子聞の抵抗を測定する。

基準値 約 20

スタート インジエクタ

イツチ

タイム スイッチ取りはずし

1 冷却水抜き取り

2 コネクタ取りはずし

タイムス

3 スタート インジエクタ タイム スイッチ取りはずし

タイム スイッチ点検

端子間抵抗測定

(1) 端子聞の抵抗を測定する。

基準値

水 温

30.C以下

40.C以上

抵抗値(0) 

20-40 

40-60 
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C8656 

F4929 

F4780 

F4747 F3937 

(2) STA端子とボデー聞の抵抗を測定する。

基準値 20-800 

タイム スイッチ取り付け

スタート インジエクタ タイム スイッチ取り付け

(1) 新品のガスケットを介してスタート インジエクタ タイム

スイッチを取り付ける。

T=350:t50kg.cm 

2 コネクタ取りf寸け

3 冷却水注入

4 冷却水漏れ点検

(S 5参照)

フユーエルポンプリレー

フユーエルポンプ リレー点検

リレー作動音点検

(1) エンジンを暖機する。

基 準 冷却水温 80-90.C

(2) スロットル パルプを全聞にしてエンジン回転を約5000rpm

1G-GZEUは約6000rpm) までレーシングしたとき，フユ

Iーエル ポンプ リレーの作動音がすることを確認する。

F 

炉
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lG-GTEU lG-GZEU 

G5 
I C-4-2 F8938 

P1M 

J~ 11"""" ""-"，，， 11t 
円TτnI1 I I 1 1 ， 'llIT' 1 1 1 1 1 1 IJJh 

E. 

F4748 R-52-2 

2 リレー点検

(1)①特②端子聞の抵抗を測定する。

基準値 67-1000 

(2) ①特④端子聞に導通があり，①特③端子聞に導通がないことを

確認する。

(3) ①特②端子聞にバッテリ電圧をかけたとき①特④端子聞に導通

がなく，①H ③端子聞に導通があることを確認する。

1'¥キュームセンサ (1G-GTEU) 

バキューム センサ点検

出力電圧点検

(1) パキューム センサにターボチャージヤ プレッシヤ ゲー

ジ，マイテイパックを使用して圧力をかけ，エンジン コント

ロール コンピユータのPIM特E1聞の電圧を測定する。

基準備 約280mmHg"・H ・約0.5V

約1.1kg/cnI…・・約4.5V

エンジン コントロール コンビュー

タ

エンジン コントロール コンピユータ点検

コンピユータ作動点検

(1) トヨタ ヱレクトリカル テスタにミニ テスト リードを接

続し，各端子聞の電圧を測定する。

..・コネクタをコンビュータに接続しておき，コネクタの裏側

から点検する。

・エンジン状蟻の指示のないものは，エンジン停止，イグニ

ツシヨン スイッチ ONの状態で点検する。

・コンビュータを損傷する恐れがあるため，テスタのレンジ

操作に気をつけ，観接続をしない。



4-56 EFI システムー制御システム

~jF?1 l~" r I~I I r-ー圃E・E・-
1t::=:J1 

E引 11 10 N ISC ISC 
G8. STA ECT G， G， Ne 

S/W 2 
ACC IGf TH 

w 
Ox WIN R'E~TIL 問M SF'D 同ト Vs Vc Batt I1S0川6 

Eo， 1120 IGt E， IGD ISC ISC VF T 
s 4 

PSW IDL AC2 C IGf E， 
2 

E， E .. A/C W CC。

69600 

点 検系統 端 子 浪U 定 条 f牛 基準値 (V) 

源 系
B a t t特 E， 常 時 約12

電
IGS/W，B，B，特E， 約12

スロットルパルブ全閉 。
IDL丹 E，

ス ロ ッ ト ル パ ル プ 開 約 5

スロットルパルプ全開 約 5

ACC，-E， スロットルパルプ閉→開 約5→O→約5→O→約5→O

スロット Jt- ポジシヨン スロットル バルブ全開 。 F撮

センサ系 スロットル パルプ全閉 約 5

A C C2-E  1 スロットルパルプ閉→開 約5→O→約5→O→約5→O→約5

スロットルパルプ全開 約 5

PSW件 E，
スロットル パルプ閉 約 5

スロットルパルプ開 。
Vc-E2 約 5

メジャーリング プレート全閉時 約4.5

エア フロー メータ系 Vs特 E2 メジャーリング プレート全開時 0-約0.5

アイドル回転時(スロットル バルブ全閉) 約2.0-2.5

THA特 E2 アイドル回転時(雰囲気温度200C) 約1.6

水温センサ系 THW特 E2 冷却水温約80"C 約0.3

スタータ信号系 STA特 E， クランキング時 約 9-11

約12
噴射信号系 s #10， #20特E0o2 z 

アイドル回転時 約14

MREL特 E， 約12

エンジン ウオーニング ランプ点灯時 0-約 3
W-E， 

アイドル回転時 約14

戸開

排気温ウオーニング ランプ点灯時 0-約 3
EGW特 E，

アイドル回転時 約14

VF-E， 
暖機後2500rpmで90秒間保持し，アイドル

約2.5
回転に戻す

そ の 他
N， Pレンジ 。

NS /W特 El N， Pレンジ外 約12

クランキング時 約 9-11

エアコン OFF 。
A/C特 E，

ON  約11エアコン

0-約 3
FPR特 E，

クランキング時 約10
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~F'l~" 
一!日I1 

I~・---J I

E引 #10 STA ECT N ISC ISC Ge  白， G. Ne ACC 'IG千THW Ox GP ~i. SPD FPR THA Vs Vc BattElS陥/WE 1 
S/W 2 

E.. #20 IGt E， IGd ISC ISC VF T PSW IDL AC2 C IGd E. E.. IPE A/C w E齢 KN2 K c。+判A s 4 目

B9600 

点 検系統 端 子 測 定 条 f牛 基 準 値 (V)

電 源 系
Batt特E， 常 時 約12

1 GS  /W，B，B，特E， 約12

スロットルパルプ全閉 。
IDL特E，

スロットルパルプ聞 約 5

スロットルパルプ全閉 約 5

ACC，特E， スロットルパルプ閉→開 約5→O→約5→O→約5→O明、
スロットル ポジシヨン スロットルパルプ全開 。
センサ系 スロットルパルプ全閉 約 5

ACC2特E， スロットルパルプ閉→開 約5....0....約5→O→約5....0-・約5

スロットルパルプ全開 約 5

スロットルパルプ閉 約 5
PSW特E，

スロットルパルプ開 。
Vc-E2 約 5

メジャーリング プレート全閉時 約4.5

エア フロー メータ系 Vs特E2 メジャーリング プレート全開時 0-約0.5

アイドル回転時(スロットル パルプ全閉) 約2.0-2.5

THA特 E2 アイドル回転時(雰囲気温度20"C) 約1.6

水温センサ系 THW特 E2 冷却水温約80"C 約0.3

スタータ信号系 STA特E， クランキング時 約 9-11

約12
噴射信号系 # 10， #20特Ega

アイドル回転時 約14

MREL特 E， 約12

エンジン ウオーニング ランプ点灯時 0-約 3
W特 E，

アイドル回転時 約14

l扇町

EGW特E，
排気温ウオーニング ランプ点灯時 0-約 3

アイドル回転時 約14

VF・特E，
暖機後2500rpmで90秒間保持し，アイドル

約2.5
回転に戻す

N， Pレンジ 。
NS /W特 E， N， Pレンジ外 約11

そ の 他 クランキング時 約 9-11

A/C特E，
エアコン OFF 。
エアコン ON  約11

N レンジ 8以上
ECT，特E，

3以下D レンジ

約12

SMC特E， アイドル回転時 約12

レーシング時 (PSW ON) 0-約 3

0-約 3
FPR特E，

クランキング時 約10
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A;C 

EFI システムー制御システム

B96ω 

B29柑

関連部品点検

エアコン スイッチ

入力電圧点検

(1) エンジン アイドル状態でエンジン コントロール コンピユ

ータのA/ C-El端子聞の電圧を点検する。

基準値 エアコン S/W OFF OV 

エアコン S/W ON 約12V

ニュートラルスタート スイッチ

各端子聞の導通点検

基準

二沿竺 2 s 4 5 

P レンジ 0-トーo 0・トベコ
R レンジ r、
N レンジ ζト・ト→ r、
D レンジ 〈

2 レンジ r、
L レンジ 「、

一

6 

吐3

。司導通あり

7 8 9 

"'v 

V 

-u 

F臨

戸





5-2 クーリング システムー準備品

準備品

毎夕 ツール.クランクシャフト
09213-54013 

プーリ ホールデイング
クランクシャフト プーリ ボルト脱着用

δ連砂 09213-00020ボデーウイズボルト

フアン プーリ取りはずし用 (1G-GZEU) 

(〆〆グ|………ヤ
09213一00030 Iハ、ンドJルレ

P 
ε伊Pg伊mG伊P 0ω9舵矧則伽…2引m昨 川 …1悶昨削刊3-0州 川-0制側0ω卿0ω0側 ア門タツチ打メント セツト

匂~

フアン プーリ取りはずし用

(1 G-GZEU) 

09213-00060ボルト セット
フアン プーリ取りはずし用 (1G-GZEU) 

クランクシャフト プーリ取りはずし用

ぬグ
SST 

0923ト00010ベンダ，ロック プレート |ロック プレートかしめ用

ト一一一 一一一一------一一一一一一一一一--------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーキ一一一一一一------------一一一一一一一一一一一--------一一一一ー

; 彰多グタ 0ω附9位悶捌蜘……23矧俳川…3引俳川山ト刊川-0制0ω叩0ω仰附0舵ω2却0 一 一 プ九ル一レト一一→ト |山ロ山…ツク…………プかか一………レト一……一→引一一トM山…カ札山し凶め閥用

~ 。…030…レ，か |相点検用

f綱

一
匪
P

…

征二コ

0923ト00050プラグ.No.2 (O 28) 水漏れ点検用

09237-00020ステー，ベアリング フアン プーリ取り付け用

(1 G-GZEU) 

トー・ー----_---一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一ー一一一一一ーーー 一一一一一-一一一一一-1---一一一一ー一一ー 一一一一ー一一一一一一一一一ー一一一一一一ーー

ぶク 09237-00030ステー，ベアリング
ロータ取り付け用

(1 G-GZEU) 



SST 

帽栴、

計 器

油脂
その他

棚、

クーリング システムー冷却水点検，交換 5-3 

uグ 09237-00040 シャフト， A 

ウオータ ポンプベアリング取りはずし用

(lG-GZEU) 

~う
リムーパ，ウオータ ポンプ

09237-00080 ベアリング

註事量
ツール，コンパニオン フラ

プーリ ボルト脱着用09330-00021 ンジ ホールデイング
クランクシャフト

3 くこ 09905-00013プライヤ，スナップ リング
スナップ リング脱着用

(1 G-GZEU) 

温度計 サーモスタツト点検用

d ⑥ 

RCT-2A 

(株}パンザイ扱いラジエータキャップテスタ 水漏れ点検用
RCT-2 
(掛弥栄扱い

~[j 
RCT-2A-20S 
(鮒パンザイ扱いラジヱータキャップテスタ

水漏れ点検周
RCT-2-AS 小型アダプタ セット

(練)弥栄扱い

アドヘシブ 1324 各部塗布用

lG-GZEU 冷却水点検，交換

F4405 86592 

85777 

冷却水点検

1 冷却水量点検

(1) 冷却水がラジエータ リザーパ タンクのFULL仲 LOW間

にあることを確認する。

2 冷却水濃度測定 (LL C) 

(1) 冷却水温度と比重を測定し，次表より濃度を求める。

..  冷却水の濃度は30%(寒冷地50%)以上であること。

固



5-4 

1.090 

}ト¥
1.080 、、、

】['....

~、
1.070 

1.060 

}ト・、.
1.050 、、、

比1.040

1.035 

1.030 
霊

1.020 

1.01 

1.ω。

クーリング システムー冷却水点検，交換

( )~a事績温度

¥、制、、LhlUト網胸r円陣-→F樫司・、I，可-1L sK scト

吋:tI'ヘ¥¥ 

一ーさ、が¥¥ 

l' 
¥、 ¥ 

¥ 

〈参考〉 このグラフは，冷却水の浪度が30，40， 50%のときの冷却

水温と比重の関係を示したものである。

たとえば，冷却水温55"C，比重1.035であったとすると，

このときの冷却水濃度は次のように求める。

55"C ， 1. 035の交点Aは， 30%線と40%線の中間であり，乙

の点は約35である。すなわち濃度は約35%である。

3 冷却水質点検

(1) 冷却水にオイルなどの混入がないことを確認する。

10 20 抑制駒 i胴 70 80 
55 

測定温度 ("t:) 

町い| lG-GTEU 

M附 冷却水交換

|lG-GTEUI 

冷却水抜き取り

(1) ラジエータ ドレーン コック プラグおよびプロック左側のウ

オータ ドレーン コック プラグを聞き，冷却水を抜き取る。

(2) リザーパ タンクの冷却水を抜き取る。

2 冷却水注入

(1) ラジエータ ドレーン コック プラグおよびプロック左側のウ

F輔儲 オータ ドレーンコックプラグを閉じ，冷却水を注入する。

F3911 

F4931 

T=300土100匂.cm(ウオータ ドレーンコック プラグ)

1G-GZEUI 

冷却水抜き取り

(1) ラジエータ ドレーン コック プラグおよびプロック左側のウ

オータ ドレーン コック プラグを聞き，冷却水を抜き取る。

(2) リザーパ タンクの冷却水を抜き取る。

2 冷却水注入

(1) ラジエータ ドレーン コック プラグおよびプロック左側のウ

オータ ドレーンコック プラグを閉じ，冷却水を注入する。

T=300:tl00kg・cm(ウオータ ドレーンコックプラグ)

①ウオータ インレツト パイプ No.2に取り付けてあるド

レーン コック プラグをゆるめ，パイプ内のエアを抜く。

②プラグより冷却水が出てきたらプラグを閉じる。

③冷却水を補充する。

..  聾冷却水注入後，再度ドレーン コック プラグ(ウオータ

インレツト周)が閉じていることを確認レ，冷却水のもれ

の有無を確認する。

P 

伊除



明町

，欄験ヘ

ポンプ ASSY，ベーン

P/S ポンプ
ブラケット

リザーパ書ンヲ ASSY，ラジエ一世

ぬ)寸ζl

クーリング システムーウオータポンプ

(2) 室内のヒータの温度調節レバーを rHOTj の位置にする。

(3) 冷却水を注入する。

(4) エンジン暖機後，冷却水量を確認する。

5-5 

..  ラジエータ キャップをはずす場合は蒸気や熱湯が吹き出

すので注意して行う。

(5) 冷却水を補充する。

ウオータ ボンプ

ポンプ

カバー，エンジン アン膏
フロント t No.2 

カバー，世イミンザ
ベルト， N0.1 

プー 1)，ヲランヲシャフト

.・・・・・・再使用不可部品 仁コ-…・・締め付けトルク (kg・叩)

ウオータ ポンプ取りはずし

1 ラジエータ取りはずし

(S 5 -27， 28参照)

F4781 

固



5-6 クーリング システムーウオータポンプ

F4782 

F4818 

F4783 

F4784 

F4555 

2 V ベルト取りはずし

(1)オルタネータ セット ボルトをゆるめてV ベルトを取りは

ずす。

(2) アイドル プーリを移動し. A /C用V ベルトを取りはずす。

(A / C付き車)

(3) P / S ポンプを移動し. P / S用V ベルトを取りはずす。

(P / S付き車)

3 ファン ウイズフルードカップリング ASSY取りはず

し

(1)ナット 4個をゆるめファン ウイズ フルード カップリング

ASSYを取りはずす。

(2) フアン プーリを取りはずす。

4 P/S ポンプ取りはずし

5 P/S ポンプ ブラケット取りはずし

(1"'. 

(1) ボルト 3本，ナット 2個をはずし. P / S ポンププラケツ 1"'" 

トを取りはずす。

6 タイミングベルト カバー取りはずし

(1)ボルト 2本をはずし，ワイヤ ハーネス プロテクタを取りは

ずす。

(2) ボルト 5本をはずし，タイミングベルト カバー N也 2を取

りはずす。



喝ヘ

棚、

クーリング システムーウオータポンプ 5-7 

合わせ

マーヲ

F4~56 

F4557 

F4558 

F4559 

F4560 

7 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(1) クランクシャフトを正回転させ，左図のようにNo.l シリンダ

を圧縮上死点にセットする。

8 A/C コンプレツサ取りはずし

9 A/C コンプレツサ ブラケット取りはずし

10 クランクシャフト プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用して，クランクシャフト プーリ ボルトを取り

はずす。

SST 09213-54013 09330-00021 

(2) S STを使用して，クランクシャフト プーリを取りはずす。

SST 09213-00020 09213-00030 09213-00060 

11 タ イ ミ ン グ ベ ル ト カバー No.l取りはずし

(1)ボルト 4本をはずし，タイミングベルト カバー No.lを取

りはずす。

12 タイミングベルト取りはずし

(1) タイミング ベルト背面iニチヨーク等で回転方向を明示する。

〈参考〉 組み付け時.タイミング ベルトの当たりを変えないため

に行う。



5-8 クーリング システムーウオータポンプ

F45&1 

F45&2 

F4785 

F4785 

(2) タイミングベルト アイドラ プーリ No.l用ボルトをゆる

める。

(3) タイミング ベルト ガイドを取りはずす。

(4) タイミングベルト アイドラ プーリ No.lをエンジン フ

ロント側より左方向に侵大によせて，アイドラ プーリ No.l 

を固定し，タイミング ベルトを取りはずす。

13 ウオータ ポンプ取りはずし

(1) ボルト 6本をはずし，ウオータ ポンプおよびガスケットを取

りはずす。

ウオータ ポンプ点検

ウオータ ポンプ点検

(1) 各部にき裂，損傷がないことを確認する。

2 ウオータ ポンプベアリング点検

(1) ベアリングの異音，ひっかかりのないことを確認する。

ウオータ ポンプ取り付け

ウオータ ポンプ取り付け

(1) 新品のガスケットを介して，ウオータ ポンプを取り付ける。

A : T=80kg・側 (M 6) 

B : T=196kg・cm(M 8 除〈ポンプ右上)

C : T=260kg・叩 (M8 ポンプ右上)

F陣

伊



司、

欄穂町

七空可
@=20酬

⑮=42聞

クーリング システムーウオータポンプ 5-9 

F4786 

F4573 

F4787 

F4559 

F8143 

2 タイミングベルト取り付け

(1)インテーク，エキゾースト カムシャフト タイミング プー

リとクランクシャフト タイミング プーリが.，No.l シリン

ダ圧縮上死点の位置にあることを確認する。

〈参考〉 各プーリが図の位置にあるときがNo.l シリンダ圧縮上死

点である。

(2) タイミングベルト アイドラ プーリ No. 1をエンジン フ

ロント側より左方向に最大に寄せて，アイドラ プーリ No.l 

を固定する。

..  固定後.テンシヨン スプリングがピンの満州，はずれ

ていないことを確偲する。

(3) タイミングベルトの回転方向を確認し，タイミングベルト

を取り付ける。

GI 各プーリ聞で，タイミングベルトのゆるみがないように

取り付ける。

(4) タイミングベルト アイドラ プーリ No.lの取り付けポル

トをゆるめタイミング ベルトに張力がかかるようにする。

(5) タイミングベルト ガイドを組み付ける。

(6) タイミングベルト カパ- No.lを取り付ける。

T=90kg・α田

..  タイミングベルト ガイドのキー溝とクランクシャフト

キーの位置が合っていることを砲認する。



5-10 

合わせ

マーヲ

~ 
@=42mm 

⑮=25mm 

@=20mm 

クーリング システムーウオータポンプ

@ 

F4557 

F4576 

合わせ

マーヲ

F4577 

F4579 

F4584 

(7) S STを使用して，クランクシャフト プーリを取り付ける。

55 T 09213-54013 09330-00021 

T=2200kg・cm

(8) クランクシャフト プーリがNo.1 シリンダ圧縮上死点にセツ

トされている乙とを確認する。

(9) クランクシャフトを正転2回転させ，クランクシャフト プー

リのV溝を TDCに合わせる。

信霊膏 クランクシャフトは絶対に逆回転させない。

(10) クランクシャフト プーリの V溝が TDCのとき，インテーク，

エキゾースト カムシャフト タイミング プーリの合わせ

マークが合っているととを確認する。

(11) タイミングベルト カバー No.4をはずし，タイミングベ

伊

ルト アイドラ プーリ No.1の取り付けボルトを締め付ける。 I骨

T=220kg・叩

(12) タイミングベルト カバー No.4を取り付ける。

3 タイミングベルト カバー No.2取り付け

(1) タイミングベルト カバー No.2をボルト 5本で取り付ける。

T=90kg・cm

(2) ワイヤ ハーネス プロテクタを取り付ける。



l喝、

l周期ヘ

クーリング+システムーウオータ ポンプ 5-11 

F4784 

F4783 

F4818 

4 P/S  ポンプ ブラケット取り付け

(1)ボルト 3本，ナット 2個で， p / S ポンプ ブラケットを取

り付ける。

5 p/S ポンプ取り付け

6 A/C コンプレツサ ブラケット取り付け

7 A/C コンプレツサ取り付け

8 ファン ウイズフルードカップリング ASSY取り付け

(1) フアン プーリを取り付ける。

(2) ナット 4個でファン ウイズフルード カップリング AS

SYとフアン プーリを取り付ける。

9 V ベルト取り付け

(1) クランクシャフト プーリ，フアン プーリ，オルタネータ

プーリにV ベルトをかけ，オルタネータを移動し， V ベル

トを張る。

(2) クランクシャフト プーリ，フアン プーリ， p / S ポンプ

プーリにV ベルトをかけ， p / S ポンプを移動し， V ベ

ルトを張る。

(3) クランクシャフト プーリ， A / C プーリ，アイドラ プ一

円 782 リにV ベルトをかけ，アイドラ プーリでV ベルトを張る。

10 ラジエータ取り付け

(S 5-34-36参照)



5-12 クーリング システムーウオータポンプ

lG-GZEU 

構成図

ポンプ
ベルト， V
(ベーンポンプ周)

ストラット，アジヤステインヴー一一一一寸伊

dIi'、唱

... r、長二具.J:.I

A/C コンプレツサ ASSY - I~ 

ブラケット， A/C コンブレツサ

パイプ，ウオ-~

インレツト

ベルト， V
(スーパーチャージヤ周)

シユラウド.77'ン.No.2 

プーリ.?ランヲシャフト

シユラウド ASSY.ファン .…・・・再使用不可部品 仁コ…・・・締め付けトルク (k;・佃)

F3986 

F3987 

F4788 

ウオータ ポンプ取りはずし

冷却水抜き取り

2 エア クリーナインレツト No.1取りはずし

S ファン シユラウド取りはずし

(1) ラジエータ インレツト ホースおよびリザーパ ホースをラ

ジエータ側で取りはずす。

F 

用除
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周期、

クーリング システムーウオータポンプ 5-13 

F3988 

」
F3989 

F3915 

F3990 

F3991 

(2) ファン シユラウド No.2を取りはずす。

(3) ボルト 2本をはずし ファン シユラウドを取りはずす。

4 ファン カップリング取りはずし

(1) ナット 4個をはずし，ファン カップリングを取りはずす。

5 V ベルト取りはずし

(1) オルタネータ用ベルトを取りはずす。

(2) スーパーチャージヤ用ベルトを取りはずす。

(3) P/S用ベルトを取りはずす。

(4) A / C用ベルトを取りはずす。

6 P/S ポンプ取りはずし

(1) ボルト 2本をはずし， p / s ポンプを取りはずす。

7 ウオータ インレツト パイプ No.2取りはずし

(1) A / C コンプレツサからウオータ インレツト パイプ No.

2を取りはずす。

8 P/S ポンプ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし， p / s ポンプ プラケットを取りはず

す。

〈参考〉 ボルト 1本はA/C コンプレツサと共締めになっている。
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F3992 

F4276 

F3947 

F3993 

F3943 

9 A/C コンプレツサ取りはずし

(1) A / C ホース クランプ2個を取りはずす。

(2) ボルト 3本をはずし， A / C コンプレツサを取りはずす。

10 A / C コンプレツサ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 5本，ナット 1個を取りはずす。

(2) 図に示すスタッド ボルトをダブル ナットではずし， A / C 

コンプレツサ プラケットを取りはずす。

11 タイミングベルト カバー No.2取りはずし

(1)ボルト 4本をはずし，タイミングベルト カバー No.2を取

りはずす。

12 No.l シリンダ圧縮上死点セット

/ 
〆

.-> 

伊

F匝
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クーリング システムーウオータポンプ 5-15 

F3944 

F3945 

F3946 

F3948 

F3949 

13 クランクシャフト プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用してクランクシャフト プーリ ボルトを取りは

ずす。

SST 09213-54013 09330-00021 

(2) クランクシャフト プーリを取りはずす。

〈参考〉 クランクシャフト プーリのかん合が固い場合は SSTを

使用して取りはずす。

SST 09213-00020 09213-00030 09213-00060 

14 ウオータ アウトレツト取りはずし

(1) ウオータ バイパス ホース No.4を取りはずす。

(2) ナット 4個をはずし，ウオータ アウトレツトを取りはずす。

15 タイミングベルト カバー No.5取りはずし

(1) オルタネータ p プラケットとのボルト 1本をはずす。
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F3950 

F3951 

F3952 

F3953 

F3954 

(2) ワイヤ ハーネス カバーを取りはずす。

(3) エンジン フ口、ント側からボルト 3本，ナット 1個をはずし，

タイミングベルト カバー No.5を取りはずす。

16 タイミングベルト カバー No.l取りはずし

(1)ボルト 5本をはずし，タイミングベルト カバー No.lを取

りはずす。

げ タイミングベルト取りはずし

(1) タイミング ベルト背面にチヨーク等で回転方向を明示する。

〈参考〉 組み付け時，タイミング ベルトの当たりを変えないため

に行う。

(2) タイミングベルト ガイドを取りはずす。

(3) タイミングベルト アイドラ No.lのボルトをゆるめる。

(4) タイミング ベルト アイドラ No.lを左へ動かし，タイミン

グ ベルトを取りはずす。

rT" 

畑、

/ 
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クーリング システムーウオータポンプ 5-17 

F3994 

F3995 

F399ー

F3997 

F3998 

18 ウオータ ポンプ取りはずし

(1) ボルト 7本をはずし，ウオータ ポンプを取りはずす。

ウオータ ポンプ分解

フアン プーリ取りはずし

(1) ダプル ナットでフアン プーリのスタッド ボルトを 2本取

りはずす。

(2) S STを使用してフアン プーリを取りはずす。

SST 09213-00020 09213-00030 09213-00040 

09213-00060 

..  SSTのボルトを左右均一にねじ込む。

2 ウオータ ポンプベアリング取りはずし

(1) S STを使用してウオータ ポンプボデーからスナップ リ

ングを取りはずす。

5 5 T 09905-00013 

(2) SSTとプレスを使用して，ウオータ ポンプベアリング，

ロータを取りはずす。

SST 09237-00040 09237-00080 
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¥ 

クーリング システムーウオータポンプ

F3999 

F4000 

E3997 

83614 

F4001 

3 シール セット取りはずし

(1) プラスパーを使用してシール セットを取りはずす。

ウオータ ポンプ組み付け

ウオータ ポンプベアリング取り付け

(1) 24mmソケット レンチとプレスを使用してウオータ ポンプ

ボデーに新品のウオータ ポンプベアリングを圧入する。

(2) S STを使用してウオータ ポンプボデーにスナップ リン

グを取り付ける。

S S T 09905-00013 

2 シール セット取り付け

ro 

(1) 新品のシール セットのボデーかん合部にアドヘシプ 1324を F 

薄く塗布する。

(2) S STとプレスを使用してウオータ ポンプ ボデーにシール

セットを圧入する。

S S T 09237-00020 
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クーリング システムーウオータポンプ 5-19 

圧入寸法

F4002 

F4003 

F4004 

F4005 

F3994 

3 口ータ取り付け

(1) S S Tとプレスを使用してウオータ ポンプベアリング シ

ヤフトに新品のロータを圧入する。

SST 09237-00030 

圧入寸法 0.2mm 

4 フアン プーリ取り付け

(1) S S Tとプレスを使用してベアリング シャフトにフアン プ

ーリを圧入する。

SST 09237-00020 

圧入寸法 123.5土0.6mm

(2) ダイヤル ゲージを使用してフアン プーリのフアン カップ

リング取り付け面の振れを点検する。

基準値 0.06mm以下

(3) ダブル ナットでフアン プーリにスタッド ボルト 2本を取

り付ける。

ウオータ ポンプ取り付け

ウオータ ポンプ取り付け

(1)新品のガスケットを介してウオータ ポンプをボルト 7本でタ

イミングベルト ケースに取り付ける。

T=185土35kg・cm
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合わせる合わせる

クーリング システムーウオータポンプ

F3961 

F3962 

F3963 

F4006 

F3966 

2 タイミングベルト取り付け

(1) タイミング ベルトの回転方向を確認し，クランクシャフト

タイミング プーリ，オイルポンププーリ，タイミング

ベルト アイドラ No.l.No.2にタイミングベルトをかける。

(2) タイミングベルト ガイドおよびタイミングベルト カパ

No.lを取り付ける。

T=85土15kg・cm

(3) クランクシャフト プーリを取り付け. S STを使用してプー

リ ボルトを締め付ける。

SST 09213-54013 09330-00021 

(4) No.l シリンダが上死点にセットされていることを確認する。

(5) カムシャフト タイミング プーリの合わせマーク(持 2 凹

部)とタイミングベルト カバー No.3の凸部(白ペンキ)を

合わせる。

(6) クランクシャフト タイミングプーリ，オイル ポンププ

ーリ，アイドラ No.2. カムシャフト プーリ聞にたるみのな

L、ょうにタイミング ベルトを取り付ける。

F轟

F臨
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F3967 

F3968 

F4006 

F3970 

<. 

F3950 

(7) タイミングベルト アイドラ No. 1のボルトを 1/4回転ゆ

るめ，ベルトにテンシヨンをかける。

(8) クランクシャフトをゆっくり正転2回転弱させ， No.1 シリン

ダを圧縮上死点前40-50。にセットする。

g・絶対に逆回転させない。

(9) タイミングベルト アイドラ No.1のボルトを締め付ける。

T =220::t40kg・cm

(10) クランクシャフトを正回転させ No.1 シリンダを圧縮上死点

にセットしたとき，カムシャフト タイミング プーリの合わ

せマーク(世 2 凹部)のタイミングベルト カバー No.3

の凸部(白ペンキ)が合っていることを確認する。

3 タイミングベルト カバー No.5取り付け

(1) タイミングベルト カバー No.1にボルトを取り付ける。

(2) タイミングベルト カバー No.5を取り付け，エンジン フ

ロント側からボルト 3本，ナット 1個を締め付ける。

T =185::t35kg・cm(ボルト)

T=85::t15kg・cm(ナット)

(3) ワイヤ ハーネス カバー 2個を取り付ける。

T=85::t15kg・cm
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F3949 

ガスケット

F3971 
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F3948 

FS946 

F3943 

(4) オルタネータ プラケットとのボルトを締め付ける。

T =375:i:75kg・cm

4 ウオータ アウトレツト取り付け

(1) ウオータ アウトレツトにガスケットが付いていることを確認

する。

~ 

(2) ウオータ アウトレツトをナット 4個で取り付ける。

T=375士75kg・cm(Ml0) 

T=185:i:35kg・cm(M 8) 

..  Ml0のナット 2個械に締め付ける。

(3) ウオータ バイパス ホース No.4を取り付ける。

戸、

5 タイミングベルト カバー No.2取り付け

(1) タイミングベルト カバー No.2をボルト 4本で取り付ける。
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クーリング システムーウオータポンプ 5-23 

F3993 

F3947 

F4276 

F3992 

F3991 

6 A/C コンプレツサ フ.ラケット取り付け

(1) プラケットをボルト 5本で仮付けする。

(2) 図に示すスタッド ボルトをダブル ナットで取り付ける。

(3) ボルト 5本，ナット 1個を締め付ける。

7 A/C コンプレツサ取り付け

(1) A / C コンプレツサをボルト 3本で取り付ける。

〈参考〉 ボルト 1本はP/S ポンプ プラケットと共締めになっ

ている。

(2) A / C ホース クランプ2個を取り付ける。

8 P/S ポンプ ブラケット取り付け

(1) P / S ポンプ プラケットをボルト 3本で取り付ける。
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F3990 

F3915 

F3989 

F3988 

F3987 

9 ウオータ インレツト パイプ No.2取り付け

(1) A / C コンプレツサにウオータ インレツト パイプ No.2

を取り付ける。

10 P / s ポンプ取り付け

(1) P / s ポンプをボルト 2本で取り付ける。

11 各V ベルト取り付け

12 各 V ベルトたわみ量調整

(S 1-5ャ 7参照)

13 フアン カップリング取り付け

(1) フアン カップリングをナット 4個で取り付ける。

T=165::!::35kg・cm

14 ファン シユラウド取り付け

(1) ファン シユラウドをボルト 2本で取り付ける。

f1B ファン シユラウドの下側が正しく入っていることを穣認

する。

(2) ファン シユラウド No.2を取り付ける。

(3) ラジエータ インレツト ホースおよびリザーパ ホースを取

り{寸ける o

..  クリッ刈取りはずし前と同じ位置に取り付ける。

15 エア クリーナケース取り付け

16 冷却水注入

(S5-4，5参照)

{輯

戸
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lG-GZEU 

ウオ-~ インレツト

F4789 

C1783 

F4790 

ウオ-~ インレツト

F4789 

F4791 

サーモスタツト

サーモスタツ卜取りはずし

1 冷却水抜き取り

2 ウオータ アウトレツトまた陪ウオータ インレツト取りはず

し

3 サーモスタツト取りはずし

4 ガスケット取りはずし

サーモスタツ卜点検

サーモスタツト点検

(1) サーモスタツトを水に漫し徐々に熱する。

.. 静 サーモスタツトはバルブ聞弁温度まで熱する。

(2) サーモスタツトを引き上げてすばやく全開寸法を測定する。

基準値 聞き始め温度 86.....90t

全開時温度 l00t

全開寸法 8mm (全開リフト)

サーモスタツ卜取り付け

サーモスタツト取り付け

(1) 新品のガスケットをサーモスタツトに取り付ける。

(2) サーモスタツトをウオータ アウトレツト ハウジングにはめ

込み，ウオータ アウトレツトまたはウオータ インレツトを

取り付ける。

T=80kg・叩

曜重量'・ウオータ アウトレツト，ウオータ アウトレツト ハウ

ジングの合わせ函に異物の付着のないこと。

・サーモスタツトが完全に取り付いていることを砲毘後，ウ

オータ アウトレツトを取り付ける。

・サーモスタツトのジグル弁はリヤ側にする。

2 冷却水注入

(1)ラジエータ ドレーン コック プラグおよびエンジンのドレ

ーン コックを締め，冷却水を注入する。

3 水漏れ点検

(1) エンジンを始動し，水漏れがないことを確認する。
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ラジエータ

キャップ目視点検

車上点検

ラジエータ
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パツキンのき裂，変形がないことを確認する。(1) 

弁および弁座の変形，打こんがないことを確認する。(2) 

弁と弁座聞の水あかがないことを確認する。(3) 

r-

テスタを取り付け開弁圧力

シール面の変形，打こんがないことを確認する。

端部の変形がないことを確認する。

キャップ閲弁圧力点検

キャップにキャップ

0.9::1:0. 15kg/cm 

フイラ部(注水口)点検

を点検する。

ラジエータ

ラジエータ

基準値

_. '.♂月ネック

七三13:(1) 

、一τ

(1) 

(2) 

2 

85443 

クーリング系統点検4 

85788 

F臨キャップを取りはずし，冷却水を満水にしてテスラジエータ(1) 

タを取り付ける。

エンジンを暖機する。(2) 

テスタで1.8kg/ cm2の圧力をかけ，各部

の水漏れがないことを確認する。

..・冷却水は必ず満水にして行う。

エンジンを停止して，(3) 

r. 

-点検箇所に付着している水分は，十分にふきとっておく。

F
}
:
三

r

p
フポンプ操作時にラジエータのネック-テスタの脱着時，85789 

イラ部を変形させない。

ウエ-テスタを取りはずすときは，冷却水が吹き出すので，

スなどを用いて，火傷をしないようにする。
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洗浄コア部(放熱部)点検，ラジエータ

コア部点検

コア部に著しい汚れがないことを確認し，汚れて

いたり，つまっている場合はスチーム洗浄を行う。

..  小フイン ピッチ構造のため，コア部に著しい汚れがある

ラジエータ(1) 

場合，冷却性能に悪影響をおよぼす。

コア部洗浄2 

コア面の距離が近いとフイン洗浄ガン先端とラジヱータ.. 
がつぶれる場合があるので，次の噴射距般を必ず守る。

麟距射噴カ圧射噴

約30cm30-50kg/c而

約50叩

にセットする。

温水洗湾機に温度調節器が付いている場合は事温側(20-80"C)

50-80kg / cm 

(1) 

XL 
}司、

グリル側前方から約 3分間温水噴射を行う。車両のラジエータ(2) 

プレートの下方から約3分間温水噴射を行う。ナンパ(3) 

ラジエータ後方から約 2分間温水噴射を行う。

と，十分な洗浄ができな〈参考〉・噴射圧力が低い (30kg/cm2以下)

(4) 87933 

被三

L、。

-温度が高い方が洗浄効果が大きい。
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カバー取りはずし J:f; 戸:.~ .'一
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コックをゆるめて冷却水を抜き取る。 J

v
J
V
 

司

4• 
、

ラジエータ取りはずし

2 

アンダ

冷却水抜き取り

エンジン

ドレーン

バッテリθターミナル取りはずし

ラジエータ(1) 

s 

調鞠、

， . 

タンク取りはずしリザーパラジエータ4 

ホースを取りはずす。

タンクをプラケツリザーパ

タンク

ボルト 1本を取り，ラジエータ

ト付きで取りはずす。

リザーパラジエータ(1) 

(2) 

F4465 

F4792 
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F4793 

F4794 

F4795 

F4796 

議ゑ

F4797 

5 ラジエータ インレツト ホース切り離し

(1) インレツト ホースをラジエータ側で切り離す。

6 ラジエータ アウトレツト ホース切り離し

(1) アウトレツト ホースをラジエータ側で切り離す。

7 トランスミッシヨンオイルクーラホース切り離し (A/T車)

(1) オイル クーラ ホース 2本をラジエータから取りはずし，ホ

ース プラグでふさぐ。

8 ファン シユラウド No.2取りはずし

F、

(1)θ ドライパを使用して，クリップ2個を取りはずし，ファン f緋

シユラウド No.2を取りはずす。

9 電動フアン コネクタ取りはずし

10 ラジエータ取りはずし

(1)左右のラジエータ アッパ サポートを取りはずし，ラジエー

タ ウイズ ファン シユラウドを取りはずす。

(2) ボルト 2本を取りはずし，ファン シユラウドをラジエータか

ら取りはずす。



期鵬、

棚、

クーリング システムーラジヱータ 5-29 

.プレート，ラジエ一世
事ンヲ，ロツヲ，アッパ'

コアサ"1 ASSY， 
ラジ::1:-11

.プレート，ラジエ-11
世ンク，ロツヲ，ロワー

匂CJEi JY」 寸

F4799 

三三週品

F4800 B3634 

構成図

7 

リンゲ， 0

.パツキン

.・・・・・・再使用不可部品 亡コ-…・・締め付けトルク (kg・cm)

F4798 

ラジエータ分解

ロック プレート取りはずし

(1) ロック プレートを図の順序で取りはずす。

(2) S STを使用してロック プレートかしめ部をはさみ，下方へ

押し下げるようにしてはずす。

55  T 09231-00020 

唖霊聾 ロック プレートのかしめ部をはずす際，コアプレート

に傷を付けたり変形させない。
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コアサ'"f ASSY 
ラジエー宮

リング.0

クーリング システムーラジエータ

プレート

F4801 

F4802 

F4803 

F・804

C51O4 

(3) ロック プレートを外側へ引き出す。

2 タンク.0 リング取りはずし

(1) タンクをコアから取りはずし， 0 リングを取りはずす。

3 オイル クーラ取りはずし

(1) ラジエータ ロワー タンクからフレア ナット 2個を取りは

ずす。

(2) ラジエータ ロワー タンクからナット 2個をはずし，スプリ

F 

ング ワツシヤ 2個とプレート ワツシヤ 2個を取りはずす。fO'

(3) ラジエータ ロワー タンクからオイル クーラを取りはずす。

(4) オイル クーラから O リングを取りはずす。
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鴫ヘ

柵町

クーリング システムーラジヱータ 5-31 

B3636 

F4805 

C剖85

F4804 

F4803 

4 コア プレート点検

(1) コア プレートの溝に変形がないことを確認する。

5 コア プレート，タンク清掃

(1) コア プレートの溝，タンクの底面を清掃してゴミ，異物等を

除去する。

笹墨書 ゴミ等が付着していると水漏れを起こす。

ラジエータ組み付け

オイル クーラ取り付け

(1) オイル クーラに新晶のO リングを取り付ける。

(2) ラジエータ ロワー タンクにオイル クーラを取り付け，ス

プリング ワツシヤ 2個とプレート ワツシヤ 2個を介し，ナ

ット 2個にて取り付ける。

T =21 0-235kg・ 叩

.. 。リングが正しく溝にはまっていることを徳認後，ナツ

トを取り付ける。

(3) ラジエータ ロワー タンクにフレア ナット 2個を取り付け

る。

T=150土10kg・明
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× 

イノ

クーリング システムーラジエータ

Z7555 

F4806 

C5186 

'Z7565 

2 0 リング取り付け

(1) 新品O リング取り付け前に図のようにO リングのねじれを

点検し修正後取り付ける。

3 ロック プレート取り付け

(1)新品ロック プレート(上下 2本ずつ)を取り付ける。.， ロック プレートを両側から矢印方向に，※印の部分に当

たるまで押し込む。

(2) S STを使用して取り付ける。

55 T 09231-00010 

① SSTをパイスに取り付ける。

②ピンを抜きかしめ高さを rLOWJにする。

③ラジエータをSSTにセットし，レバーを矢印の方向に動か

してプレートのツメを一本ずっかしめる。

信霊聾 最初の酪げはゆっくり行い，ツメがタンクに当たってから

わずかに力を加え，かしめ跡が残る程度にする。

戸酷

F酔
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扇町
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-qロー「7-b①

F4799 

F4808 

@( 

F4809 

F4810 

ロツヲ プラダ

ハンドル ワツシザ(大)

85438 

④図にかしめ順序を示す。

g・図中⑦，⑥は55Tが使用できないのでプライヤでかしめ

る。

⑤タンクの凸部にロック プレートのツメが当たらないよう

にする。

⑥かしめ後のロック プレート寸法を確認する。

基準値 h =8.18-8.53mm 

ラジエータ水漏れ点検

プラグハンドル組み立て

(1) 図のように組み立ててロック ナットはワツシヤ，プラグ，ハ

ンドルが軽く当たるまで締め込む。

55T 09231-00030 09231-00050 
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SST 

世ンク

すき間

クーリング システムーラジエータ

C4173 

Z7559 

F4797 

F4796 

2 プラグハンドル取り付け

(1) ラジエータのインレツトおよびアウトレツトにハンドルを差し

込みハンドルを倒す。

SST 09231-00030 09231-00050 

cm プラグ取り付け時にプラグおよび取り付け部に水などを付

着させない。

(2) ノ、ンドルとラジエータをひもで結ぶ。

3 漏れ点検

(1) ラジエータ キャップテスタを使用し加圧する。

基準値 1.2kg/'αd 

(2) ラジエータを水そうに浸し，前後左右に傾けてかしめ部のすき

聞から気泡を追い出す。

(3) 漏れがないことを確認する。

信墨書 かしめ部のすき間からの気泡をシール不良による漏れと誤

認しない。

ロック プレート塗装

(1) 水漏れ点検で異常がなければ ラジエータをよく乾燥させ

た後ロック プレートを塗装する。

ラジエータ取り付け

ラジエータ取り付け

(1) ファン シユラウドをラジエータにボルト 2本で取り付ける。

(2) ラジエータ ASSYを取り付け，左右のラジエータ アッパ

サポートでラジエータを固定する。

T=130kg・cm

2 ファン シユラウド No.2取り付け

3 電動フアン コネクタ取り付け

F 

F 
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F4795 

F4794 

F4811 

F4792 

4 トランスミッシヨンオイルクーラホース取り付け (A/T車)

5 ラジエータ アウトレツト ホース取り付け

(1) アウトレツト ホースの白色マークを上向きにしてラジエータ

に取り付ける。

u量・ホースはラジエータに当たるまで掃入する。

・クランプは図のように取り付ける。

6 ラジエータ インレツト ホース取り付け

(1) インレツト ホースの白色マークを上向きにしてラジエータに

取り付ける。

笹野・ホースはラジエータのタンクに当たるまで挿入する。

・クランプは図のように取り付ける。

7 ラジエータ リザーパ タンク取り付け

(1)ボルト 1本でラジエータ リザーパ タンクを取り付ける。

(2) ラジエータ リザーパ タンク ホースを取り付ける。

電墨書リザーパタンク ホースはラジエータ アッパホース

の下を過す。

8 エンジン アンダカバー取り付け

9 冷却水注入

(1) ラジエータのドレーン コックが閉まっていることを確認後，

冷却水を注入する。

(S 5-4参照)

10 バッテリ@ターミナル取り付け
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一一一ーデ一一一一一

一」亡円二二壬王コL
，二 τ吉--_.~ーニ守L

C0475 

F4812 

F3911 

11 オートマチック トランスミッシヨン フルード注入

12 オートマチック トランスミッシヨン油量点検

(1) ノfーキング プレーキをかける。

(2) アイドル回転状態でシフト レバーをPから Lまで各レンジを

一巡した後， p レンジにもどす。

(3) レベル ゲージを抜きウエスでふき取った後，再度挿入してフ

ルードがレベル ゲージの rHOTJの範囲にあることを確認

する。

fmj・通常走行状態の油温 (50-80'C) で点検する。

・オイル交換時など低い油温 (20-30'C)で油量点検をする

必要がある場合は，ゲージの rC0 0 LJ範囲内に調宣し

た後， HOT条件で再確認する。

・レベル ゲージの裏表でレベルが異なるときは，レベルの

低い方で点検する。

13 水漏れ点検

(1) 取り付け後エンジンを始動し，水漏れがないことを確認する。

1G-GZEU 

ラジエータ取りはずし

エンジン フロント アンダカバー No.1取りはずし

(1) ボルト 4本とピン 2個をはずし，エンジン フロント アンダ

カバー No.1を取りはずす。

2 冷却水抜き取り

(1)ラジエータ ドレーン コック プラグおよびエンジンのドレ

ーン コックを聞き，冷却水を抜き取る。

F骨

F 
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F3986 

F5063 

F4813 

87938 

F4814 

3 ヱア クリーナ インレツト No.l取りはずし

(1)ボルトを取りはずし，エア タリーナ インレツト No.1を取

りはずす。

4 ラジエータ リザーパ タンク用ホース切り離し

5 ラジヱータ インレツト ホース切り離し

6 ラジエータ アウトレツト ホース切り離し

7 ファン シユラウド No.2取りはずし

(1) eドライパを使用して，クリップ2個を取りはずし，ファン

シユラウド No.2を取りはずす。

8 トランスミッシヨン オイル クーラ ホース切り離し

(1) トランスミッシヨン オイル クーラ ホースを取りはずし，

ホース プラグでふさぐ。
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F4815 

9 ラジエータ ASSY取りはずし

(1) ラジエータ サポート No.1の2個のボルト 2本を取りはずし，

ラジエータ ASSYを取りはずす。

10 ファン シユラウド No.1取りはずし

(1) ボルト 2本を取りはずし，ファン シユラウド No.1を取りは

ずす。

(2) ファン シユラウド下側のクッシヨン 2個を取りはずす。

構成図

コアサブ ASSY
ラジエー宮

ヲーラ ASSY， 
オイル

帆

l
i
l
A》

F 

世ンヲ.ラジ:I:-~，アッパ

.プレート，ラジ:I:-~ ~量ン 'J， ロツヲ，7'ツパ

.リンタ， 0

ート，ラジエ-~ コア，アッパ

ア

プレート.ラジエ-~ :::17'，ロワー

伊リング， 0 

.プレート.ラジエ-~ ~ンヲ.ロツヲ.ロワー

.・・・・・・再使用不可部品

F4818 
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⑧ 

85795 

一寸

歪ラ益.. 

# 
85796 83634 

唱曲

85797 

コア

85798 

83636 

ラジエータ分解

ロック プレート取りはずし

(1) ロック プレート取りはずし順序を図に示す。

(2) SSTを使用してロック プレートかしめ部をはさみ，下方へ

押し下げるようにしてはずす。

55T 09231-00020 

@D ロック プレートのかしめ部をはずす際，コア プレート

に傷を付けたり変形させない。

(3) ロック プレートを外側へ引き出す。

2 タンク， 0 リング取りはずし

(1) タンクをコアから取りはずしてから O リングを取りはずす。

3 コア プレート点検

(1) コア プレートの溝に変形がないことを確認する。
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r==EEEE主弓き三ご=ー一-(可 ~\ 

、宮ンヲの低面

アプレートの満

ロツウ プレート

‘. 

85800 

イー
Z7563 

Z7565 

4 コア プレート，タンク清掃

(1) コァ プレートの溝，タンクの底面を清掃してゴミ，異物等を

除去する o

f!D ゴミが付着していると水漏れを起こす。

(1)新品ロック プレート(上下 2本ずつ)を取り付ける。

軍墨書 ロック プレートを両側から矢印方向に，※印の部分に当

たるまで押し込む。

(2) S S Tを使用して取り付ける。

55 T 09231-00010 

① SSTをパイスに取り付ける。

②ピンを抜きかしめ高さを rLOWJにする。

③ラジエータを SSTにセットし，レバーを矢印の方向に動

かしてプレートのツメを一本ずっかしめる。

戸弘
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Z75舗

③ ⑥ 

-砂 ‘. 
⑨q~II IIUJI UJI LJ  ̂1LJ1 U vt'、_/l' /'¥. 11 IIP① 。 -\I~ -bd+ 
、~ 11、 J

③①⑥  

85795 

85801 

85802 

F4810 

- 酬の曲げはゆっくり行い，ツメがタンクに当たってから

わずかにカを加え，かしめ跡が残る程度にする。

④図にかしめ順序を示す。

.. 骨 圏中⑦，⑨はSSTが使用できないのでプライヤでかしめる。

⑤タンクの凸部にロック プレートのツメが当たらないよう

にする。

⑥ かしめ後のロック プレート寸法を確認する。

基準値 h =8. 33-8. 68mm 
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ロツヲ プラヴ

ハンドル

。。。

す吉間

クーリング システムーラジヱータ

B5438 

B6003 

一」
Z7559 

F4817 

ラジエータ水漏れ点検

プラグハンドル組み立て

(1)図のように組み立ててロック ナットはワツシヤ，プラグ，ハ

ンドルが軽く当たるまで締め込む。

55 T 09231-00030 0923ト00050

2 プラグハンドル取り付け

(1) ラジエータのインレツトおよびアウトレツトにハンドルを差し

込みハンドルを倒す。

SST 09231-00030 09231-00050 

..  プラグ取り付け時にプラグおよび取り付け部に水などを付

着させない。

(2) ノ、ンドルとラジエータをひもで結ぶ。

3 漏れ点検

(1) ラジエータ キャップテスタを使用し加圧する。

基準値 1.2kg/c品

(2) ラジエータを水そうに漫し，前後左右に傾けてかしめ部のすき

聞から気泡を追い出す。

(3) 漏れがないことを確認する。.. かしめ部のすき聞からの気泡をシール不良による漏れと限

認しない。

ロック プレート塗装

(1) 水漏れ点検で異常がなければ ラジエータをよく乾燥させた後

ロック プレートを塗装する。

ラジエータ取り付け

ファン シユラウド No.1取り付け

(1) ファン シユラウド下側にクッシヨンを取り付け，ラジエータ

ロワー タンクのツメに差し込み，ボルト 2本を締め付ける。

T=55:t15kg・cm

F 

伊
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88239 

/グ〆
F4815 

F4814 

F50&4 

F4813 

2 ラジヱータ ASSY取り付け

(1) ラジエータ ASSYをラジエータ サポート No.2に乗せる。

(2) ラジエータ サポート No.1の2個のボルト 2本でラジエータ

ASSYを取り付ける。

T=130土30kg・cm

3 トランスミッシヨン オイル クーラ ホース取り付付

(1) トランスミッシヨン オイル クーラ ホースを取り付ける。

4 ファン シユラウド No.2取り付け

5 ラジエータ アウトレツト ホース取り付け

(1) ラジエータ アウトレツト ホースの白色マークを下側にして

取り付ける。

嘩霊聾・ホースはラジエータのタンクに当たるまで掃入する。

・クランプは図のように取り付ける。
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F5083 

F3988 

F4制2

C0475 

6 ラジエータ インレツト ホース取り付け

(1) ラジエータ インレツト ホースの白色マークを下側にして取

り付ける。

..・ホースはラジエータのタンクに当たるまで掃入する。

・クランプは図のように取り付ける。

7 ラジエータ リザーパ タンク用ホース取り付け

8 エア クリーナインレツト No.1取り付け

9 冷却水注入

(1) ラジエータのドレーン コックが閉まっていることを確認後，

冷却水を注入する。

(85-4，5参照)

10 エンジン フロントアンダカバー No.1取りはずし

(1)ボルト 4本とピン 2個をはずし，エンジン フロント アンダ

カパ- No.lを取りはずす。

11 オートマチック トランスミッシヨン フルード注入

12 オートマチック トランスミッシヨン油量点検

(1)パーキング プレーキをかける。

(2) エンジン アイドル回転状態でシフト レバーをPからLまで

各レンジ一巡した後， P レンジにもどす。

(3) レベル ゲージを抜きウエスでふき取った後.再度挿入してフ

ルードがレベル ゲージの rHOTJの範囲にあることを確認

する。

..  静・遁常走行状態の泊量 (50-80"C)で点検する。

・オイル交換時など低い泊量 (20-30"C)で泊量点検をする

必要がある場合は，ゲージの rCOOLJ範囲内に嗣聾し

た後， HOT条件で再確隠する。

・レベル ゲージの裏表でレベルが異なるときは，レベルの

低い方で点検する。

13 水漏れ点検

(1) 取り付け後エンジンを始動し，水漏れがないととを確認する。

F 

戸切除
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SST 

工具

計緑

油脂
その他

L...・E ・-

ルブリケーシヨン システム一車上点検

準備品

信事 09228-44011 レンチ，オイル フィルタ オイル フィルタ取りはずし周

ザダ~
レンチ，ステアリング ウオ

ポンプ ドライプシャフト プーリ ナット脱
09616-30011 ームベアリングアジヤス

ト スクリユ
着用

〆 ノ 09021-24270オフセット レンチ オイル プレッシヤ スイッチ脱着用

ア カツタ，オイルパンシー
オイルパン取りはずし周09032-00100 J" 

軍》 30mm ソケット レンチ オイル クーラ脱着用 (1G-GTEU) 

樋)))
側バンザイ

扱い アダプタ オイル プレッシヤ測定用

OPG-030 

、品 側パンザイ

緩い ゲージ，オイルプレッシヤ オイル プレッシヤ測定用

.... = . OPG-100 

マイクロ メータ (0-25mm) ドライプ ロータおよびドリプン ロータ測定用

シールパツキ ン ブラック

キヤツスル MP  グリース No.2 

木片

F4819 

オイルパンおよびオイルパン No.2 シール用

各部塗布用

オイルパン脱着用 (1G-GTEU) 

車上点検

オイル プレッシヤ点検

オイル点検

基準 レベルゲージのF特 L聞にあること

著しい汚れがなく，適度な粘度があること

冷却水，ガソリンなどの混入がないこと

2 オイルプレッシヤゲージ取り付け

|lGー GTEUI

(1) A / C コンプレツサを取りはずす。

(2) オイル プレッシヤ ゲージからコネ 17タを取りはずす。

(3) プロック左側のオイル プレッシヤ スイッチを取りはずす。

('" 

~I 



嚇ヘ

調鞠民

く~

ルブリケーシヨン システム一車上点検 6-3 

F51刷

F5162 

F 5163 

F5164 

F4820 

(4) アダプタを介してオイル プレッシヤ ゲージを取り付ける。

|1G-GZEUI 

(1) マニホルド ステーおよびオイル レベルゲージ ガイドを

取りはずす。

(2) フユーエル フィルタ プラケットを取りはずす。

(3) エンジン マウンテイング プラケット LHを取りはずす-圃.

(4) オイル プレッシヤ スイッチからコネクタを取りはずす。_.~

(5) 工具(オフセット レンチ)を使用して，プロック左側のオイ

ル プレッシヤ スイッチを取りはずす。

u静 工具(オフセット レンチ)がすべらないように，オイル

プレッシヤ スイッチに少しななめに当て，しっかりかけ

る。

(6) アダプタを介してオイル プレッシヤ ゲージを取り付ける。

3 エンジン暖機

基 準 冷却水温 80-90"C

4 オイル プレッシヤ測定

基準値 アイドル回転時 O.4kg/剖以上

5000rpm 4.2kg/1剖以上

5 オイルプレッシヤ スイッチ取り付け

T=150士30kg・cm

エンジン オイル，オイル フィルタ交換

エンジン オイル抜き取り

(1)オイル フイラ キャップを取りはずす。

(2) オイル ドレーン プラグを取りはずし，オイルを抜きとる。



6-4 ルブリケーシヨン システムー車上点検

F4821 

F4821 

2 オイル フィルタ取りはずし

(1) S S Tを使用して，オイル フィルタを取りはずす。

55 T 09228-44011 

3 オイル フィルタ取り付け

(1) オイル フィルタのO リングに少量のエンジン オイルを塗

布し. S S Tを使用して取り付ける。

5 5 T 09228-44011 

..・オイル フィルタがブロックに当たってから3/4回転締め

付ける。

・取り付け商を清掃する。

4 エンジン オイル注入

(1) 新品のガスケットを介して，オイル ドレーン プラグを取り

付ける。

T=200kg.柵

e墨器 取り付け菌を清掃する。

(2) オイルを注入する。

(3) オイル フイラ キャップを取り付ける。

5 オイル量点検

(1) オイル レベル ゲージを引き抜き，オイル量を確認する。

6 オイル漏れ点検

EMI121 (1) エンジンを始動し，オイル漏れがないことを確認する。

7 オイル量確認

(1)オイルがオイル レベル ゲージのF特 L間にあることを確認

する。

F 

F、



ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-5 

フン

ー

ボ

u
一

E

一
T

一
G

一
G

一
構成図

リザーパヲンヲ .ラジエ-$1

ファン ASSY，ウイズ
7J~ードカップリンタ

ベルト， v 
(P/S周)

骨格、

シユラウド，ファン， No.2 

ホース(オイルヲーラ周)
(A/T寧)

l柵民

カバー，世イミンヴ
〆、()L.oト， No.2 

固

カバー，エンジン 7ンヨf
フロント， No.1 

-……再使用不可部品 仁ゴ……締め付けトルク (kg・側)

F4822 

〈コ

F4820 

オイルポンプ取りはずし

1 エンジン アンダカバー取りはずし

2 冷却水抜き取り

(1) ラジエータ ドレーン コックをゆるめて冷却水を抜き取る。

3 バッテリ@ターミナル取りはずし

4 エンジン オイル抜き取り

5 ラジエータ取りはずし

(S 5-27-28参照)



6-6 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F4782 

F4818 

F4823 

F4587 

6 V ベルト取りはずし

(1)オルタネータ セット ボルトをゆるめてV ベルトを取りは

ずす。

(2) アイドラ プーリを移動し， A /C用V ベルトを取りはずす。

(A / C付き車)

(3) P / S ポンプを移動し P/S用V ベルトを取りはずす。

(P / S 付き車)

7 ファン ウイズフルードカップリング ASSY取りはず

し

(1)ナット 4個をゆるめファン ウイズ フルード カップリング

ASSYを取りはずす。

(2) フアン プーリを取りはずす。

8 A/C コンブレツサ取りはずし

9 コンプレツサ マウンテイングブラケット No.1取りはずし

10 タイミングベルト取りはずし

(S 5-6-8参照)

11 ポンプ ドライブシャフト プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用してポンプ ドライプシャフト プーリを固定し，

ナットをはずす。

5 5 T 09616-30011 

(2) ポンプ ドライブシャフト プーリを取りはずす。

F 

F、t



晴ヘ

調鵬、

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-7 

F‘824 

。鞠
F4825 

F4826 

F4827 

12 オイルポンプ ASSY取りはずし

(1) ボルト 5本をはずし，オイル ポンプ ASSYを取りはずす。

13 0 リング取りはずし

オイルポンプ分解

オイルポンプ分解

(1) ドライブ ロータを取りはずす。

(2) ドリプン ロータを取りはずす

(3) リリーフパルププラグ，リリーフ パルプガスケット，

リリーフ パルプスプリング，リリーフ パルプを取りはず

す。

オイルポンプ点検

オイル シールの損傷

2 ドライブ ロータ，ドリブン ロータ，ボデー当たり画の摩耗

および損傷

3 リリーフ バルブの当たり面損傷

4 リリーフ バルブスプリングの衰損，折損

5 チップ クリアランス測定

(1) シックネス ゲージを使用して， ドライプ ロータとドリプン

ロータのすき聞を測定する。

基準値 0.04-0. 16mm 

限度 0.2mm 

6 ボデー クリアランス測定

(1) シックネス ゲージを使用して，ドリブン ロータとボデーの

すき聞を測定する。

基準値 0.10-0.16mm 

限度 0.2mm 



6-8 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F4828 

F4829 

口問削00

F4830 

F4831 

7 ドライブ ロータおよびドリブン ロータ幅測定

(1) マイクロ メータを使用してドライブ ロータおよびドリブン

ロータの幅を測定する。

基準値 20.98-21.00mm 

オイル シール交換

オイル シール取りはずし

(1) θドライパを使用して，オイル シールを取りはずす。

..  シール取り付け菌に傷をつけない。

2 オイル シール取り付け

(1)新品のオイル シールのリップ部にキヤツスル MP  グリー

ス No.2を塗布する。

(2) 24mmのソケットを使用して，オイル シールを端面より 1mm打

ち込む。

オイルポンプ組み付け

リリーフ バルブ ASSY取り付け

(1) リリーフ ノtルブ，リリーフ パルプ スプリング，リリーフ

パルプ ガスケットを順に取り付ける。

(2) リリーフ パルブ プラグを取り付ける。

T=375土75kg・叩

2 ドライブ ロータ & ドリブン ロータ取り付け

(1) ドライプ ロータおよびドリブン ロータを取り付ける。

F 

f"""l 



明、

棚、

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-9 

F4832 

A 

F4824 

F4567 

F4590 

オイルポンプ取り付け

2 

3 

。リング取り付け

(1) 新品のO リングにオイルを塗布し，取り付ける。

オイル ポンプ ASSY取り付け

(1) ボルト 5本で，オイル ポンプを取り付ける。

A : T=195kg・叩 (M6) 

B : T=260kg・cm{M8) 

ポンプ ドライブシャフト プーリ取り付け

(1) プーリの切り欠きとシャフトの切り欠きをあわせてプーリを取

り付ける。

(2) S S Tを使用してポンプ ドライブシャフトプーリを固定し，

ナットを締め付ける。

55 T 09616-30011 

T=350kg・側

4 タイミングベルトおよびタイミングベルト カバー取り付

け

(85-9-11参照)

5 コンプレツサ マウンテイングブラケット No.l取り付け

(1) フロント側の 2本のボルトとナットを締め付ける。

T =260:1:50kg・cm

(2) リヤ側のボルト 2本を締め付ける。

T =480:1: 70kg・叩



6-10 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F4823 

F4818 

6 A/C コンプレツサ取り付け

(1) A / C コンプレツサをボルト 4本で取り付ける。

T=280:!::20kg・佃

7 ファン ウイズフルードカップリング ASSY取り付け

(1) フアン プーリを取り付ける

(2) ナット 4個でファン ウイズフルード カップリング AS

SYとフアン プーリを取り付ける。

8 V ベルト取り付け

(1) クランクシャフト プーリ，フアン プーリ，オルタネータ

プーリにV ベルトをかけ，オルタネータを移動し， V ベル

トを張る。

(2) クランクシャフト プーリ，フアン プーリ， p / S ポンプ

プーリにV ベルトをかけ， p / S ポンプを移動し， V ベ

ルトを張る。

(3) クランクシャフト プーリ， A / C プーリ，アイドラ プ-

F4782 リにV ベルトをかけ，アイドラ プーリでV ベルトを張る。

EMI121 

9 ラジエータ取り付け

(S 5 -34-36参照)

10 エンジン アンダ カバー取り付け

11 エンジン オイル注入

(1)オイル フイラ キャップを取りはずし，エンジン オイルを

注入する。

12 冷却水注入

(1) ラジエータのドレーン コックが閉まっていることを確認後，

冷却水を注入する。

13 バッテリθターミナル取り付け

F 



崎町

十局輔、

ルブリケーシヨンーオイルポンプ 6-11 

C0475 

14 オートマチック トランスミッシヨン フルード注入

15 オートマチック トランスミッシヨン油量点検

(1)パーキング プレーキをかける。

(2) アイドル回転状態でシフト レバーをPから Lまでの各レンジ

を一巡する。

(3) レベル ゲージを抜きウエスでふき取った後，再度挿入してフ

ルードがレベル ゲージの rHOTJの範囲にあることを確認

する。

..  聾・通常走行状態の油温 (50-80"c)で点検する。

・オイル交換時など低い泊温 (20-30"c)で油量点検をする

必要がある場合は，ゲージの rCOOLJ範圏内に調整し

た後， HOT条件で再確認する。

・レベル ゲージの裏表でレベルが異なるときは，レベルの

低い方で点検する。



6-12 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

U

一
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一
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図
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一
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一
成

G

一
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」
構

A/C 

インレツト.エア ヴリーナ， カバー，エンジン アンヲ
出回 1 7ロン卜， No.1 

オJレ9 ネ-~ ASSY 

F勝

トレイ，バッテリ

-……再使用不可部品 仁コ……締め付けトルク (kg・叩)

F4014 

F4833 

オイルポンプ取りはずし

エンジン オイル抜き取り

2 バッテリ@ターミナル取りはずし

3 バッテリおよびバッテリ トレイ取りはずし

(1) バッテリを取りはずす。

(2) ボルト 4本をはずしバッテリ トレイを取りはずす。

F揖

4 タイミングベルト取りはずし

(S 5 -12-16参照)

ただし， V ベルト取りはずしの後，以下の作業を加える。

(1) オルタネータ コネクタおよび+B端子取りはずし

(2) オルタネータ取りはずし



培、

棚、

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-13 

F4015 

F4017 

F4018 

F4019 

F4020 

5 オルタネータ ブラケット No.2取りはずし

(1) 図に示すエア ホースを取りはずす。

(2) V S Vのコネクタを取りはずす。

(3) ボルト 2本をはずしオルタネータ プラケット No.2をVSV

付きで取りはずす。

6 ファンベルト アジヤステイングパー取りはずし

7 エアホース No.l取りはずし

(1) クランプ2個をゆるめる。

8 エンジンアンダカバー取りはずし

9 ヱアアウトレツト ダクト No.2取りはずし

(1) ボルト 2本をはずしマニホルド ステー No.2を取りはずす。



6-14 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F402t 

F4022 

F4023 

F4092 

F4834 

(2) ボルト 3本をはずしインテーク マニホルドからエア アウト

レツト ダクト No.2を取りはずす。

10 スーパーチャージヤ取りはずし

(1) マグネット クラッチのコネクタを取りはずす。

(2) イグナイタ，ソレノイド レジスタ，コンデンサのコネクタを

取りはずす。

(3) スルー ボルト 2本をはずしスーパーチャージヤを取りはずす。

11 スーパーチャージャ ブラケット取りはずし

(1) ボルト 6本，ナット 1個をはずし，スーパーチャージャ ブラ

ケットを取りはずす。

F第

("'" 



明、

端、

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-15 

F4570 

F4835 

。崎
F4836 

F4837 

12 ポンプ ドライブシャフト プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用してポンプ ドライプシャフト プーリを固定し，

ナットをはずす。

55 T 09616-30011 

(2) ポンプ ドライプシャフト プーリを取りはずす。

13 オイルポンプ ASSY取りはずし

(1) ボルト 6本をはずし，オイル ポンプ ASSYを取りはずす。

14 0 リング取りはずし

オイルポンプ分解

オ イ ル ポ ン プ 分 解

(1) ドライプ ロータを取りはずす。

(2) ドリプン ロータを取りはずす。

(3) リリーフパルププラグ，リリーフパルプガスケット，

リリーフ パルプスプリング，リリーフ パルプを取りはず

す。

オイルポンプ点検

オイル シールの損傷

2 ドライブ ロータ，ドリブン ロータ，ボデー当たり面の摩

耗および損傷

S リリーフ バルブの当たり面損傷

4 リリーフ バルブスプリングの衰損，折損

5 チップ クリアランス測定

(1) シックネス ゲージを使用して， ドライプ ロータとドリプン

ロータのすき聞を測定する。

基準備 0.04-0. 16mm 

限度 0.2mm 



6-16 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F4838 

F4828 

F4829 

ロー00

F4839 

F4840 

6 ボデー クリアランス測定

(1) シックネス ゲージを使用して，ドリブン ロータとボデーの

すき聞を測定する。

基準値 O.10-0.16mm 

限度 O.2mm 

7 ドライブ ロータおよびドリブン ロータ幅測定

(1) マイクロ メータを使用してドライブ ロータおよびドリブン

ロータの幅を測定する。

基準値 17.98-18.00mm 

オイル シール交換

オイル シール取りはずし

(1) eドライパを使用して，オイル シールを取りはずす。

曜墨書 シール取り付け函に傷を付けない。

2 オイル シール取り付け

(1) 新品のオイル シールのリップ部にキヤツスル MP グリー

ス No.2を塗布する。

(2) 22mmのソケットを使用して，オイル シールを端面より 1mm打

ち込む。

オイルポンプ組み付け

リリーフ バルブ ASSY取り付け

(1) リリーフ パルプ，リリーフ パルプ スプリング，リリーフ

パルプ ガスケットを順に取り付ける。

(2) リリーフ パルプ プラグを取り付ける。

T =375::t 75kg・側

2 ドライブ ロータ & ドリブン ロータ取りf寸け

(1) ドリブン ロータのマークをフロント側に向けて取り付ける。

F 

rP" 



哩ヘ

棚、

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-17 

F4841 

F4835 

F4570 

F4834 

F4092 

オイルポンプ取り付け

。リング取り付け

(1) 新品のO リングにオイルを塗布して取り付ける。

2 オイルポンプ ASSY取り付け

A : T =90:l:20kg・叩(M6) 

B : T=185土35kg・佃(M8) 

3 ポンプ ドライブシャフト プーリ取り付け

(1) プーリのキー溝とキーの位置をあわせて，シャフトにプーリを

挿入する。

(2) S S Tを使用してポンプ ドライプシャフト プーリを固定し，

ナットを締め付ける。

SST 09616-30011 

T=270kg・側

4 スーパーチャージャ ブラケット取り付け

5 スーパーチャージヤ取り付け

(1) スーパーチャージヤをスーパーチャージヤ プラケットに取り

付け，スルー ボルト 2本で固定する。

T =375:1:75 kg. cm 

〈参考〉 下側のスルー ボルトはスーパーチャージヤに取り付けて

おく。



6-18 ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ

F4022 

F4023 

F4021 

F4020 

F4019 

(2) マグネット クラッチのコネクタを取り付ける。

(3) イグナイタ，ソレノイド レジスタ，コンデンサのコネクタを

取り付ける。

6 ヱアアウトレツト ダクト No.2取り付け

(1)インテーク マニホルドにエア アウトレツト ダクト No.2 

を取り付ける。

T=130士30kg・αn

〈参考〉・ボルト 1本はオルタネータ ブラケット No.2と共締めの

ため後で取り付ける。

・ボルトはオルタネータ プラケット No.2取り付け後に締

めf寸ける。

(2) インテーク マニホルド ステ- No.2をボルト 2本で取り付

F 

ける o f"" 

7 エア ホ ー ス No.l取り付け

(1)エアホース No.lをエアチュープ，エア インレツト ダ

クト No.lに取り付け，ホース クランプを締め付ける。



晴、

棚ヘ

ルブリケーシヨン システムーオイルポンプ 6-19 

F4018 

F4刷5

F4017 

F4014 

8 ファンベルトアジヤステイングパー取り付け

(1) ファン ベルト アジヤステイングパーをスーパーチャージ

ヤ プラケットに取り付ける。

T=375土75kg.叩

〈参考〉 ボルトはオルタネータ締め付け後本締めする。

9 オルタネータ ブラケット No.2取り付け

(1) スーパーチャージヤに エア ホースを取り付ける。

(2) V8Vにコネクタを取り付ける。

(3) ボルト 2本でオルタネータ プラケット No.2を取り付ける。

10 タイミングベルト取り付け

(85-20-24参照)

ただし，タイミングベルト カバー No.2取り付け後，以下の作

業を加える。

(1) オルタネータ取り付け

(2) オルタネータ コネクタおよび+B端子取り付け

11 バッテリ トレイおよびバッテリ取り付け

(1) ボルト 4本でパツテリ トレイを取り付ける。

(2) パツテリを取り付ける。

12 エンジンアンダカバー取り付け

13 バッテリ@ターミナル取り付け

14 エンジン オイル注入



6-20 

Cコ

ルブリケーシヨン システムーオイルクーラ (1G-GTEU) 

F4820 

F4821 

F4842 

F4843 

オ イルクーラ

(1 G-GTEU) 

オイル クーラ取りはずし

1冷却水抜き取り

(1) ラジエータおよびブロック左側のドレーン コックをゆるめて

冷却水を抜き取る。

2 エンジン オイル抜き取り

(1) オイル フイラ キャップを取りはずす。

(2) オイル ドレーン プラグを取りはずし，オイルを抜き取る。

3 オイル フィルタ取りはずし

(1) S S Tを使用してオイル フィルタを取りはずす。

5 5 T 09228-44011 

4 オイル クーラ用冷却水ホース取りはずし

5 オイル クーラ取りはずし

(1)工具 (30mmソケット レンチ)を使用し，オイルクーラ リ

リーフ パルプ ASSYを取りはずす。

(2) オイル クーラを取りはずす。

(3) 0 リングを取りはずす。

F 

伊、



時、

欄鞠同

Jレブリケーシヨン システムーオイルクーラ (1G-GTEU) 6-21 

F4843 

F4842 

F4821 

オイル クーラ取り付け

オイル クーラ取り付け

(1) 新品のO リング2個にエンジン オイルを塗布し，オイル

クーラに取り付ける。

(2) 工具 (30mmソケット レンチ)を使用し，オイルクーラ リ

リーフ パルプ ASSYでオイル クーラを取り付ける。

T=450kg・叩

f!D 。リングがずれないようにする。

2 オイルクーラ ホース取り付け

3 オイル フィルタ取り付け

(1) S S Tを使用し，オイル フィルタを取り付ける。

55  T 09228-44011 

e墨書 オイル ブロックがブロックに当たってから3/4回転締め

f寸ける。

4 エンジン オイル注入

5 冷却水注入

(8 5-4参照)



6-22 ルブリケーシヨン システムーオイルパン

C5262 

F4844 

F4845 

F4846 

オイJレ パン

|1G-GTEUI 

オイルパン取りはずし

エンジン オイル抜き取り

2 エンジン アンダカバー取りはずし

3 トランスミッシヨン クラッチ ハウジングにジャッキ セツ

ト

4 エンジン マウンテイング LH， RH切り離し

(1)エンジン マウンテイング LH， RHのボルトを取りはずす。

5 ステアリング スライデイング ヨーク切り離し

(1) ステアリング スライデイング ヨークのセット ボルトをゆ

るめる。

6 ウオータ ウイズモータアンドブラケット ポンプ A

F 

SSY切り離し f骨

(1) ウオータ ウイズモータ アンド ブラケット ポンプ A

SSY取り付けボルト (2本)を取りはずす。

7 ストラット パー レフト & ライト ブラケット ASS 

Y取りはずし

(1) ボルト 4本を取りはずし，ストラット I~ ー レフト ブラケ

ツトを取りはずす。

(2) ボルト 4本を取りはずし，ストラット I~ー ライト プラケ

ツトを取りはずす。



時ヘ

柵ヘ

ルブリケーシヨン システムーオイルパン 6-23 

8 フロント サスペンシヨン クロスメンバ ASSY取りはず

し

(1) フロント サスペンシヨン クロスメンJ~ A S S Yをジヤツ

キで支える。

(2) ナット 4個をゆるめフロント サスペンシヨン クロスメンバ

ASSYを取りはずす。

(3) ジャッキを下げる。

@'B ステアリング スライデイング ヨークからシャフトがぬ

F4847 けないようにして，ジャッキを下がるところまで下げる。

F4848 

F4849 

F3479 Z6547 

F4850 

9 スチフナ プレート取りはずし

(1) ボルト 4本を取りはずし，スチフナ プレート LHを取りは

ずすo

..  ポンド ケーブルの取り付け位置を覚えておく。

(2) ボルト 4本を取りはずし，スチフナ プレート RHを取りは

ずす。

10 オイルパン取りはずし

(1) ボルト 25本およびナット 5個を取りはずす。

(2) 工具(オイルパン シール カツタ)とプラスパーを使用し

て，オイルパン No.2からオイルパンを切り離す。

..  オイルパン フランジ部が変形するのでゆっくり行う。

(3) オイル パンをスタピライザパーの下を遇して取り出す。

11 オイ ル パ ン No.2取りはずし

(1) ボルト 6本を取りはずす。

(2) 工具(オイルパン シール カツタ)とプラスパーを使用し

て，シリンダ プロックからオイルパン No.2を取りはずす。

e野 オイルパン No.2を変形させない。



6-24 

AA断面 目白断面

日

ルブリケーシヨン システムーオイルパン

F4716 

F4717 

F4848 

オイルパン取り付け

各部清掃

(1)オイルパン，オイルパン No.2およびシリンダ プロック

側に付着しているシール パツキンをドライパ，ワイヤ ブラ

シ，ガスケット スクレーパを使用して取り除く。

2 オイルパン取り付け

(1)オイルパン No.2の図に示す位置にシールパツキン プラ

ツクを塗布する。

信墨書・シール パツキンの幅， O4-5mmで塗布する。

・シール パツキンは全周切れ固なく塗布する0

・シールパツキン塗布後5分以内に仮付けする。

(2) オイルパン No.2をボルト 6本でシリンダ プロックに取り

付ける。

T=55kg・ 側

(3) オイルパンの図に示す位置にシールパツキン ブラックを

塗布する。

..・シール パツキンの幅， O4-5mmで塗布する。

・シールパツキンは全周切れ聞なく塗布する。

・シールパツキンは塗布後5分以内に仮付けする。

(4) オイルパンをボルト 25本，ナット 5個で取り付ける。

T=55kg・cm

3 スチフナ プレート取り付け

(1) ボルト 4本でスチフナ プレート RHを取り付ける。

(2) ボルト 4本でスチフナ プレート LHを取り付ける。

..  スチフナ プレート LHを取り付ける場合に，ボンド

ケーブルも同時に取り付ける。

T=400kg・cm

4 フロント サスペンシヨン クロスメンバ ASSY取り付け

(1) ジャッキを上げる。

e霊聾・ジャッキはフロント サスペンシヨン クロスメンバがボ

ルトに入るまで上げる。

・ジャッキを上げたとき，ストラット パー レフト & 

ライト ブラケット ASSYおよびエンジン マウンテ

イング L H， R Hの取り付けボルトが入るように，取り

付け穴を合わせておく。

F陣

戸揖



噸ヘ

時職、

ルブリケーシヨン システムーオイルパン 6-25 

F4847 

F4846 

C5262 

F4845 

F4844 

(2) ナット 4個で，フロント サスペンシヨン クロスメンバ A 

SSYを取り付ける。

T=1300kg・ 間

6 ストラット パー レフト &ライト ブラケット ASS  

Y取り付け

T=440kg・側

7 エンジン マウンテイング L H， R H取り付け

(1) エンジン マウンテイング LH， RHのボルトを取り付ける。

T=260kg・側

(2) ジャッキを取りはずす。

8 ウオータ ウ イ ズ モ ー タ ア ン ド ブ ラ ケ ッ ト ポンプ A

SSY取り付け

9 ステアリング スライデイング ヨーク取り付け

(1)ステアリング スライデイング ヨークのセット ボルトを締

め付ける。

T=360kg・ 側

10 エンジン アンダカバー取り付け

11 エンジン オイル注入

12 フロント ホイールアライメント点検



6-26 ルブリケーシヨン システムーオイルパン

一ーパ亡J-[二二子fコ~

F4812 

C5261 

F4829 

F4893 

F4894 

|lG-GZEUI 

オイルパン取りはずし

エンジン オイル抜き取り

2 エンジン フロント アンダカバー No.l取りはずし

3 リレー ロツド切り離し

(1) S STを使用し，リレー ロツドをアイドラ アームより取り

はずす。

SST 09611-20015 

(2) S S Tを使用し，リレー ロツドとタイ ロツド レフト A 

SSYとを切り離す。

S S T 09611-20015 

4 スチフナ プレート取りはずし

(1)左右スチフナ プレート取り付けボルト 8本をはずし，左右ス

チフナ プレートを取りはずす。

..  ボンド ケーブル取り付け位置を覚えておく。

5 エンジンアンダリヤ レフト カバー取りはずし

6 A/T クーラ ホース クランプ取りはずし

7 オイル レベルゲージ取りはずし

~ 

f"I"'l 



明ヘ

4瓶、

ルブリケーシヨン システムーオイルパン 6-27 

F4895 

/み奪ミ

Z4679 

Z6547 

f明 _O5γ ヤ
A2595 

8 オイルパン取りはずし

(1) ナット 2個，ボルト 22本をはずす。

(2) 工具(オイルパン シールカツタ)を使用してオイルパ

ンを切り離す。

①工具(オイルパン シールカツタ)をオイルパン

フランジ部にハンマを使用して打ち込む。

②工具(オイルパン シール カツタ)の側面をハンマで

たたきながら，オイルパン フランジ部に添わせて移動

させオイルパンをエンジン プロックから切り離す。

(3) オイル パンを左方向に回し，オイル ストレーナにひっかか

らないようにして取りはずす。

オイルパン取り付け

各部清掃

(1) オイルパン，オイルパン No.2およびシリンダブロック

側に付着しているシール パツキンをドライパ，ワイヤ ブラ

シ，ガスケット スクレーパを使用して取り除く。

2 オイルパン取り付け

(1) オイルパン ASSYの図に示す位置にシールパツキン

ブラックを塗布する。

f!D・シールパツキンは金周切れ目な〈塗布する。

・塗布始めから仮付けまでの時聞は 5分以内とする。

(2) A / T クーラ ホースを干渉しないように右側にずらす。

(3) オイル パンを取り付ける。

f!D オイル パンのシール材が他の部品にふれないようにして

オイルパンを取り付ける。



6-28 ルブリケーシヨン システムーオイルパン

一一一--r一一一 、一一一
一TO---[二コ一口L

F4894 

F4893 

F4892 

C5275 

F4812 

(4) 取り付けボルトおよびナットを数回に分けて均等に締め付け，

規定トルクにする。

T=55kg.cm 

3 A/T クーラ ホース クランプ取り付け

4 エ ン ジ ン ア ン ダ リヤ レフト カバー取り付け

5 スチフナ プレート取り付け

(1)左右スチフナ プレートをボルト 8本で取り付ける。

G)  ポンド ケープルを同時に取り付ける。

6 リレー ロツド取り付け

(1) リレー ロツドをアイドラ アームに取り付ける。

T=600kg・側

(2) リレー ロツドにタイ ロツド レフト ASSYを取り付け

る。

T =600kg・cm

7 エンジン フロント アンダカバー No.l取り付け

8 オイル レベルゲージ取り付け

9 エンジン オイル注入

~ 

F 





7-2 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤシステム

ターボ チャージヤ システム
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‘同

輔、

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤシステム 7-3 

F4750 

F4751 

F4752 

F4753 

ターボ チャージヤ点検

(S 1参照)

ターボ チャージヤ取りはずし

クラッチ マスタ シリンダ取りはずし (M/ T車)

2 バッテリ@ターミナル取りはずし

3 冷却水抜き取り

(1) ラジエータとエンジンのドレーン プラグを聞き，冷却水を抜

き取る。

4 エンジン オイル抜き取り

5 エア クリーナホース取りはずし

6 O2 センサ コネクタ取りはずし

7 エキゾースト マニホルド ヒート インシユレータ No.3取

りはずし

(1) ナット 2個をはずしエキゾースト マニホルド ヒート イ

ンシユレータ No.3を取りはずす。

固

8 フロント エキゾースト パイプ切り離し

9 フロント エキゾースト パイプクランプ取りはずし

10 アクセルレータ ケーブル取りはずし

11 ベンチレーシヨン ホース No.2およびオグジアリ エアパ

ルブホース No.1切り離し

(1)ベンチレーシヨン ホース No.2およびオグジアリ エアパ

ルプホース No.lをインテーク エア コネクタ No.l側で

切り離す。



7-4 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤシステム

F4958 

F4754 

F4755 

F4756 

F4603 

12 レジステイブ コード クランプ取りはずし

13 バキューム ホース取りはずし

14 ターボ インシユレータ取りはずし

(1) ナット 2個をはずし，ターボ インシユレータ No.1およびNn・

2を取りはずす。

15 ウオータ ホース切り離し

(1)図に示す4本のウオータ ホースをターボ ウオータ パイプ

No.1側ではずす。

16 ターボオイルパイプ切り離し

f損

(1)ボルト 4本をはずし，ターボ オイルパイプ No.1およひ・No，・ F 

2とターボ オイル アウトレツト パイプを切り離す。

(2) ユニオン 2本をはずし，ターボ オイルパイプ No.1および

No.2とシリンダ ヘッドを切り離す。



鞠¥

輔、

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ システム 7-5 

F4757 

F4605 

F4758 

F4759 

F4760 

17 ヱアチューブ No.3，No.4およびエア コネクタ ステ一切

り離し

(1)ボルト 4本をはずし，エア チューブ No.3およびNo.4とイン

タークーラを切り離す。

(2) ボルト 2本をはずし，エア コネクタ ステーおよびターボ

オイルパイプ No.lとインテータ エア コネクタ ブラケ

ット No.lを切り離す。

18 ターボチャージヤ ASSY取りはずし

(1)ナット 6個をはずし，ターボ チャージヤ ASSYおよびガ

スケットを取りはずす。

笹野・アクチユエータのロツドを変形させない。 ーーー
・ターボ チャージヤの分解および増し締めは行わない。...・

19 O2 センサ取りはずし

(1) ナット 2個をはずし. O2 センサおよびガスケットを取りは

ずす。

20 ヱア チューブ No.lおよびNo.2取りはずし

(1)ボ、ルト 4本をはずし エア チュープ No.lおよひ守No.2をイン

テーク エア コネクタ No.l付きで取りはずす。

21 エア チューブ No.3および‘No.4取りはずし

(1) クランプ2個をゆるめ，エア チューブ No.3およひINo.4をエ

ア ホース付きで取りはずす。



7国 6 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤシステム

F4761 

F4762 

F4763 

F4763 

F4762 

22 ターボウオータ パイプ No.lおよひ'No.2取りはずし

(1)ボルト 2本，ナット 2個をはずし，ターボ ウオータ パイプ

No.2およびガスケットを取りはずす。

(2) ナット 2個をはずし，ターボ ウオータ パイプ No.lおよび

ガスケットを取りはずす。

23 ターボオイルパイプ No.lおよひ'No.2取りはずし

(1) ナット 4個をはずし，ターボオイルパイプ No.l，No.2お

よびガスケットを取りはずす。

24 ターボチャージヤ No.lおよびNo.2取りはずし

(1) ナット 8個をはずし，ターボ チャージヤ No.l， No.2および

ガスケットを取りはずす。

ターボ チャージヤ取り付け

e墨.各合わせ薗の清掃時，ガスケットの破片をオイル孔に入れ

ないようにする。

ターボチャージヤ No.lおよびNo.2取り付け

戸ー

(1) 新品のガスケットを介して，ターボ チャージヤ No.lおよび F 

No.2を新品のナット 8個でターボ アウトレツト エルポに取

り付ける。

T=210kg・cm

e岳 2個のターボチャージヤのエキゾースト マニホルド取

り付け面を定盤等を使用して段差や傾きのないように組み

f寸ける。

2 ターボオイルパイプ No.lおよびNo.2取り付け

(1)オイルパイプとターボ チャージヤの接触面を清掃する。

..  ガスケットの破片をオイル孔に入れない。

(2) 油穴の方向を確認して，ターボ チャージヤに新品のオイル

パイプ ガスケットを取り付ける。

(3) 新品のガスケットを介して，ターボ オイルパイプ No.lお

よびNo.2をナット 4個で，ターボ チャージヤ No.l， No.2に

取り付ける。

T=175klJ.αn 



穂、

棚、

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤシステム 7-7 

F4761 

F4760 

F4759 

3 ターボ ウオータ パイプ No.lおよび‘No.2取り付け

(1)新品のガスケットを介して，ターボ ウオータ パイプ No.1

をナット 2個でターボ チャージヤ No.1に取り付ける。

(2) 新品のガスケットを介して，ターボ ウオータ パイプ No.2

をボルト 2本，ナット 2個でターボ チャージヤ No.2および

ターボ ウオータ パイプ No.1に取り付ける。

4 エア チューブ No.3およびNo.4取り付け

(1) エア ホース付きのエア チュープ No.3およびNo.4をターボ

チャージヤ No.1 • No.2に取り付け，クランプ2個を締め付け

る。

5 エア チューブ No.lおよびNo.2取り付け

(1)新品のガスケットを介して，インテーク エア コネクタ付き

のエア チュープ No.1およびNo.2をボルト 4本でターボ チ

ャージヤ No.1. No.2に取り付ける。

6 O2 センサ取り付け

(1) 新品のガスケットを介して， 02 センサを新品のナット 2個

でターボ アウトレツト エルボに取り付ける。

7 ターボチャージヤ ASSY取り付け

(1) ターボオイルパイプとターボオイルアウトレツト パ

イプの接触面を清掃する。

e霞 ガスケットの破片をオイル孔に入れない。

(2) 新品のガスケットを介して，ターボ チャージヤ ASSYを

新品のナット 6個で取り付ける。

T=450kg・叩

..・ァクチユエータのロツドを変形させない。

F4758 ・ターボ チャージヤの分解および増し締めは行わない。

F4605 

8 ヱアチューブ No.3，No.4およびエア コネクタ ステー取

りイ寸け

(1)エア コネクタ ステーおよびターボオイルパイプ No.1

をボルト 2本でインテータ エア コネクタ プラケット No. 

1に取り付ける。



7-8 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ システム

F4757 

F4603 

F4756 

F4755 

F4754 

(2) エア チュープ No.3およびNo.4をボルト 4本で，インターク

ーラに取り付ける。

9 ターボオイルパイプ取り付け

(1) 新品のガスケット各 2枚を介して，ターボ オイルパイプ

No.1およびNo.2をユニオン 2本でシリンダ ヘッドに取り付け

る。

(2) 新品のガスケットを介して，ターボ オイルパイプ No.1お

よびNo.2をボルト 4本でターボオイルアウトレツト パイ

プに取り付ける。

10 ウオータ ホース取り付け

F 

(1) 図に示す 4本のウオータ ホースをターボ ウオータ パイプ r-
No.1に取り付ける。

11 ターボ インシユレータ取り付け

(1) ターボ インシユレータ No.1 およひ~No.2 を新品のナット 2 個

で取り付ける。

T=195kg・ 叩



時ヘ

嶋穂、

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーターボチャージヤ システム 7-9 

F4958 

F4753 

F4752 

F4751 

F4750 

12 バキューム ホース取り付け

13 レジステイブ コード クランプ取り付け

14 ベンチレーシヨン ホース No.2およびオグジアリ エアバ

ルブホース No.l取り付け

(1) ベンチレーシヨン ホース No.2およびオグジアリ エアパ

ルプ No.1をインテーク エア コネクタ No.1に取り付ける。

15 アクセルレータ ケーブル取り付け

16 フロント エキゾースト パイプ クランプ取り付け

17 フロント エキゾースト パイプ取り付け

18 エキゾースト マニホルド ヒート インシユレータ No.3取

りイ寸け

19 

20 

21 

22 

(1)エキゾースト マニホルド ヒート インシユレータ No.3を

新品のナット 2個で取り付ける。

O2 センサ コネクタ取り付け

エア クリーナ ホース取り付け

エンジン オイル注入

冷却水注入

23 バッテリθターミナル取り付け

24 クラッチ マスタ シリンダ取り付け (M/ T車)



7-10 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ システム

インタークーラ システム

準備品

~~ 
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冷却水レベル センサ点検用

構成 図
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ホース，サブラジエ-';1， No.2 

ポンプASSY，ウオ-';1
ウイズモーヲ ブラケット
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ホース，サブ ラジエ-';1， No.3 

パイプサブ ASSY，サブラジエ-';1， No.2 

F4959 



明ヘ

棚親ヘ

ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ システム 7-11 

U0416 

チヱイサー，クレスタ

F4764 

U0430 

』竺J

U0415 

インタークーラ システム点検

(S 1参照)

インタークーラ コンビュータ

インタークーラ コンピユータ取りはずし

グラブ コンパートメント ドア取りはずし

(1) スクリユ 3本をはずし，グラブ コンパートメント ドアを取

りはずす。

2 グラブコンパートメント ドア ストライカ取りはずし

(マーク n)

(1) スクリユ 2本をはずし， ドア ロック ストライカを取りはず

す。

3 グラブ コンパートメント取りはずし

(1) スクリユ 3本をはずし，グラブ コンパートメントを取りはず

す。

(2) コネクタを切り離す。(グラブ ボックス ランプ付き車)



7-12 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ システム

チエイサー，クレスタ

F4765 

F4766 

{L I} 

F4767 

4 エンジン コントロール コンピユータ取りはずし

(1) スクリユ 3本をはずし，エンジン コントロール コンピユー

タを取りはずす。

5 インタークーラ コンピユータ取りはずし

(1) ロックをはずして，インタークーラ コンピユータを取りはず

す。

(2) コネクタを切り離す。

インタークーラ コンピユータ取りイ寸け

(1) 取りはずしの逆の手順で行う。

(2) 取り付け後，インタークーラ システム点検を行う。

(S 1参照)

F 



明ヘ

婦鳳、

ター ボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ システム 7-13 

F4467 

F4768 

F4769 

F4770 

F4771 

インタークーラ本体

インタークーラ本体取りはずし

インタークーラ冷却水抜き取り

(1)サプ ラジエータのドレーン プラグより抜き取る。

..  冷却水の保管は，エンジンの冷却水と混入しないよう保管

する。エンジン冷却水が混入したものを使用すると腐食の

原因となる。

2 アクセルレータ ケーブル取りはずし

3 スロットル ケーブル取りはずし (A/丁車)

4 冷 却 水 レ ベ ル セ ン サ コネクタ切り離し

5 リザーパ タンク ホース切り離し

..  リザーパ タンク ホース取りはずし時，大きなカを加え

るとホース取り付け部が破損するおそれがあるので工具等

は使用せず，手でねじりながらまっすぐ引き抜〈。

6 サブラジエータ ホース No.lおよびNo.7取りはずし

(1)サブ ラジエータ ホース No.1 およひ~No. 7をサプ ラジエー

タ パイプ No.1側ではずす。

7 インタークーラ取りはずし

(1)ボルト 3本をはずし，インテーク エア コネクタ No.2とス

ロットル ボデーを切り離す。

(2) ボルト 4本をはずし，エア チューブ No.3およびNo.4とイン

タークーラ ASSYを切り離す。

(3) ボルト 4本をはずし，インタークーラ ASSYを取りはずす。

8 冷却水レベル センサ取りはずし

(1) ノーズ プライヤ等でレベル センサを取りはずす。



7-14 ターボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ システム

F4772 

F4771 

F4770 

F4769 

F4768 

冷却水レベル センサ点検

レベル センサ導通点検

(1) コネクタ端子聞の導通を点検する。

基準 フロートがよ限の状態 導通あり

フロートが上限より約4mm下がった状態 導通なし

インタークーラ本体取り付け

冷却水レベル センサ取り付け

(1) ノーズ プライヤ等でレベル センサを取り付ける。

2 インタークーラ取り付け

(1) インタークーラ ASSYをボルト 4本で仮付けする。

(2) ガスケットを介して，エア チュープ No.3およびNo.4を各ボ

ルト 2本ずつでインタークーラに仮付けする。

(3) インテータ エア コネクタ No.2をボルト 3本でスロットル

ボデーに仮付けする。

(4) ボルトを締め付ける。

S サブラジエータ ホース No.lおよひ'No.7取り付け

4 リザーパタンク ホース取り付け

5 冷却水レベル センサ コネクタ取り付け

6 アクセルレータ ケーブル取り付け

7 スロットル ケーブル取り付け (A/ T車)

ro 

ra 



明町

f禰楠町

ター ボ チャージヤ & インタークーラ システムーインタークーラ システム 7-15 

F4471 

8 冷却水注入

信D ・インタークーラの冷却水にエンジン冷却水が混入したもの

を使用しない。エンジン冷却水中の銅イオンにより腐食の

原因となる。

.LLC濃度が低下すると腐食の原因となるので必ずLLC

濃度50%の冷却水を補充する。

(1) インタークーラの冷却水注入口がいっぱいになるまで冷却水を

入れる。

冷却水容量 1. 7.a 

(2) イグニツシヨン スイッチを ONにする。

(3) スロットル レバーを開側に回し，ウオータ ポンプを作動さ

せる。

(4) 冷却水が循環し，水位が下がったら冷却水を補充する。

..  冷却水位が潟水より約33mm以上減った場合，レベル セン

サがONになり，ウオータ ポンプを停止する。

(5) ウオータ ポンプ作動中に注入口がいっぱいになったらウオー

タ ポンプが止まるまで待ち、水位が下がることを確認し， (3) 

ー(4)の要領で冷却水を補充する。

(6) (3)-(5)の作業を 2 - 3回繰り返す。

(7) 注入口の冷却水が渦を巻き，ウオータ ポンプが停止しでも水

位が下がらないことを確認する。

..  冷却水は満水でなければ性能が低下するので回路中のエア

抜きは完全に行う。



MEMO 

同
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8-2 スーパーチャ ージヤ システムー準備品

準備品

廷すJ害 … L三三三09608-30012ハブアンドドライブピ

ニオンベアリング

「・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・----------.-_・・・・ーーーーー・・・・・・・・・・・・・・ーーー・・・・・・・・・・ー・・・・・・岨・ーーーー・・・・・

~-3 09608-04020ハンドル ベアリング脱着用

'._-----------------------------------幽・・・ー・・・・・・ーーー--------ーーーー------ーー・・・・・・ーーーー・ーーーーーー.--------司明暗 ー・・・・・・・ーーーーー・・・・・・・・・・・ー・・ーーーー・・・・・ー・・・・・・・・・・幽・・ーーーーーーー・・岨・ー・・

§ヨ
リプレーサ.フロント ハブ

ベアリング取りはずし用09608-04060 アウタベアリングカップ

SST 
ーー・・・・・ー・ーーーーーーー・・・・・・ーーーーーー・・・・・・・・・ーーーーー・----------------・・・・・・ーー・・ーーーーーー・・・・・・・・・・ー・ーー・・・ーーー・・・・ ーーーーーー・・・・ーーー・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーー・・ーーーーーーー・----・ー・・・・・・・

§ヨ
リプレーサ，フロン卜 ハブ

ベアリング取り付け用09608-04070 インナベアリングカップ

4忌4♀さ易ま 09904-00010エクスパンダセット スナップ リング脱着用

F 

3 くこ 09905-00013プライヤ，スナップ リング スナップ リング脱着用

~~ テスタ，トヨタ ヱレクトリ

電気、み
09082-00012 カル 名部点検用

盆?己 (栂パンザイ ゲージ，ターボチャージヤ
計器 扱い プレッシヤ

スーパーチャージヤ点検用

CD TCP-2TB 

~ 
(栂)パンザイ

援い マイテイパック ABV点検用

TB-501 
F 

ボルト(ネジ径 6mm 長さ30mm位) 2本 クラッチハプ脱着用

キヤツスル スーパーチャージャー オイル スーパーチャージヤ注入用
油脂
その他

キヤツスル スーパーチャージャー グリース ハウジングフロント カバー塗布用

スリーポンド 1131またはロックタイト No.518 リヤ プレート.ハウジング合わせ面シール用

'--



明ヘ

棚、

スーパーチャージャーシステムー車上点検 8-3 

F4007 

F4008 

F4009 

F4010 

F4011 

車上点検

スーパーチャージヤ オイル量点検

スーパーチャージヤ オイル量点検

(1) オイル レベル ゲージを取りはずす。

(2) オイル レベル ゲージをウエスで拭き取り，リヤ カバーに

ねじ込む。

(3) オイル レベル ゲージを抜き取りオイル量を点検する。

基準 オイルレベルゲージの F特 L聞にあること

オイル量が少ない場合は，キヤツスル スーパーチャージャー

オイルを補充する。

..  潤滑性能が低下するため指定以外のオイルを使用しない。

スーパーチャージヤ作動点検

エンジン暖機

基準 冷却水温 80-90"C

2 回転計取り付け

(8 1参照)

3 ストール回転数点検

(1) 後輪に輪止めをする。

(2) パーキング プレーキ ペダルをいっぱいに踏み込む。 園
(3) 左足でプレーキ ペダルをいっぱいに踏み込み，シフト レパ

ーをD レンジにシフトする。

(4) 右足でアクセル ペダルをいっぱいに踏み込み，最高エンジン

回転数を測定する。

基準値 2000-2300rpm 

e墨書・通常走行状態の油温 (50-80"C)で行う。

• 5秒以上連続して行わない。

基準値外の場合は過給圧を点検する。

4 過結圧点検

(1) インテーク マニホルドとプレッシヤ レギユレータ聞にター

ボチャージヤ プレッシヤ ゲージを取り付ける。

(2) 3の状態で過給圧を点検する。

基準値 0.4-0.5kg/cnl 



8-4 

品『ザ

スーパーチャージヤ システム一寧よ点検

F4012 

F4013 

F4016 

H0168 

エアバイパスバルブ (AB V)点検

車上点検

(1)アイドル回転状態でエア バイパス パルプのバキューム ホ

ースをはずしたとき，エア バイパス パルプの作動音がする

ことを確認する。

2 単体点検

(1)エア バイパス パルプにバキュームをかけてパルプが聞くと

きのパキュームを点検する。

基準 聞き始め 110士40mmHg

全開 245:i: 75mmHg 

マグネット クラッチ点検

作動点検

(1) スロットル パルプを急激に聞いたとき，マグネット クラツ

チがONすることを確認する。

2 エア ギャップ点検

F 

(1) シックネス ゲージを使用してエア ギャップを点検する。r*""

基準値 0.4-0.7mm 

基準値外の場合はシムを交換して調整する。 (88 "';14参照)

スーパーチャージヤ リレー点検

単体点検

(1) ①持母淵子聞の抵抗を測定する。

基準値 67-1000 

(2) ②特笹淵子聞に導通がないことを確認する。

(3) ①-@:淵子聞にバッテリ電圧をかけたとき②日告漏子聞に導通

があることを確認する。



鳩町

緑町

スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ

ス -J~ーチャージヤ

構成図

~ヲト ，I.7' 7'ウトレツト .ガスケット.リヤ カバー
N..l .ガZケット

プーリ サプ ASSY， 'lラッチ

ハブサブ ASSY，ヲラッチ

も--iT=130:t30 I 

リヤプレートサブ ASSY

カバー，リヤ

~クト，エアインレツト N..2

.・・・・・・再使用不可部品 亡コ……締め付けトルク (kg・cm)

8-5 

園

F4044 



8-6 スー/'¥ーチャージヤ システムースーパーチャージヤ

F4014 

エ7 ホース

F4015 

F4017 

F4018 

スーパーチャージヤ取りはずし

1 バッテリ@ターミナル取りはずし

2 オルタネータ取りはずし

(S 11参照)

3 スーパーチャージヤ用 V ベルト取りはずし

4 バッテリおよびバッテリ トレイ取りはずし

(1)バッテリを取りはずす。

(2) ボルト 4本をはずしバッテリ トレイを取りはずす。

5 オルタネータ ブラケット No.2取りはずし

(1)図に示すエア ホースを取りはずす。

(2) V S Vのコネクタを取りはずす。

(3) ボルト 2本をはずしオルタネータ プラケット No.2をVSV

F穆

付きで取りはずす。f'"

6 ファンベルト アジヤステイングパー取りはずし



培、

棚、

スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ 8-7 

F4019 

F4020 

F4021 

F4022 

F4023 

7 エアホース No.1取りはずし

(1) クランプ2個をゆるめる。

8 エンジン アンダカバー取りはずし

9 エアアウトレツト ダクト No.2取りはずし

(1) ボルト 2本をはずしマニホルド ステ- No.2を取りはずす。

(2) ボルト 3本をはずしインテーク マニホルドからエア アウト

レツト ダクト No.2を取りはずす。

10 スーパーチャージヤ取りはずし

(1)マグネット クラッチのコネクタを取りはずす。

(2) イグナイタ，ソレノイド レジスタ，コンデンサのコネクタを

取りはずす。



8-8 スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ

F4092 

F4025 

F4026 

F4024 

F4027 

(3) スルー ボルト 2本をはずしスーパーチャージヤを取りはずす。

11 エアインレツト ダクト No.2取りはずし

(1) ナット 5個をはずし，エア インレツト ダクト No.2を取り

はずす。

12 ヱ ア ア ウ ト レ ツ ト ダクト No.l取りはずし

(1)ナット 6個をはずし，エア アウトレツト ダクト No.1を取

りはずす。

スーパーチャージヤ分解

オイル抜き取り

(1) リヤ カバーのマグネット プラグをはずし，オイルを抜き取

る。

2 クラッチハブカバー取りはずし

(1) スクリユ 3本をはずし，クラッチ ハブ カバーを取りはずす。

F 

F 



明ヘ

スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ 8-9 

F4028 

F4029 

F4030 

3 クラッチ ハブ取りはずし

(1) クラッチ ハプのねじ穴にボルト(ねじ径 6mm，長さ 30mm位)

をねじ込み， ドライパでクラッチ ハプを固定し，ナットをは

ずす。

(2) クラッチ ハプを取りはずす。

4 クラッチ プーリ取りはずし

(1) S S Tを使用してスナップ リングをはずし，クラッチ プー

リを取りはずす。

5 5 T 09904-0001 0 

5 クラッチ ステータ取りはずし

(1) S S Tを使用してスナップ リングをはずし，クラッチ ステ

ータを取りはずす。

5 5 T 09904-00010 

6 クラッチ フランジ取りはずし

吋 | 烹ト、¥段、ど「いぐ'/，/ ρヘ¥¥ I (1) ボルト 5本をはずし，クラッチ フランジを取りはずす。

F4031 

7 ハウジング フロント カバー取りはずし

(1) ボルト 3本をはずし，ハウジング フロント カバーを取りは

ずす。

F4032 



8-10 スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ

F4033 

F4034 

F4035 

F伺36

8 リヤ カバー取りはずし

(1)ボルト 8本をはずし，リヤ カバーを取りはずす。

9 リヤ プレート取りはずし

(1) スーパーチャージヤを，アルミの口金を介してパイスにはさみ，

ギヤ側のボルトを固定しハウジング側のナット 2個を取りはず

す。

(2) ボルト 2本をはずし，リヤ プレートを取りはずす。

構成部品点検，交換

ハウジング点検

(1) ハウジング内面に損傷のないことを確認する。

2 ロータ点検

(1) ロータ表面に損傷のないことを確認する。

(2) ロータとシャフトにガタがなく，ロータがスムースに回転する

ことを確認する。

3 ベアリング点検

(1)各ベアリングが引っ掛かりなくスムースに回転することを確認

する。

4 クラッチプーリ ベアリング交換

(1) S S Tを使用して，クラッチ プーリからスナップ リングを

取りはずす。

5 5 T 09905-00013 

P 

ro' 



4跡、

棚、

スーパーチャー ジヤ システムースーパーチャージヤ 8-11 

F4037 

F4038 

F4036 

F4039 

F4035 

(2) S S Tとプレスを使用してクラッチ プーリからベアリングを

取りはずす。

5 5 T 09608-04020 09608-04060 

(3) S S Tとプレスを使用してクラッチ プーリに新品のベアリン

グを取り付ける。

5 5 T 09608-04020 09608-04070 

(4) クラッチ プーリにスナップ リングを取り付ける。

スーパーチャージヤ組み付け

リヤ プレート取り付け

(1) リヤ プレート，ハウジングの合わせ面を清掃する。

(2) ハウジング側合わせ面の溝の外側にスリーボンド1131またはロ

ツクタイト No.518を塗布し，薄く塗り延ばす。

..  シール剤は多〈塗り過ぎるとハウジングの溝を超えて内

側へはみ出すため塗り過ぎない。

〈参考〉 ハウジングの溝は，シール剤がハウジングの内側にはみ

出さないようにするためである。

(3) リヤ プレートをハウジングに取り付け，ボルト 2本を締め付

ける。

T=50::!::20kg.cm 



8-12 スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ

F4552 

F4033 

F4040 

F4032 

F4031 

(4) スーパーチャージヤをアルミの口金を介してパイスにはさみ，

ギヤ側のボルトにトルク レンチをあててハウジング側のナッ

ト2個を締め付ける。

T =500:t 120kg・cm

2 リヤ カバー取り付け

(1) リヤ カバーに新品のガスケットを取り付け，ボルト 8本で取

り付ける。

T =50:t20 kg. cm 

3 ハウジング フロント カバー取り付け

(1)ハウジング フロント カバー内のグリースを拭き取る。

(2) ハウジング フロント カノTーにキヤツスル ス -J~ーチヤー

ジャー グリースを注入する。

(3) ボルト 3本でハウジング フロント カバーを取り付ける。

T=50土20kg.cm

4 クラッチ フランジ取り付け

(1) ボルト 5本でクラッチ フランジを取り付ける。

T=50土20kg.cm

f調

P 



スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ 8-13 

F4041 

穂、

↑

nm川
川

F4030 F4042 

n
H
M川
山
川
川
川

F4029 F4042 

棚、

F4043 

5 クラッチ ステータ取り付け

(1) クラッチ フランジのピンとクラッチ ステータの穴を合わせ

スナップ リングで固定する。

e墨書 スナップ リングはテーパをフロント側に向けて取り付け

る。

6 クラッチ プーリ取り付け

(1) クラッチ プーリを取り付け，スナップ リングで固定する。

..スナップリングはテーパをフロン川崎町取り付付

る。

7 クラッチ ハブ取り付け

(1) シャフトに今まで入っていたシムを取り付け，クラッチ ハプ

を取り付ける。

(2) クラッチ ハプのねじ穴 2箇所にボルト(ねじ径6mm，長さ

30mm位)をねじ込む。

(3) ドライパを使用してクラッチ ハプを固定し，ナットを締め付

ける。

T=160土30ki・切1



8-14 スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ

F4016 

F4027 

F4025 

F4026 

8 マグネット クラッチェアギャップ点検，調整

(1) シックネス ゲージを使用してクラッチ ハブとクラッチ プ

ーリのすき聞を測定する。

基準値 0.4-0.7胴

基準値外の場合は，クラッチ ハブをはずしシムを交換して調

整する。

〈参考〉・すき間が基準値より大きい場合は，シムも薄いものと交換

する。

・すき間が基準値より小さい場合は，シムを厚いものと交換

する。

・シムは0.1-1.1mmまで0.2mmごとに 6種類ある。

9 クラッチハブカバー取り付け

(1) クラッチ ハブ カバーのねじ穴を合わせて取り付ける。

(2) スクリユ 3本を締め付ける。

スーパーチャージヤ取り付け

スーパーチャージヤ オイル注入

(1)オイル レベル ゲージをはずし，キヤツスル スーパーチヤ

ージャー オイルを注入する。

注入量 130c.c. 

信墨書 潤滑性能が低下するため絶対に他のオイルを使用しない。

2 エ アインレツト ダクト No.2取り付け

(1) 新品のガスケットを介し，ナット 5個で取り付ける。

T=55::1::15kg・cm

3 ヱ ア ア ウ ト レ ツ ト ダクト No.l取り付け

(1)新品のガスケットを介し，ナット 6個で取り付ける。

T =55::1:: 15 kg. cm 

F 

F 



吋

柑鴨内

ス ー パ ー チ ャ ージヤ システムースーパーチャージヤ 8-15 

F4092 

F4022 

F4023 

F4021 

F4020 

4 スーパーチャージヤ取り付け

(1) スーパーチャージヤをスーパーチャージャ ブラケットに取り

付け，スルー ボルト 2本で固定する。

T=375::!::75kg.cm 

〈参考〉 下側のスルー ボルトはスーパーチャージヤに取り付けて

おく。

(2) マグネット クラッチのコネクタを取り付ける。

(3) イグナイタ，ソレノイド レジスタ，コンテ'ンサのコネクタを

取り付ける。

5 エアアウトレツト ダクト No.2取り付け

(1) インテーク マニホルドにエア アウトレツト ダクト No.2 

を取り付ける。

T=130::!::30kg.cm 

〈参考〉・ボルト 1本はオルタネータ プラケット No.2と共締めの

ため後で取り付ける。

・ボルトはオルタネータ ブラケット No.2取り付け後，締

め{寸ける。

(2) インテーク マニホルド ス テ - No.2をボルト 2本で取り付

ける。



8~16 スーパーチャージヤ システムースーパーチャージヤ

F4刷'

F4018 

F4015 

p
t
 A

M
2
 

F4017 

F4014 

6 エ ア ホ ー ス No.l取り付け

(1) エアホース No.1をエアチュープ，エア インレツト ダ

クト No.1に取り付け，ホース クランプを締め付ける。

7 ファンベルト アジヤステイングパー取り付け

(1)ファン ベルト アジヤステイングパーをスーパーチャージ

ヤ プラケットに取り付ける。

T=375土75kg・cm

〈参考〉 ボルトはオルタネータ締め付け後本締めする。

F 

8 オルタネータ ブラケット No.2取り付け

(1) スーパーチャージヤにエア ホースを取り付ける。

(2) V S Vにコネクタを取り付ける。

(3) ボルト 2本でオルタネータ プラケット No.2を取り付ける。

T=185:i:35kg・叩 戸

9 バッテリ トレイおよびバッテリ取り付け

(1) ボルト 4本でパツテリ トレイを取り付ける。

(2) バッテリを取り付ける。

10 スーパーチャージヤ用V ベルト取り付け

11 オルタネータ取り付け

(S 11参照)

12 バッテリ @ターミナル取り付け





9-2 イグニツシヨン システム一回路図

..・バッテリのEB.θターミナルを間違えない。

・エンジン回転中バッテリ ターミナルをはずさない。

・洗車時，イグニツシヨン コイル，イグナイタ，カム ポ

ジシヨン センサなどに水をかけないようにする。

・有害なパルスが発生するような行為をしない。

(例充電確認のため. :;f }v~ ネータの B端子をは\

ずしパチパチ火花を飛ばす / 

・配線の誤結線がなく，確実な接続を行う。

回 路 図

|lG-GTEU 

ヒユ
l
ジ
ブ
ル
リ
ン
ヲ

H 
':; 
7 
リ-

i 

F 

イずニツシヨン スイッチ

イタニツシヨン コイル

(ケ|

スパ
I
ヲ
プ
ラ
タ

F 4852 



明ヘ

嶋ぬ!

工具

計器

油 E旨
その他

イデニツシヨン スイッチ

i白

ノ〆

イグニツシヨン システムー準備品 9-3 

lG-GZEU 

回転信号
検出器へ

イタナイ11

準備晶

0903ト00030 ピンポンチ

F4045 

スパイラル ギヤ ピン打ち抜きおよびかしめ用

ヘ キ サ ゴ ン レンチ (2面咽. 3 mm) イグニツシヨン コイル脱着用 (lG-GZEU)

墨暴 09082-00012テスタ. トヨタ ヱレクトリ
カル

各部点検用

乾電池 (3V) イグナイタ点検用 (lG-GZEU)

スノTイラルギヤ ピンかしめ用
ボルト (2画幅 12mm) 

(1 G-G  Z EU) 

固



9-4 

、
.‘ 

イン
S本)

イグニツシヨン システムー車上点検

C5015 

F4851 

GSOl14 

" . 
-_一

車上点検

|lG-GTEUI 

レジステイブ コード点検

1 インタークーラ取りはずし

(8 7 -13参照) / 

2 テYな卜リビュータ キャップ取りはずし

3 レジステイブ コード取りはずし

"t4 レジス苦イブ コード抵抗測定

喝、
-

" . 

(1) トヨタ エレクトリカル テスタを使用し，レジステイプ コ

ードの抵抗を測定する。

限度 25.Knノ;本以下 r 

5 レジステイブコードおよびディストリビュータ キガツプ取 F 
りイ寸け 〆

6 インタークーラ取り付け;

(8 7-14， 15参照)

スパーク プラグ点検

1 インタークーラ取りはずし

(8 7 -13参照)

2 レジステイブ コード取りはずし

S スパーク プラグ取りはずし

4 スパーク プラグ点検

e語・白金プラグを使用しているため，ギャップ調齢制時(

走行1000km以下)以外は行わない。

・清掃は白金チップを損傷する恐れがあるので行わない。

ただし，くすぶり等により清掃が必要な場合は電極の保護

のため，プラグ クリーナで短時間 (20秒以下)で行う。

.専用プラグを使用しているため左に示す麓別用の膏ライン

(3本)を確認してから取り付け，製式の遭うプラグは絶

対に使用しない。

〈参考〉 プラグ型式とギャップ

型 式

P Q20R-P 8 

BCPR6-EP-N8 

5 スパーク プラグ取り付け

T=180kg・叩

6 レジステイブ コード取り付け

7 インタークーラ取り付け

(8 7 -14， 15参照)

基準値 (mm) I限度 (mm)

0.7-0.8 1.0 

F 

もJ
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イグニツシヨン システム一車上点検 9-5 

F4853 

F4854 

F4855 

F4855 

@ 

F4856 

イグニツシヨン コイル点検

2 

入力電圧測定

(1) イグニツシヨン コイルの 3P コネクタを取りはずす。

(2) イグニツシヨン スイッチを ONにする。

(3) ハーネス側コネクタの@端子とアース聞の電圧を測定する。

基準値 約12V

(4) イグニツシヨン スイッチを OFFにする。

(5) 手ネクタを接続する。

一次コイルおよび二次コイル抵抗測定

(1) 

-(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(5) 

(6) 

イグニツシヨン スイッチを OFFにする。

イグニツシヨン コイルの 3P コネクタを取りはずす。

可.

ぷ

イグニツシヨン コイルの@端子と CH 1端子間

する。

基準値 0.2-0.3.0 

イグニツシヨン コイルの@端子と CH2 端子聞の抵抗を測定

する。

基準値 0.2-0.3.0 

イグニツシヨン コイルの@端子とボデー アース聞の抵抗を

測定する。

10M .0以上基準値

コイ Jレ

一@端一一…定す固

コードを取りはずす。レジステイブ

イグニツシヨン

る。

基準値 9.0-12 .5K.o 

ディス卜リビュータ点検

エア ギャップ点検

基準値.. 0.2-0.4mm 

エア ギャップは工場出荷時に調整されている。万一， G 

タイミング ロータと G ピック アップ， Ne  タイミ

ング ロータと Ne ピック アップのいずれかが干渉し

ている場合は， ディストリビュータ ASS;tの状態で交

換する。



9-6 イグニツシヨン システム一車よ点検

IC-5-2 

IS-6-2-A 

F4857 

F4858 

F4859 

ディストリビュータ各端子間抵抗測定

(1)各端子聞の抵抗をト/ヨタ エレクトリカル テスタで測定する。

基準値

錨 子 抵 抗 値 (0) 

G， EB-e 
G2 EB日 θ 140-180 

Ne EB日 θ

イグナイタ点検

入力電圧点検

(1) イグナイタの 6P コネクタを取りはずす。

(2) イグニツシヨン スイッチを ONにする。

(3) ハーネス側 コネクタの+B端子とアース聞の電圧を測定する。

2 火花試験

(1) コールド スタート インジエクタおよびソレノイド レジス

タのコネクタを取りはずす。

〈参考〉 インジエクタのソレノイド レジスタはイグニツシヨン

コイルの横にある。

(2) No.1. 6 シリンダのレジステイブ コードを取りはずす。

(3) No.1. 6 シリンダのスパーク プラグを取りはずし，レジス

テイブ コードに取り付ける。

(4) スパーク プラグをアースする。

e冨 No.l，No.6ともに行う。

(5) スタータを使用してエンジンをクランキングしたとき，スパー

ク プラグに火花が飛ぶことを確認する。

e冨 1-2秒以上，エンジンをクランキングしない。

(6) スパーク プラグおよびレジステイブ コードを取り付ける。

(7) コ-)t.-ド スタート インジエクタおよひ'ソレノイド レジス

タのコネクタを取り付ける。

て二

~ 



イグニツシヨン システム一車上点検 9-7 

イグナイタ トラブル シユーテイング

フロー チャートの見方

1 1.....点検項目 C二コ……不具合項目

火花点検

NG ' 

検一点一抗一抵一

K

ド一。一T
コ一プ一，q

一
テ一ス

-
F

園

、正e
-

レ一

NG 
(レジステイプコード 〉， 

時
j
J
d
h イグニツシヨン コイル入力電圧点検

OK 

NG ワイヤハーネス

(IG コイルー IG スイッチ閑)

NG 
(イグニツシヨン コイル〉fイグニツシヨン コイル抵抗点検

OK 

ディストリビュータ ピツク
〈ディストリビュータ

コイル抵抗点検
、"

OK 

'町、」

1嶋崎

ディストリビュータ エアギャップ |NG
くディストリピユータ

点検

OK 

ワイヤ J、ーネス

(ECU-ディストリピユータ)

ECU 

E CUからの 1G t信号点検

OK __ 

NG 

E CUからの IGd信号点検

OK 

NG 
ワイヤハーネス

(ECU-ディストリビュータ)

ECU 

(イグナイタ〉



9-8 イグニツシヨン システムー車上点検

F4222 

F3924 

F4046 

F4047 

|1G-GZEUI 

火花点検

イグニツシヨン コイル カバー取りはずし

(1) スクリユ4本をはずし，イグニツシヨン コイル カバーを取

りはずす。

2 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー No.3取りはずし

(1) スクリユ 6本をはずし.シリンダ ヘッドカバー No.3を取

りはずす。

3 レジステイブ コード取りはずし

(1) スパーク プラグからレジステイプ コードを取りはずす。

4 イグニツシヨン コイル取りはずし

(1) イグニツシヨン コイル プラケットから中央のイグニツシヨ

ン コイルを取りはずす。

5 スパーク プラグ全数取りはずし

6 火花点検

F 

(1) 中央のイグニツシヨン コイルをプラケットに取り付ける。~

(2) レジステイプ コードにスパーク プラグを取り付け，プラグ

をアースする。

(3) νレノイド レジスタ，コールド スタート インジエクタの

コネクタを取りはずす。

(4) スタータを使用してエンジンをクランキングしたとき，スパー

ク プラグに火花が飛ぶことを確認する。

(5) 中央のイグニツシヨン コイルをプラケットから取りはずす。



司、

帽、

イグニツシヨン システムー車上点検 9-9 

F4046 

F4056 

F3924 

F4222 

F4048 

7 スパーク プラグ取り付け

(1) レジステイプ コードからスパーク プラグをはずし，シリン

ダヘッドに取り付ける。

8 イグニツシヨン コイル取り付け

(1) 中央のイグニツシヨン コイルをイグニツシヨン コイル プ

ラケットに取り付ける。

..  イグニツシヨン コイル本体でアースをとっているため，

取り付けU確実に行う。

9 レジステイブ コード取り付け

(1) レジステイプ コードを左図のように取り付ける。

..・コードとコードおよびコードとヘッド カバーが接触しな

いように取り付ける。

・レジステイブ コードとイグニツシヨン コイルの気筒番

号を間違えない。，~~...:気・

10 シリンダヘッドカバー No.3取り付け

11 イグニツシヨン コイル カバー取り付け

レジステイブ コード点検

1 レジステイブ コード取りはずし

2 抵抗点検

(1) トヨタ エレクトリカル テスタを使用して，レジステイプ

コードの抵抗を測定する。

限度 25KO j:本以下



9-10 イグニツシヨン システム一車上点検

F4223 

IS-2-1-L.. F4049 

F4050 

スパーク プラグ点検

1 スパーク プラグ取りはずし

(S 9-8参照)

2 スパーク プラグ清掃，ギャップ点検

..・白金プラグを使用しているため，ギャップ調齢制時(

走行1000km以下)以外は行わない。

・清掃は白金チップを損傷する恐れがあるので行わない。た

だし， くすぶり等により清掃が必要な場合は電極の保謹の

ため，プラグ クリーナで短時間 (20秒以下}で行う。

.OLIを採用しているため型式の遣うプラグは絶対に使わ

ない。

〈参考〉 プラグ型式とギャップ

型 式 基準値(皿皿) I限度(皿)

P Q20R-Pl1 
1.0-1.1 

BCPR6EP-Nl1 

イグニツシヨン コイル点検

イグニツシヨン コイル カバー取りはずし

2 入力電圧点検

1.3 

(1) イグニツシヨン コイルから 2極コネクタを取りはずす。

(2) イグニツシヨン スイッチを ONにする。

(3) 各コネクタのq滞子特アース聞の電圧を点検する。

基準値 約12V

S イグニツシヨン コイル抵抗測定

(1) イグニツシヨン コイルの端子聞の抵抗を測定する。

基準値 0.3-0.60 

〈参考〉 二次コイルの抵抗は，高圧ダイオードが内蔵されているた

め通常のテスタでは判定できない。

P 

f綱
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窃

イグニツシヨン システム一車上点検 9-11 

F4051 

F4272 

F4273 

F4274 

イグナイタ点検

入力電圧点検

(1) イグナイタの 6極コネクタをはずす。

(2) イグニツシヨン スイッチをONにする。

(3) ワイヤ ハーネス側 6極コネクタの3端子持アース聞の電圧を

測定する。

基準値 約12V

(4) 6極コネクタを取り付ける。

2 イグナイタ作動点検

(1) イグナイタの4極コネクタをはずす。

(2) 各イグニツシヨン コイルの2極コネクタをはずす。

(3) イグニツシヨン スイッチ ONの状態でイグナイタの4極コ

ネクタの 2端子科アース聞に 3Vをかけたとき. 2. 5番シリ

ンダ用イグニツシヨン コイルの2極コネクタの2端子持アー

ス聞に一瞬導通があることを確認する。

(4) イグニツシヨン スイッチを ONにし，イグナイタの 4極コ

ネクタの4端子持アース聞に 3Vをかけた状態で. 2端子持ア

ース聞に 3Vをかける。このとき 1. 6番シリンダ用イグニツ

シヨン コイルの2極コネクタの 2端子特アース聞に一瞬導通

がある乙とを確認する。

(5) イグニツシヨン スイッチを ONにし，イグナイタの 4極コ

ネクタの 3端子特アース聞に 3Vをかけた状態で. 2端子特ア

ース聞に 3Vをかける。このとき 3.4番シリンダ用イグニツ

シヨン コイルの2極コネクタの2端子特アース聞に一瞬導通

があることを確認する。



9-12 イグニツシヨン システムーディストリビュータ

F4316 

IS-4-2-A 

.0 リンタ，ディストリビュー世 ハウジンタ

.ギヤ.スパイラル
ディストリビュー宮

~ 

カムポジシヨン センサ点検

ヱア ギャップ点検

(1) シックネス ゲージを使用してエア ギャップを点検する。

基準備 0.2-0.4mm 

基準値外の場合はカム ポジシヨン センサを交換する。

2 カム ポジシヨン センサ各端子間抵抗点検

(1) 各端子聞の抵抗を測定する。

基準値 G. E!7特G8 140-180.0 

GzE!7....G8 140-180.0 

Ne EB....G8 140-180.0 

ディストリビュータ

(1 G-GTEU) 

構成図

パツキン，ダスト プルーフ

dPJ1 

口-9 ASSY，ディストリピユ-9

T=25 

.・・・・・・再使用不可部品 仁コ…・・・締め付けトルク (kg・cm)

f樺

F揖

F4865 



h、
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鴨同

イグニツシヨン システムーディストリビュータ 9-13 

F4933 

F4866 

F4867 

ディストリビュータ取りはずし

バッテリθターミナル取りはずし

2 ディストリビュータ コネクタ取りはずし

3 レジステイブ コード取りはずし

... レジステイブ コードを抜くときは，絶対にコードの部分

を引っ張らない。

4 ディストリビュータ取りはずし

ディストリビュータ分解

ディストリビュータ キャップ取りはずし

2 ダスト ブルーフ パツキン取りはずし

3 ディストリビュータ ロータ取りはずし

(1) スクリユをはずし，ロータを取りはずす。

4 0 リング取りはずし

ディストリビュータ点検

ディストリビュータ ハウジングおよび0 リング点検

2 ディス卜リビュータ キャップおよび口ータ点検

(1) き裂，損傷，腐食，焼損の有無を点検する。

(2) センタ ピース部のスプリング作用を点検する。

3 スパイラル ギヤ点検

(1) スパイラル ギヤを点検し，異常があれば交換する。



9-14 イグニツシヨン システムーディストリビュータ

十二

F特例

F4935 

合わせる

F4868 

F4869 

F4867 

スパイラル ギヤ交換

スパイラル ギヤ取りはずし

(1) ドリルを使用してピンのかしめ部を削り取る。

..  シャフトに損傷を与えない。

(2) ハンマと工具(ピン ポンチ)を使用してピンを抜き取る。

(3) スパイラル ギヤを取りはずす。

2 スパイラルギヤ取り付け

(1) タイミング ロータ No.1 (G1， G2用)の突起を G2 ピック

アップよりロータ回転方向に少し回転した位置に合わせる。

(2) ディストリビュータ ハウジングの切り欠きにギヤのs64皿mマ

ークを合わせ，ピンを挿入してスパイラル ギヤを取り付ける。

(3) パイスを使用して，ピン両端をかしめる。

ディス卜リビュータ組み付け

。リング取り付け

(1) 新品のO リングにエンジン オイルを塗布し組み付ける。

2 ディストリビュータ ロータ取り付け

(1) スクリユにて，ロータを取り付ける。

戸匝

戸



穂、

棚ヘ

イグニツシヨン システムーディストリビュータ 9-15 

F4871 

F4872 

合わせる。

F4870 

F4933 

3 ダスト ブルーフ パツキン取り付け

4 ディストリビュータ キャップ取り付け

ディストリビュータ取り付け

No.1 シリンダ圧縮上死点セット

(1) クランク プーリの切り欠きを TDCに合わせる。

(2) オイル フイラ キャップを取りはずし，カムシャフトにより

No.1 シリンダ圧縮上死点を確認する。

(3) No.1 シリンダが圧縮上死点でないときは，クランクシャフト

を1回転させる。

2 ディストリビュータ挿入

(1) ディストリビュータ ギヤおよびシャフトにオイルを塗布する。

(2) ディストリビュータ ギヤのo4mm穴とハウジングのV溝マー

クを合わせる。

(3) ディストリビュータ フランジ部長穴の中心にシリンダ へツ

ド側スタッド ボルトを合わせて組み付ける。

3 レジステイブ コード取り付け

4 コネクタ取り付け

5 バッテリθターミナル取り付け

6 点火時期調整

(S 1 -13-15参照)

7 ディストリビュータ ボルト本締め

(1)ディストリビュータ セット ボルトをシーリングテープで

封印する。

T=195kg・cm



9-16 

カバー.'};7.ト プルー7

。9

イグニツシヨン システムーカムポジシヨンセンサ

F鈎&8

F3915 

カムポジシヨンセンサ
(1G-GZEU) 

構成図

ギヤ，スパイラル，ディストリピユ-~

.ピン .リンタ.0 

.・・・・・・再使用不可部品 仁コ…・・・締め付けトルク (kg・叩)

カムポジシヨン センサ取りはずし

バッテリ@ターミナル取りはずし

2 No.l シリンダ圧縮上死点セット

(1) クランク プーリのV溝をTDCに合わせる。

F48&O 

(2) オイル フイラ キャップを取りはずし，カムシャフトにより

No.1 シリンダ圧縮上死点を確認する。

(3) No.1 シリンダが圧縮上死点でないときは，クランクシャフト

を1回転させる。

3 P/5 ベーンポンプ取りはずし

(1) ボルト A，Bをはずし，ぺーン ポンプを取りはずす。

F轟

(1' 



-・'喝、
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イグニツシヨン シ ス テ ム ー カ ム ポ ジ シ ヨ ン セ ン サ 9-17 

F4053 

十二

F4932 

F4861 

F4862 

F4863 

4 カムポジシヨン センサ取りはずし

(1) コネクタを取りはずす。

(2) ナットをはずし，カム ポジシヨン センサを取りはずす。

カムポジシヨン センサ点検

0 リング点検

2 スパイラル ギヤ点検

(1) スパイラル ギヤを点検し，異常があれば交換する。

スパイラル ギヤ交換

スパイラル ギヤ取りはずし

(1) ドリルを使用してピンのかしめ部を削り取る。

毎冨 シャフ卜に損傷を与えない。

(2) ハンマと工具(ピン ポンチ)を使用してピンを抜き取る。

(3) スパイラル ギヤを取りはずす。

2 スパイラル ギヤ取り付け

(1)タイミング ロータ (G.. G2用)の突起を G2 ピック アツ

プにあわせる。

(2) ハウジング ボス部U溝と，スパイラルギヤの(>4穴マーク

をあわせて，ギヤをシャフトに挿入する。

(3) スパイラル ギヤのピン取り付け穴とシャフトの穴をあわせて

ピンを挿入する。

(4) 2面幅12mmのボルトの頭をやすり等でけずり，平らにしてパイ

スに固定する。

(5) ボルトを台として，工具(ピン ポンチ)とハンマでピンの両

端をかしめる o.聾 かしめはピンの両端，同程度に行う。



9-18 イグニツシヨン システムーイグニツシヨン コイル

F4864 

F4055 

F3915 

カム ポジシヨン センサ取り付け

カムポジシヨン センサ取り付け

(1) ギヤ， 0 リングにエンジン オイルを塗布する。

(2) ギヤの rp4 mm穴とハウジングのU溝を合わせる。

(3) シリンダヘッドのスタッド ボルトとカム ポジシヨン セ

ンサ フランジ部の長穴中心マークが合うように挿入する。

(4) ナットを締め付ける。

T= 185:t35kg・cm

(5) コネクタを取り付ける。

2 p/S ベーン ポンプ取り付け

(1) ベーン ポンプをボルト 2本で取り付ける。

(2) P / s ポンプ用ベルトのたわみ量を調整する。 (S1-5-引参照)

3 点火時期点検，調整

(S 1-13-15参照)

イグニツシヨン

|1G-GTEU 

構成図

イヴニツシヨン コイ J~ ASSY 

コイJレ

F4873 

{需

f棚
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イグニツシヨン システムーイグニツシヨン コイル 9-19 

F4854 

F4874 

F4874 

F4854 

イグニツシヨン コイル取りはずし

バッテリ@ターミナル取りはずし

2 イグニツシヨン コイル コネクタ取りはずし

3 コイル レジステイブ コード取りはずし

4 イグニツシヨン コイル取りはずし

(1) スクリユ4本をはずし，イグナイタからイグニツシヨン コイ

ルを取りはずす。

イグニツシヨン コイル取り付け
イグニツシヨン コイル取り付け

(1) スクリユ4本で，イグニツシヨン コイルをイグナイタに取り

f寸ける。

2 イグニツシヨン コイル コネクタ取り付け

(1) イグニツシヨン コイル コネクタを取り付ける。

S コイル レジステイブ コード取り付け

4 バッテリ@ターミナル取り付け



9-20 

コイ I~，イタニツシヨン

イグニツシヨン システムーイグニツシヨン コイル

F4222 

F4223 

G-GZEU 

構成図

カバー，イダニツシヨン コイル

ブラケット，イヴニツシヨン
コイJレ

イグニツシヨン コイル取りはずし

バッテリ@ターミナル取りはずし

2 イグニツシヨン コイル カバー取りはずし

3 レジステイブ コード取りはずし

F4271 

(1) イグニツシヨン コイルからレジステイプ コードを取りはず

す。

4 イグニツシヨン コイル コネクタ取りはずし

/禰

F轟



験ヘ

鞠内

イク、ニツシヨン システムーイグニツシヨン コイル 9-21 

F4093 

F4093 

F4056 

F4222 

5 イグニツシヨン コイル取りはずし

(1) 3凹ヘキサゴン レンチを使用してイグニツシヨン コイルを

取りはずす。

イグニツシヨン コイル取り付け

イグニツシヨン コイル取りf寸け

(1) 3 mmヘキサゴン レンチを使用してイグニツシヨン コイルを

図の位置へ取り付ける。

..  ィグニツシヨン コイル本体でアースをとっているため，

取り付けは確実に行う。

(2) イグニツシヨン コイルを交換した場合は，新しいコイルに気

筒No・のシールを貼る。

2 イグニツシヨン コイJレ コネクタ取りイ寸け

3 レジステイブ コード取り付け

(1)イグニツシヨン コイルの番号に合わせてレジステイブ コー

ドを取り付ける。

4 イグニツシヨン コイル カバー取り付け

(1) スクリユ4本でイグニツシヨン コイル カバーを取り付ける。

5 バッテリGターミナル取り付け
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10-2 スターテイング システム一回路図

回路図

車T
 

，J M
 y 二ユートラJ~

Allート
スイッチ(AjT車)

~ 

ス1l-~旨

F1753 

準備晶

嘩
プラー，インジエクシヨン

09286-46011ポンプスプラインシヤフ アーマチユア ベアリング取りはずし用

ト

SST 

v リプレーサ.オルタネータ
アーマチユア ベアリング (RR)取り付け用09820-00030 リヤベアリング

還義 テスタ，トヨタ エレクトリ
09082-00012 カル 各部測定用

計器 ダ イ ヤ ル ゲ ージ コンミユテータ点検用

アーマチユア テスタ アーマチユア テスト用

点検周ハーネス 各テスト用

サンドペーパ (#400) コンミユテータ修正用
油脂
その他

デンソ- 50号グリース 各部塗布用



スターテイング システムースタータ 10-3 

スタータ

構成図

フレーム ASSY. 
^~一世 コンミユテ一宮 エンド
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^~-~ 7ラ~ 7ーマチユア ASSY. ^~-~ 
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ハウジンヲ ASSY. 
ス~-~ ドライブ

ヲラッチサブ ASSY.
ス~-~

.・・・・・・再使用不可部品 亡コ…・・・締め付けトルク (kg・叩)

F4875 

騰ヘ

ノ

スタータ取りはずし

|1  G-GTEU I 

バッテリ θターミナル取りはずし

2 プロペラ シャフト取りはずし
回

00497 

3 エキゾースト マニホルド ヒート インシユレータ No.3取

りはずし

4 ヱキゾースト フロント パイプ取りはずし

5 エキゾースト パイプ 。リング取りはずし

F4876 



10-4 スターテイング システムースタータ

F0302 

F4877 

F4877 

6 シフト レバーまたはコントロール ロツド取りはずし

(1) コンソール ボックスを取りはずす。 (M/T車)

(2) シフト レバー ブーツを取りはずす。 (M/T車)

(3) シフト レバーを取りはずす。 (M/ T寧)

(4) トランスミッシヨン コントロール ロツドを取りはずす。

(A / T車)

7 エンジン リヤサポート メンバにジャッキセット

8 エンジン リヤサポート メンバ取りはずし

9 エンジンリヤサポート メンバジャッキダウン

e墨書 エンジン リヤ側のブレーキチューブおよびワイヤハ

ーネスを，ダッシユ パネル聞にはさみ込まないことを確

認しながらジャッキを下げる。r4'

10 オイル レベルゲージ& フイラチューブ取りはずし

(A / T車)

11 スタータ ハーネス取りはずし

(1)ナットを取りはずし， 30端子からワイヤ ハーネスを取りはず

す。

(2) 50端子からコネクタを取りはずす。

12 スタータ ASSY取りはずし

1G-GZEU 

1 バッテリ @ターミナル取りはずし

2 エンジンアンダリヤ レフト カバー取り拡ずし

3 オイル レベルゲージ取りはずし

4 ワイヤ ハーネス取りはずし

(1) ナットを取りはずし， 30端子からワイヤ ハーネスを取りはず

す。

(2) 50端子からコネクタを取りはずす。

5 スタータ ASSY取りはずし

F 



鞠ヘ

穂町

スターテイング システムースタータ 10-5 

F4878 

F4879 

5 T0235 

5 T0198 

F4880 

スタータ分解

C端子リード線取りはずし

2 スタータ ヨーク ウイズアーマチユア取りはずし

(1) スルー ボルト 2本を取りはずす。

(2) スタータ ヨーク ウイズアーマチユアを取りはずす。

3 コシミユテータ エンド フレーム取りはずし

4 ブラシホルダ取りはずし

(1) ブラシ スプリングをドライパ等で起こし，プラシを取りはず

す。

(2) ブラシ ホルダをスタータ ヨークから取りはずす。

5 アーマチユア取りはずし E 
(1) スタータ ヨークからアーマチユアを取りはずす。

6 スタータ ドライブハウジング取りはずし

(1) スクリユ 2本を取りはずし マグネット スイッチ ASSY 

からスタータ ドライブハウジング ウイズ クラッチを取

りはずす。



10-6 

@会

スターテイング システムースタータ

F4881 

F4882 

ゑ¥
F4883 87667 

F1713 

汁-zrユア

C5209 

7 クラッチ ASSYおよびアイドル ギヤ取りはずし

(1) クラッチ ASSYとアイドル ギヤを噛み合わせた状態で、

同時に取りはずす。

8 アイドルギヤ リテーナウイズローラ取りはずし

9 ボールおよびスプリング取りはずし

(1) クラッチ ASSYよりスチール ボールを取りはずす。

(2) マグネット スイッチ ASSYよりスプリングを取りはずす。

構成部品点検

アーマチユア コイル接地試験

(1) コンミユテータとアーマチユア コイル コア聞の絶縁を点検

する。

基 準 導通なし

2 アーマチユア コイル短絡試験

(1) アーマチユア テスタを使用して，鉄片をコアに当てながらア

ーマチユアを回転させる。

基準 鉄片が吸引または振動を起こさない

e墨書 アーマチユアの表面の付着物をよく取り除いてから点検す

る。

F酔

F屍



輸ヘ

閥均

スターテイング システムースタータ 10-7 

C5210 

F4884 

Z5257 

M5044 

F1714 

3 コンミユテータ点検

(1) 表面の汚損，焼損を点検して，不良の場合はサンド ペーパ

(#400以上)で修正する。

(2) V プロックで両端を支えダイヤル ゲージを使用して，振れ

を測定する。

限度 0.02醐

〈参考〉 ダイヤル ゲージの測定子を図の形状のものにかえて，コ

ンミユテータに当てるとよい。

(3) ノギスを使用して外径を測定する。

基準値 30mm 

限度 29mm 

(4) ノギスを使用して，セグメント聞のマイカ深さを測定する。

基準値 0.6mm 

限度 0.2mm 

4 フィールド コイル断線試験

(1) C端子リード線とフィールド コイル ブラシ聞の導還を点検

する。

基 準 導通あり



10-8 

ブラシ

スターテイング システムースタータ

F1715 

5 T0201 

ブラシスプリング

F4902 

F1710 

Z5265 

5 フィールド コイル接地試験

(1)フィールド コイル プラシとヨーク聞の絶縁を点検する。

基準 導通なし

6 ブラシ点検

(1) ノギスを使用して，ブラシの中央部の長さを測定する。

基準値 13.0mm 

限度 8.5mm

(2) 当たり面の修正およびブラシの交換の場合はサンド ペーパ

(#400) をコンミユテータに巻き，当たり面を修正する。

7 ブラシ スプリング取り付け荷重点検

(1) パネばかりを使用して，スプリングがプラシから離れる瞬間の

目盛を読む。

基準値 1785-2415g 

限度 1200g 

8 7"ラシ ホルダ点検

F轟

(1) EB側ブラシ ホルダとθ側プラシ ホルダ聞の絶縁を点検する。 戸

基準 導通なし

9 スタータ クラッチ点検

(1) ギヤの摩耗，損傷を点検する。

(2) ギヤを駆動方向に回転させたときロックし，逆方向に回転させ

たとき滑らかに回転することを確認する。



輪、

開問

スターテイング システムースタータ 10-9 

C5214 

C5215 

F2943 

F1716 

F1717 

10 ベアリング点検

(1)指先に力を加えて回転させたとき異常，引っかかりのないこと

を点検する。

(2) 急速に回転させたとき異音がないことを点検する。

11 ベアリング交換

(1) S S Tを使用して取りはずす。

5 5 T 09286-46011 

(2) S STおよびプレスを使用して取り付ける。

5 5 T 09820-00030 

12 マグネット スイッチ点検

(1) 50端子と C端子聞の導通を点検する。

基準 導通あり

(2) 50端子とマグネット スイッチ ボデー聞の導通を点検する。

基準 鴻温あり



10-10 スターテイング システムースタータ

デンソー 50号デリース塗布

ST0237 

5 T0236 

5 T0235 

デンソ- 50号ヴリース塗布

曾F
F4883 86190 

デンソ- 50号'/リース塗布

デンソ- 50号ずリース塗布

F4885 

スタータ組み付け

アーマチユア組み付け

(1) アーマチユア ベアリングにデンソー 50号グリースを塗布後

スタータ ヨークにアーマチユアを挿入する。

2 ブラシ ホルダおよびブラシ取り付け

(1) ブラシ ホルダにブラシ スプリングを取り付ける。

(2) ブラシ ホルダをアーマチユアに取り付ける。

(3) ドライパを使用してスプリングを充分に引き上げ，ブラシ ホ

ルダ内へブラシを挿入する。

(4) コンミユテータ エンド フレームをスクリユ 2本で取り付け

る。

3 ボールおよびスプリング取り付け

(1) スチール ポールにデンソー 50号グリースを塗布し，スター

タ クラッチのシャフト穴へ取り付ける。

(2) リターン スプリングにデンソー 50号グリースを塗布し，マ

グネット スイッチ ASSYに取り付ける。

4 アイドル ギヤおよびスタータ クラッチ取り付け

(1)アイドル ギヤのローラ，リテーナおよびギヤ スタータ ク

ラッチのギヤおよびベアリングにデンソー 50号グリースを塗

布する。

F象

f帽
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スターテイング システムースタータ 10-11 

F4882 

F4886 

F4880 

F4887 

F4879 

(2) アイドルギヤ リテーナ ウイズ ローラを取り付ける。

(3) クラッチ ASSYとアイドル ギヤを噛み合わせた状態で，

同時に取り付ける

5 スタータ ドライブハウジング取り付け

(1) ドライブ ハウジングをマグネット スイッチ ASSYに取

り付け，スクリユ 2本で締め付ける。

T=95:!:25kg・ 叩

6 スタータ ヨーク ASSY ウイズアーマチユア取り付け

(1) 切り欠き位置を合わせスタータ ヨーク ASSY ウイズ

アーマチユアをマグネット スイッチ ASSYに取り付ける。

(2) スルー ボルト 2本を締め付ける。

T=95土25kg・ 開



10-12 スターテイング システムースタータ

F4878 

F4888 

F4889 

F4890 

F4891 

7 マグネット スイッチのC端子にリード線取り付け

T=90土30kg.側

スタータ単体点検

e雷各試験は短時間 (3-5秒)で行う。

プルイン試験

(1) 図のように結線したときピニオン ギヤが飛び出すことを確認

する。

2 ホールデイング コイル維持試験

(1) プルイン試験の状態から C端子配線を放した後もピニオン ギ

ヤが飛び出したままであることを確認する。

3 プランジヤもどり試験

(1) ホールデイング コイルの維持試験の状態から，図に示すよう

に端子をはずすと，ピニオンがもどるととを確認する。

4 無負荷試験

(1) スタータをパイスなどで確実に固定する。

(2) 無負荷試験時，リード線には大電流が流れるので，太いリード

線を使用する。

(3) 電流計の指示値の読みは表示が安定したところで読む。

基準値 90A以下

f繍

r欄
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鞠同

スターテイング システムースタータ 10-13 

F4877 

00537 

F4876 

F0672 

スタータ取り付け

|1 G-GTEU I 
スタータ ASSY取り付け

2 スタータ ハーネス取り付け

(1) 50端子にコネクタを取り付ける。

(2) 30端子にワイヤ ハーネスを取り付ける。

3 オイル レベル ゲージ & フイラ チューブ取り付け

(A / T車)

4 エンジン リヤ サポート メンバ ジャッキ アップ

5 エンジン リヤ サポート メンバ取り付け

6 シフト レバーまたはコントロール ロツド取り付け

(1) シフト レバーを取り付ける。(M/T車)

(2) シフト レバー ブーツを取り付ける。 (M/T車)

(3) コンソール ボックスを取り付ける。 (M/T車)

(4) トランスミッシヨン コントロール ロツドを取り付ける。

(A / T車)

7 エキゾースト フロント パイプ取り付け

8 エキゾースト パイプ O リング取り付け

9 エキゾースト マニホルド ヒート インシユレータ No.3取

~Jf寸け

T=195kg・cm

10 プロペラ シャフト取り付け

11 バッテリ@ターミナル取り付け



10-14 スターテイング システムースタータ

F4877 

1G-GZEU I 
スタータ ASSY取りf寸け

T=460kg・cm

2 ワイヤ ハーネス取り付け

(1) 50端子にコネクタを取り付ける。

(2) 30端子にワイヤ ハーネスを取り付ける。

3 オイル レベルゲージ取りはずし

4 エ ン ジ ン ア ン ダ リヤ レフト カバー取り付け

5 バッテリ θターミナル取り付け
f調

f綱





11-2 チャージング システム一回路図

e墨書・バッテリのEB.θターミナルを間違えない。

・クィック チャージヤを用いてバッテりを急速充電する場

合は，バッテリ ケーブルをはずしてから行う。

・エンジン回転中は，バッテリ ケーブルをはずさない。

回路図

T
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チャージランプ

オJ~i量卓 -11
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チ
ャ
ー
ジ
ヒ
ュ
ー
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(
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U 
一一 F 

1G-GZEUのみ

F4718 

準備品

嘩 09286-46011 プラー，インジヱクシヨン リヤ エンド フレーム取りはずし用
ポンプスプラインシャフト

長重量
プラー，オルタネータ ベア

SST 09820-00021 リング リヤ ベアリング取りはずし用

~ 09820-00030 リプレーサ.オルタネータ リヤ ベアリング取り付け用
リヤベアリング



チャージング システムー車上点検 11-3 

ぜたお 吋叫…-一三三三09820-63010 タブーリセットナット

----圃岨圃・・ーー・・・・・・ーーーーーー・・・・・・ーー__ー・・・・・ーーーー・・・・ーーーーー・ー・酪幽・・ーー・ー___ーー・・ーーー・・・ーーーー・・・・・ー・ーーーー--------

気ゐ
レンチ，オルタネータ ロー

SST 09820-06010 タシャフト

曲・・-------------------------ーーー・-------ーーーー・・・・ーー・・・・・・・・・・・・-------------------------ーーーー--------- オルタネータ プーリ ナット脱着用

〈訪 09820-06020 リセットナット 22mm

工具 ソケット レンチ (29mm) レクテイフアイヤ エンド フレーム取り付け用

計器
題挙態 テスタ，トヨタ エレクトリ

各部測定用

智美、妻、
09082-00012 カル

サンドペーパ (#400以上) スリップ リング修正用
油脂

司民

その他
絶縁ペイント プラシ ホルダのハンダ付け部塗布用

車上点検

バッテリ比重点検

基準値 1.25-1.27 (液温20"C) 

2 バッテリ ターミナル点検

3 V リブドベルト点検

4 ヒューズ点検

5 配線状態点検
C8698 

6 異音点検

(1) エンジン回転中のオルタネータからの異音を点検する。
明町

回
7 無負荷試験(調整電圧，調整電流点検)

(1)図のようにエレクトリカル テスタを接続する。

(2) エンジン回転数を2000rpmまで徐々にあげて電圧を測定する。

基準値 13_5-15_1 V 

(3) エンジン回転数を2000rpmまであげたときの電流を測定する。

基準値 10A以下

〈参考〉 エンジン始動直後は一時的に電流が10A以上になることが

あるが異状ではない。

F0233 



11-4 チャージング システムーオルタネータ

8 負荷試験

(1) 無負荷試験の状態より，ヘッドランプをハイ ビームに，ヒー

タ プロア スイッチをハイにし，エンジン回転数を2000rpm

にセットした状態でただちに電流を測定する。

基準値 30A以上

〈参考〉 パツテリが完全充電状態の場合，充電装置が正常でもオル

タネータから基準の出力電流が得られないことがあります。

その場合，ある程度放電したパツテリと交換するか，また

は負荷を増し(ノ、ザード ランプ，リヤ デイフオツガな

どを作動させる)再度測定する。

オJレタネータ

構成図
F轟
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スプリンタ，ブラシ
フレーム，レヲテイフアイヤ エンド

ブラシ，オJレ~ネ-~， A 

ホル':t， ウイズ レヲテイフアイヤ レギユレ-~ ASSY，ゼネレ-~

.・・・・・・再使用不可部品 仁ゴ…・・・締め付けトルク (kg・cm)

F49f7 
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チャージング システムーオルタネータ 11-5 

F5095 

C0832 

CI218 

SSTlのA

SSTlのA

SST 1のB

CI375 

C5023 

オルタネータ取りはずし

バッテリθターミナル取りはずし

2 オルタネータの配線取りはずし

3 V ベルト取りはずし

4 オルタネータ取りはずし

オルタネータ分解

プーリ取りはずし

SST1のA，B 09820-06010 

SST 2 09820-06020 

(1) S S T 1のBを規定トルクで締め付け， S S T 1のAをプーリ

シャフト部に固定する。

T=400kg・cm

e墨書 SSTをプーリ シャフト部に確実に固定する。

(2) パイスに SST2を固定し，前記作業でオルタネータに SST

1のA，Bを取り付けた状態でセットする。

(3) S S T 1のAを回転させプーリ ナットをゆるめる。

回
(4) S S T 1のBを回転させオルタネータから SSTlのA，Bを

取りはずす。

(5) プーリおよびナットを取りはずす。



11-6 チャージング システムーオルタネータ

F4916 

F3522 

F3517 

F3523 

/ 

F3524 

2 コンデンサ取りはずし (1G-GZEU) 

3 ターミナル インシユレータ取りはずし

4 リヤ エンドカバー取りはずし

(1)ナット 3個をはずし，リヤ エンド カバーを取りはずす。

5 ブラシ ホルダ取りはずし

(1) スクリユ 2本をはずし，ブラシ ホルダを取りはずす。

6 ゼネレータ レギユレータ取りはずし

(1) スクリユ 3本をはずし，ゼネレータ レギユレータを取りはず

す。

7 レクテイフアイヤ取りはずし

f樺

(1) スクリユ 4本をはずし，ステータ コイルとレクテイフアイヤ F 

を切り離す。

(2) レクテイフアイヤを取りはずす。

8 レクテイフアイヤ エンド フレーム取りはずし

(1) ナット 4個を取りはずす。
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61450 

F3518 

FI698 

FI699 

65722 

(2) S S Tを使用して，レクテイフアイヤ エンド フレームとロ

ータを分離する。

5 5 T 09286-46011 

9 口ータ取りはずし

(1)図のようにドライブ エンド フレームを平行にして，プラス

ティック ハンマで軽くたたき，ロータを取りはずす。

信野 口ータを落とさない。

オルタネータ点検

ロータ点検No.l (コイル断線試験)

(1) 2個のスリップ リング聞の抵抗を測定する。

基準値 3.0.0以下

2 ロータ点検No.2 (コイル接地試験)

(1) スリップ リングとロータ コア聞の絶縁抵抗を測定する。

基準値 ∞ 

3 スリップ リング点検

(1) スリップ リング面に損傷を点検する。

①スリップ リング面に損傷がある場合はサンド ペーパ

( ~400以上)で修正する。ー

②摺動面と非摺動面の摩耗段差が外径測定時O.4mm以上ある場

合は，切削加工(旋盤)にて修正する。

(2) スリップ リングの外径を測定する。

基準値 14.4mm 

限度 14.0mm 
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P
 

P. 

F1700 

F3489 

目5004

〉i:ょJ
P. 

F1701 

F1702 

4 レクテイフアイヤ点検

(1) テスタのkOレンジでP1- P4特 B間. P1-P4-E聞の導通テ

ストを行う。

基準 極性を変えて一方向に導通があり，逆方向に導通がない

こと

5 ブラシ点検

(1) ブラシの突き出し長さを測定する。

限度 1.5mm 

戸長

(2) ブラシ長さが限度以下の場合，ブラシ ホルダのハンダ部を溶

かしブラシを取りはずす。

(3) スプリングをブラシ ホルダに取り付け，ブラシの突き出し長

さが10.5mmになるようにブラシをハンダ付けする。

(4) 余ったリード線を切断する。

(5) ハンダ付け部に絶縁ペイントを塗布する。

e墨静・ブラシ交換は必ず両側同時に行う。

・ハンダ付けする場合，ハンダを 1mm以上のせない。

6 ステータ コイル点検

(1) P 1 • P 2 • P4-P3聞の抵抗を測定する。

基準値 約1.50以下

("""'1 

7 I C レギユレータのダイオード点検

(1) B端子と F端子聞のダイオードをテスタの KOレンジで導通テ

ストを行う。

基準 F特 B聞で極性を変えて，一方に導通があって逆方向に

導通がない。
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F3519 

F3525 

F3526 

F3527 

F3528 

8 フロント ベアリング点検，交換

(1) フロント ベアリングを回転させ，異音，ひっかかりのないこ

とを確認する。

異音がある場合は，フロント ベアリングを交換する。

(2) スクリユ 4本をはずし，リテーナ プレートを取りはずす。

(3) インナ レースをプラスパーで軽くたたき，フロント ペアリ

ングを取りはずす。

(4) アウタ レースをプラスパーで軽くたたき，フロント ペアリ

ングを取り付ける。

..  ィンナ レースをたたかない。

(5) スクリユ 4本で，リテーナ プレートを取り付ける。

9 リヤベアリング点検，交換

(1) リヤ ベアリングを回転させ，異音.ひっかかりのないことを

確認する。

異常がある場合は，リヤ ベアリングを交換する。
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81565 

F0798 

F3520 

ソケット レンチ

81566 

F3523 

(2) S STを使用して，リヤ ベアリングを取りはずす。

5 5 T 09820-00021 

(3) S S Tとプレスを使用して，リヤ ベアリングを圧入する。

5 5 T 09820-00030 

..  ベアリングのインナ レース側で圧入する。

オルタネータ組み付け

ロータ取り付け

(1) 図のようにドライプエンド フレームを平行にし，プラステ

イツク ハンマで軽くたたき，ロータを取り付ける。

2 レクテイフアイヤ エンド フレーム取り付け

戸岬

(1) プレスと29mmのソケット レンチを使用して，レクテイフアイ F 

ヤ エンド フレームを圧入する。

(2) ナット 4個を締め付ける。

T=55kg・cm

3 レクテイフアイヤ取り付け



棟、

暢町

SSTlのA

SST 1のB
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4 ゼネレータ レギユレータ取り付け

5 ブラシ ホルダ取り付け

〆
F3517 ノ

F3522 

F4916 

C0832 

C1218 

6 リヤエンドカバー取り付け

7 ターミナル インシユレータ取り付け

8 コンデンサ取り付け (1G-GZEU) 

9 プーリ取り付け

SSTlのA，B 09820-06010 

SST 2 09820-06020 

(1) プーリ シャフトにプーリを取り付け，ナットで締め付ける。

(2) S S T 1のBを規定トルクで締め付け， S S T 1のAをプーリ

シャフト部に固定する。

T=400kg・cm

軍昏 SSTをプーリ シャフトに確実に固定する。

(3) ノTイスに SST2を固定し，上記作業でオルタネータに SST

1のA，Bを取り付けた状態でセットする。
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55T 1のA

C1377 

C5023 

F5085 

(4) S S T 1のAを回転させ，プーリ ナットを締め付ける。

T=1125kg.cm 

(5) S S T 1のBを回転させ，オルタネータから SSTlのA，B 

を取りはずす。

オルタネータ取り付け

オルタネータ取り付け

T=250kg・cm(オルタネータとブラケット)

T=185kg・cm(オルタネータとアジヤステイング パー)

T=80kg・cm(オルタネータ B端子)

2 V リブドベルト取り付け

3 V リブドベルト張り調車

4 配線の接続

5 車上点検

F 

~I 
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